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Ⅰ　年度事業計画

1．日本赤十字豊田看護大学の第四次（2024～ 2028年度）中期計画重点事業
（1） 内部質保証推進のための体制を見直し外部の評価機関による認証評価結果を踏まえ、改善に向けた取り組み

を継続する
（2）看護学教育モデル・コア・カリキュラム改定を見据えて教育内容を検討する
（3）eポートフォリオを活用し学習成果の可視化を図り学習者本位の教育を推進する
（4）教育環境の充実を図るため多様な方法を活用する
（5）より質の高い入学生を安定的に確保する
（6）ブランド力の更なる向上を目指し戦略的に広報活動を行う
（7）赤十字病院等と連携を強化する

Ⅰ　年度事業計画
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Ⅰ　年度事業計画

2．中期計画・年度計画

学園大目標
学園中目標

（第四次（2024～ 2028年度）
学園中期計画）

担当委員会 担当部署
本学の第四次（2024～ 2028年度） 本学の 2024年度

事業計画 2024年度の実施状況 年度末
の評価中期計画 重点事業

（
3
）
個
々
の
大
学
が
特
色
を
出
し
て
目
指
す
目
標

① 理念・目的 ① -1 大学の理念に基づき、学部・
研究科・学科の人材育成・
教育研究上の目的が設定さ
れ、入学者受入れの方針
（AP）、教育課程編成・実施
の方針（CP）及び卒業認定・
学位授与の方針（DP）へと
連関し運用する。 教育の質保証

委員会
（教務委員会）

学務課

① -1
・建学の精神、理念、教育目的、
教育目標、入学者受入れの方針
（AP）、教育課程編成・実施の方
針（CP）及び卒業認定・学位授
与の方針（DP）の連関について
点検評価する。また、評価に基
づき、適切に運用する。

① -1-1
建学の精神、理念、教
育目的、教育目標、AP、
CP、DP の連関につい
て、点検・評価する。

① -1-1 アセスメントプランに基づき、
昨年度の学修成果等のデータを総合的に
評価した。建学の精神、理念、教育目的・・
目標と、AP／CP／DPの整合性や、AP／
CP／ DPの連関について点検し、高い整
合性があり、入学から卒業まで一貫して
いることを確認した。各委員会の実施状
況を踏まえ、学修成果を総合的に評価した。

達成

① -2 大学の理念・目的を適切な
方法で教職員及び学生に周
知し、社会に対して適切に
公表するとともに、理念・
目的を実現するための中・
長期の計画その他の諸施策
を明確に設定する。

① -2
建学の精神、理念、教育目的、
教育目標、AP、CP 及び DP に
ついて、教職員及び学生に周知
し、ホームページ上に公表を継
続する。

① -2-1
建学の精神、理念、教
育目的、教育目標、AP、
CP、DPについて、ホー
ムページ上の公表を確
認する。

① -2-1
建学の精神、理念、教育目的、教育目標、
AP、CP、DPについて、今年度も同様の
スケジュールで、ホームページに公開さ
れた。

達成

② 内部質保証 ② -1 内部質保証のためのシステ
ム（以下「内部質保証シス
テム」という。）を規程等に
基づき明示し、全学的な体
制を整備する。

教育の質保証
委員会

（自己点検・
評価委員会）
（FD・SD委
員会）

総務課

② -1
「日本赤十字豊田看護大学学則」
の第 63 条に自己点検評価につ
いて定めている。それを基に「日
本赤十字豊田看護大学内部質保
証推進規程」並びに内部質保証
推進に係る具体的な運用及び手
続きのための「日本赤十字豊田
看護大学内部質保証実施要綱」
を定め、内部質保証を確保する
ための体制を整備しており、そ
の体制について不断の見直しを
行う。

② -1-1
「日本赤十字豊田看護大
学内部質保証実施要綱」
に定めている手順で内
部質保証を推進し、体
制の適切性を評価する。

② -1-1
今年度受審した機関別認証評価において、
内部質保証推進に関わる組織間の連携関
係が明文されていないため改善が期待さ
れる、との指摘があった。そのため、内
部質保証推進規程及び内部質保証推進要
綱の見直しを教育の質保証委員会及び自
己点検・評価委員会にて行うこととし、
今年度末から着手している。

達成

② -2 内部質保証システムに基づ
き PDCAサイクルが転回さ
れ、アセスメントポリシー
及び諸手続きにより、恒常
的・継続的に教育の質の保
証及び向上に取り組み、そ
の結果を適切に公表して社
会に対する説明責任を果た
している。

② -2
「日本赤十字豊田看護大学内部質
保証実施要綱」に定めた内部質
保証システムに基づき、毎年度
自己点検を実施するとともに、
「参与会」及び「中部ブロック各
県支部・赤十字病院連絡協議会」
の外部評価を受ける。加えて、
2024 年度は大学基準協会の機
関別認証評価を、2026 年度は
JABNE の分野別認証評価を受審
し、結果を本学のホームページ
にて公表する。

（1）認証評価を
受審し適合認定
を受ける

② -2-1
「日本赤十字豊田看護大
学内部質保証実施要綱」
に従い、各委員会にお
いてアセスメントプラ
ンに基づいた自己点検
を行うとともに、2023
年度の学修成果の評価
結果をホームページに
て公表する。
② -2-2
大学基準協会の機関別
認証評価を受審し、必
要に応じて結果に基づ
く改善計画を立案する。

② -2-1
予定どおり、「参与会」及び「中部ブロッ
ク各県支部・赤十字病院連絡協議会」の
外部評価を受けた。機関別認証評価につ
いても 10 月に実地調査が行われ、是正
勧告及び改善課題はなかった。正式な結
果報告が届き次第、所定の手続きに従い
本学HPにて結果を公表する。
② -2-2
10 月 7 日（月）・8日（火）に大学基準
協会による実地調査が行われ、自己点検・
評価報告書及び実地調査に基づいた大学
評価結果（委員会案）が 1月下旬に送ら
れてきた。判定案は適合であった。内部
質保証の仕組み等について「改善を期待
する」との内容であった。2025 年度に
向けて改善計画を立案する。

達成

② -3 内部質保証システム、全学
的な体制、入学者受入れの
方針、教育課程編成・実施
の方針及び卒業認定・学位
授与の方針、関連規程につ
いて、その適切性・妥当性
を点検・評価し、改善・向
上に向けて取り組む。

学務課

② -3-1
「日本赤十字豊田看護大学評価体
制図」及び「日本赤十字豊田看
護大学内部質保証システム体系
図」を基軸に内部質保証を推進
し、システム等について継続的
に妥当性を検証し、必要に応じ
て関連規程とともに修正・改善
する。
② -3-2
アセスメント・ポリシーに定め
た各指標を基に、CP及び DPの
妥当性を検証し、その結果を踏
まえるとともに、看護学教育モ
デル・コア・カリキュラムの改
訂を見据え、CP、DP 及び AP
の適切性を検討し、見直しを行
う。

（2）看護学教育
モデル・コア・
カリキュラム改
定を見据えた教
育内容の検討

② -3-1
内部質保証を推進し、
期中、期末に学内外の
評価、及び 2024 年度
に受審する機関別認証
評価の結果により評価
システムの妥当性を検
証する。
② -3-2
アセスメントプランに
定めた指標ごとの評価
結果を基に CP の妥当
性を検証するとともに、
12月に改訂予定の国の
看護学教育モデル・コ
ア・カリキュラムに対
応するため、プロジェ
クトチームを編成し、
情報収集し、CP 及び
DPの適正性等について
検討を開始する。

② -3-1
内部質保証推進のための外部評価として、
「参与会」を 7月 11日と 2月 18日に実
施した。「中部ブロック各県支部・赤十字
病院連絡協議会」は 8月 6日と 3月 7日
に実施した。いずれの会議においても有
益な意見をいただいたが指摘事項は無
かった。
機関別認証評価受審の結果、適合判定（委
員会案）となったが、内部質保証推進に
関わる組織間の連携関係が明文化されて
いないため改善が期待されるとの指摘が
あった。内部質保証の評価システムの見
直しが課題となった。
教育に関する内部質保証に関して、IR 室
の分析データや各位委員会の自己点検・
評価に基づき、総合的な評価を行った。
② -3-2　カリキュラム検討プロジェクト
カリキュラム検討プロジェクトの活動を
定期的に実施した。2月に「新カリキュ
ラムのディプロマポリシーについて考え
てみよう！」と題したFD活動を実施した。
なお、看護学教育モデル・コア・カリキュ
ラム改訂案に関しては 2025 年 3月公表
予定であり、情報が公開され次第、情報
を反映する。

達成

② -4 内部質保証システムの運用
にあたり、ファカルティ・
ディベロップメント（FD）・
スタッフ・ディベロップメ
ント（SD）を活用するとと
もに、教学 IR室が分析した
データ等を活用する。

総務課

② -4
IR 室の分析結果に基づき、授業
の内容及び方法の改善を図るた
めの FD 研修と、学生支援及び
大学運営に資するための SD 研
修を、毎年度計画的に設定し、
全教職員に受講を促し大学の内
部質保証システムを稼働させる。

② -4-1
IR 室の分析結果を基に、
FD・SD 委員会におい
て課題を抽出するとと
もに、教授方法、研究
力向上に向けた研修内
容のニーズを把握し、
教育の質向上に資する
研修を企画、実施する。

② -4-1
令和 6年度の研修について、計画通り実
施した。
また、教授方法、研究力向上に資する内
容の外部研修について、教職員に周知し、
参加状況を確認した。
次年度に向けて FD・SDマップの見直し
を行い、教育力・研究力・マネジメント
力それぞれのレベルの目標、到達目標を
新たに設定し、レベルにあわせて研修を
配置した。令和7年度から運用する。

達成
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Ⅰ　年度事業計画

学園大目標
学園中目標

（第四次（2024～ 2028年度）
学園中期計画）

担当委員会 担当部署
本学の第四次（2024～ 2028年度） 本学の 2024年度

事業計画 2024年度の実施状況 年度末
の評価中期計画 重点事業

（
3
）
個
々
の
大
学
が
特
色
を
出
し
て
目
指
す
目
標

③ 教育研究組
織

③ -1 大学の理念・目的に照らし
て、学部・研究科・学科、
附置施設、センターその他
の教育研究組織を適切に設
置する。

経営会議
（自己点検・
評価委員会）

総務課

③ -1
大学の理念・目的に照らして、
学部・研究科、センターその他
の教育研究組織の適切性を点検・
評価し、見直しを行う。

③ -1-1
看護学部・看護学研究
科、学術情報センター・
図書館、ヘルスプロモー
ションセンターを適切
に運営する。

大学の理念・目的に照らして、看護学部・
看護学研究科、学術情報センター・図書
館、ヘルスプロモーションセンターを適
切に運営している。 達成

③ -2 大学の活動単位として機能
する教員研究組織は、大学
の特徴、学問の動向や社会
的要請、大学をとりまく国
際的環境等を適切に配慮
し、定期的な点検評価の結
果に基づき改善・向上に向
けて取り組む。

③ -2
大学の特徴、学問の動向や社会
的要請、大学をとりまく国際的
環境等の観点から、教育研究組
織の適切性を点検・評価し、改
善・向上に向けて取り組む。

③ -2-1
看護学部・看護学研究
科、学術情報センター・
図書館、ヘルスプロモー
ションセンターの適切
性について点検・評価
する。

看護学部・看護学研究科、学術情報セン
ター・図書館、ヘルスプロモーションセ
ンターの適切性の点検・評価については、
各組織の委員会において実施し、改善・
向上に向けて取り組んでいる。 達成

④ 教育課程・
学習成果

④ -1 理念・目的を実現するため、
卒業認定・学位授与の方針
及び教育課程編成・実施の
方針（CP）を定め、公表す
る。また、CP に則して十
分な教育上の成果を上げる
ための授業科目を開設し、
教育課程を体系的に編成す
る。

教育の質保証
委員会

（教務委員会）
（大学院教務・
学生委員会）

学務課

④ -1-1
【学部】理念・目的を実現するた
め DP 及び CP を定め公表して
いるが、CPに則して十分な教育
上の成果を上げるための授業科
目を開設し、教育課程が体系的
に編成されていることについて、
点検・評価し改善する。
④ -1-2
【大学院】理念・目的を実現する
ため、 DP 及び CP を定め公表し
ているが、CPに則して十分な教
育上の成果を上げるための授業
科目を開設し、教育課程を体系
的に編成されていることについ
て、点検・評価し改善する。

④ -1-1
【学部】CP の公表につ
いて確認する。また、
CPに即して、授業科目
及び教育課程を点検・
評価する。
④ -1-2
【大学院】CP の公表に
ついて確認する。また、
CPに即して、授業科目
及び教育課程を点検・
評価する。

④ -1-1【学部】
ホームページ、学生便覧において CP が
公表されていることを確認した。
CPに即した授業科目の開設状況について
は、下半期にシラバス第三者チェックに
よる点検を実施した。
④ -1-2【大学院】
ホームページ、学生便覧において CP が
公表されていることを確認した。
CPに即した授業科目の開設状況について
は、下半期にシラバス第三者チェックに
よる点検を実施した。

達成

④ -2 学生の学習を活性化し、学
修者本位の効果的な教育を
行うための様々な措置を講
じ、成績評価、単位認定及
び学位授与を適切に行う。

④ -2-1
【学部】学生の学習を活性化し、
学修者本位の効果的な教育を行
うための様々な方略を実行し、
成績評価、単位認定及び学位授
与を適切に行う。
④ -2-2
【大学院】学生の学習を活性化し、
学修者本位の教育を行うための
様々な方略を実行し、成績評価、
単位認定及び学位授与を適切に
行う。

④ -2-1
【学部】学修者本位の教
育方略を検討できるよ
うに、学生による授業
評価を実施して担当教
員にフィードバックす
る。また、適切な成績
評価を検討できるよう
に、全科目の成績分布
を教員に周知する。
④ -2-2
【大学院】
学修者本位の教育方略
を検討できるように、
学生による授業評価を
実施して担当教員に
フィードバックする。
また、適切な成績評価
を検討できるように、
全科目の成績分布を教
員に周知する。

④ -2-1
【学部】
前期開講科目における授業評価を担当教
員にフィードバックし、その結果に基づ
いた、教員による自己評価を実施し、学
生にフィーバックした。また、適切な成
績評価を検討できるように、前期開講科
目の成績分布（授業科目別　GP平均値）
を共有した。
④ -2-2
【大学院】
令和 6年度に開講した全科目の授業評価
を実施し、担当教員にフィードバックし
た（後期分は 3月に予定）。また、適切な
成績評価を検討できるように、開講科目
における成績分布を研究科担当教員に周
知した（後期分は3月に予定）

達成

④ -3 卒業認定・学位授与の方針
に示した学生の学習成果を
適切に把握し評価する。

④ -3-1
【学部】DPに示された学生の学
修成果を適切に把握し、評価す
るとともに、教育改善に活用す
る。
④ -3-2
【大学院】DPに示された学生の
学修成果を適切に把握し、評価
するとともに、教育改善に活用
する。

④ -3-1
【学部】DP ごとの成績
評価の集計及び学生に
よる DP 到達度の自己
評価調査結果から学修
成果を評価する。
④ -3-2
【大学院】
DPごとの成績評価の集
計及び学生による DP
到達度の自己評価調査
結果から学修成果を評
価する。

④ -3-1
【学部】
令和 6年度卒業生におけるDPごとの成
績評価の集計及び学生によるDP到達度
の自己評価調査を実施し、評価した。
④ -3-2
【大学院】
令和 5年度修了生におけるDPごとの成
績評価の集計及び学生によるDP到達度
の自己評価調査結果を確認し、概ね良好
な結果となっていることを確認した。

達成

④ -4 教育課程及びその内容、方
法の適切性について定期的
に点検・評価を行い、その
結果に基づき改善・向上に
向けて取り組む。また、学
部、研究科及び学科を適切
に運用するため外部の有識
者による連携協議会等を活
用する。

④ -4-1
【学部】教育課程及びその内容、
方法の適切性について定期的に
点検・評価を行い、改善・向上
に向けて取り組む。学部を適切
に運用するため、外部の有識者
による連絡協議会等を活用する。
④ -4-2
【大学院】教育課程及びその内容、
方法の適切性について定期的に
点検・評価を行い、改善・向上
に向けて取り組む。研究科を適
切に運用するため、外部の有識
者による連絡協議会等を活用す
る。

④ -4-1
【学部】授業評価結果、
科目別GPAやシラバス
第三者評価等に基づき、
教育内容・方法の改善
に取り組む。
④ -4-2
【大学院】授業評価結果
及びシラバス第三者評
価等に基づき、教育内
容・方法の改善に取り
組む。

④ -4-1（学部）
前期授業評価結果を教員にフィードバッ
クし、授業科目担当者において教員の自
己評価のコメント入力を実施し、教育の
質保証委員会にて確認後、学生にフィー
ドバックした。
④ -4-2 【大学院】
令和 6年度開講科目における授業評価結
果に基づく教員の自己評価を実施し、自
己評価の内容を点検した（後期分の点検
は 2025 年 4-5 月に予定）。また、シラ
バス第三者評価を実施し、各授業科目の
シラバスの点検を行った。

達成
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Ⅰ　年度事業計画

学園大目標
学園中目標

（第四次（2024～ 2028年度）
学園中期計画）

担当委員会 担当部署
本学の第四次（2024～ 2028年度） 本学の 2024年度

事業計画 2024年度の実施状況 年度末
の評価中期計画 重点事業

（
3
）
個
々
の
大
学
が
特
色
を
出
し
て
目
指
す
目
標

④ 教育課程・
学習成果

④ -5 学修者本位の教育の実現に
向けて、各学生の学習成果
をポートフォリオとして可
視化し、評価方法のあり方
等を検討するとともに、多
様な ICT や学習形態を活用
した教育を推進する。

教育の質保証
委員会

（教務委員会）
（大学院教務・
学生委員会）

学務課

④ -5-1
【学部】e- ポートフォリオによ
る学修成果の可視化により、学
修者本位の教育を実現する。
④ -5-2
【学部】多様な ICT や学習形態を
活用した教育への取り組みを推
進する。
④ -5-3
【大学院】各学生の学習成果を可
視化し、評価方法のあり方等を
改善し、学修者本位の教育を実
現する。
④ -5-4
【大学院】多様な ICT や学習形態
を活用した教育への取り組みを
推進する。

（3）eポートフォ
リオの本格運用

（4）教育環境の
充実

④ -5-1
【学部】　e- ポートフォ
リオに基づき、チュー
ターと学生が協同する
学修成果の評価体制を
構築する。
④ -5-2-1
【学部】オンデマンド教
材や ICT 等の多様な学
習形態・方法を活用し
た教育への取り組みを
推進する。
④ -5-2-2
【学部】学園の「教育環
境基盤整備事業」に基
づき、学習管理システ
ム（LMS）の導入にか
かる準備を進める。
④ -5-3
【大学院】院生が履修状
況及び成績についてメ
ソフィア（学務システ
ム）で確認し、指導教
員の助言を得ながら現
状把握と修了に向けた
学修方法を検討できる
仕組みを構築する。
④ -5-4
【大学院】
オンデマンド教材やICT
等の多様な学習形態・
方法を活用した教育へ
の取り組みを推進する。

④ -5-1
（学部）
教務委員会において学生面談に関するア
ンケート調査を行った。教員側も eポー
トフォリオの活用方法を模索していること
が分かり、チューターと学生が学習進捗状
況を共有し、より効果的に指導を行える体
制構築のため、改めて面談方針など共有し
た。また、10月に eポートフォリオを実
施した。今年度初めての実施であったため、
学生にポートフォリオの利用状況に関する
アンケートを実施し、評価した。
④ -5-2-1
（学部）
ビジュランクラウドの活用を取り入れた
授業などを推進し、多様な学習形態に対
応できるよう進めた。
④ -5-2-2
（学部）
LMS/CMS の導入環境整備を関係教員に
情報共有しながら進めた。
④ -5-3
【大学院】
院生が履修状況及び成績についてメソ
フィア（学務システム）で確認し、指導教
員の助言を得ながら現状把握と修了に向
けた学修方法を検討できる仕組みを構築
するための検討を行い、2025年度から大
学院でも e-ポートフォリオの振り返り機
能を用いて指導教員と研究進捗や学修状
況の振り返りを実施することを決定した。
④ -5-4
【大学院】
2025 年のシラバス作成要領において、
オンデマンド教材や ICT 等の多様な学習
形態・方法を活用した教育への取り組み
を推進する内容を追加した。

達成

⑤ 学生の受け
入れ

⑤ -1 理念・目的を実現するため、
入学者受入れの方針を適切
に公表し、学生募集及び入
学者選抜の制度や運営体制
を適切に整備し、入学者選
抜を公正に実施する。

アドミッショ
ンオフィス
（入試・広報
委員会）

（大学院入試・
広報委員会）
IR室

企画・地域
交流課

⑤ -1-1
【学部】理念・目的を実現するた
め、AP が既に公表されているが、
点検評価し、改善を行う。
⑤ -1-2
【学部】学生募集及び入学者選抜
の制度や運営体制について、点
検・評価するとともに改善・整
備し、入学者選抜を公正に実施
する。
⑤ -1-3
【大学院】理念・目的を実現する
ため、AP が既に公表されている
が、点検評価し、改善を行う。
⑤ -1-4
【大学院】学生募集及び入学者選
抜の制度や運営体制について、
点検評価するとともに改善・整
備し、入学者選抜を公正に実施
する。

APを本学ホームページ
及び学生募集要項に明
示する。また、入学者
選抜実施要項を適切に
作成し、これを基に入
学者選抜を適正に実施
する。

⑤ -1-1
【学部】
本学ホームページ及び学生募集要項（推
薦・一般）に明示した。
⑤ -1-2
【学部】
高等学校長推薦選抜の出願時の評定平均
値を 3.6 から 3.3 に下げ、受験者は 71
名となった。合格者は70名である。
一般選抜の名称を大学独自選抜特待生プ
ラスという名前に変更することで、特待
生のある試験であることを強調した。受
験者は 167 名となった。正規合格者は
115名である。
共通テスト利用選抜（後期）の出願期間
を独自選抜の出願期間と重ねることで併
願が出来るようにした結果、16名が併願
した。
令和 9年度総合型選抜を導入することを
決定し、試験方法や区分など出願に繋げ
るための入試制度改革を行っている。ま
た、指定校推薦選抜の対象高校を令和 8
年度から大幅に増加する予定である。
⑤ -1-3
【大学院】令和 6年度より博士課程のアド
ミッション・ポリシーが変更となったた
め、本学ホームページ及び学生募集要項
に明示した。
⑤ -1-4
【大学院】8月開催のアドミッションオ
フィスにおいて、令和 8年度入試から、
大学院修士課程の特別枠の出願資格の成
績条件を 3年生後期時点成績上位 20 位
という基準から 3 年生後期時点の累積
GPA3.0 以上という基準へ変更し、対象
者を増やした。また、修士課程の英語入
学試験を廃止し、修士課程の志願条件を
緩和した。9月 7日（土）に第 1回大学
院入学試験を実施し、2月 15日（土）に
第 2回大学院入学試験を実施した。

達成

⑤ -2 学生の受け入れの適切性に
ついて入試結果を分析して
点検評価し、その結果を基
に翌年度以降の制度の改善
に反映させる。

⑤ -2-1
【学部】学生の受け入れの適切性
について、入試結果に関するデー
タを収集して、IR 室が分析し、
その結果に基づき、翌年度以降
の入試制度の改善に反映させる。
⑤ -2-2
【大学院】学生の受け入れの適切
性について、入試結果に関する
データを収集して、IR 室が分析
し、その結果に基づき、翌年度
以降の入試制度の改善に反映さ
せる。

過去の入試データを収
集し、学生の受け入れ
の適切性についての評
価基準を点検・評価す
る。

⑤ -2-1
【学部】
8月開催のアドミッションオフィスにお
いて、定員規模の適正性に関する検討を
行い、平成 31 年度の入試実績を基準と
して、過去 5年間の適性な入学者数と定
員を算出した結果を経営会議に報告した。
⑤ -2-2
（大学院）
8月開催のアドミッションオフィスにお
いて、特別枠の出願条件基準の変更（上
位 20 名から GPA3.0 以上へ変更）や修
士課程の英語試験の廃止を決定した。令
和 7年度入試の結果、修士課程の志願者
は 4名、うち受験者は 4名、合格者 4名
となり、博士課程の志願者は 1名、うち
受験者は1名、合格者 1名となった。

達成
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Ⅰ　年度事業計画

学園大目標
学園中目標

（第四次（2024～ 2028年度）
学園中期計画）

担当委員会 担当部署
本学の第四次（2024～ 2028年度） 本学の 2024年度

事業計画 2024年度の実施状況 年度末
の評価中期計画 重点事業

⑤ 学生の受け
入れ

⑤ -3 適切な定員を設定して学生
を受け入れるとともに、在
籍学生数を収容定員に基づ
き適正に管理する。

アドミッショ
ンオフィス
（入試・広報
委員会）

（大学院入試・
広報委員会）
IR室

企画・地域
交流課

⑤ -3-1
【学部】文部科学省の入学定員の
厳格化、愛知県内における看護
学部の増設及び 18 歳人口の減
少を踏まえ、入学定員に基づき、
適正な入学者を確保し、在籍学
生数を適正に管理する。
⑤ -3-2
【大学院】設定している入学定員
を確保するとともに、在籍学生
数を適正に管理する。

（5）より質の高
い入学生の確保

文部科学省による入学
定員の厳格化及び学部
等の設置等認可の基準
となる平均入学定員超
過率1.15 倍未満を踏ま
えつつ、
⑤ -3-1
【学部】適正な入学者（入
学定員 120 名）を確保
する。
⑤ -3-2
【大学院】適正な入学者
（修士課程定員 10 名、
博士課程定員 2名）を
確保する。

⑤ -3-1
【学部】
125 名の入学者を確保することを目標と
している。学校推薦型選抜においては、
70名の入学者を確保することができた。
また一般選抜では、63 名（独自 58 名、
共通 A3 名、共通 B2 名、赤十字 6看護
0名、共通（後期）0名）の入学者を確
保することができ、合計で 133名となっ
た。
⑤ -3-2
【大学院】
2月 15 日（土）に第 2回大学院入学試
験を実施した。志願者は博士課程 1名、
受験者 1名、合格者 1名となり、1名を
確保した。
令和 7年度は、修士課程 4名、博士課程
1名の入学者を確保した。

達成

⑤ -4 戦略的な学生募集を行うと
ともに、大学への理解と共
感を高める広報活動を展開
する。

⑤ -4-1
【学部】戦略的な学生募集を行う
とともに、従来の広報活動を点
検・評価し、改善策を実施する
ことにより、本学への理解と共
感を高める広報活動を行い、本
学の認知度を高める。
⑤ -4-2
【大学院】戦略的な学生募集を行
うとともに、大学院への理解と
共感を高める広報活動を行い、
本大学院の認知度を高める。

（6）ブランド力
の更なる向上を
目指した広報戦
略

⑤ -4-1
【学部】過去の広報戦略
を分析・点検・評価し、
オープンキャンパスの
方法、高校訪問及び大
学説明会等について抜
本的な見直しを図る。
⑤ -4-2
【大学院】過去の広報戦
略を分析・点検・評価
し、大学院説明会等に
ついて抜本的な見直し
を図る。

⑤ -4-1
【学部】
令和 7年度の推薦選抜の志願者は 71 名
（令和 6年度 41名）と増加した一方、独
自選抜の志願者は 167 名（令和 6年度
231名）と減少した。3回のオープンキャ
ンパスを通して本学の魅力を伝えること
ができ、推薦選抜の志願者は増加した。
しかし、一般選抜の志願者の増加にはつ
ながらなかったため、原因を多面的に検
討した。次年度は一般選抜で志願を考え
る学生へ一般選抜に特化した企画を広報
活動に加えるとともに。大学偏差値の向
上を目指して年内入試における入学者数
の確保に努める。
また、次年度の高校訪問は、県外の高校
については電話連絡による対応を、県内
については指定校となる高校を中心に 46
校訪問することが決まった。
⑤ -4-2
【大学院】
第 1回大学院説明会では修士課程 6名、
第 2回大学院説明会では修士課程 7名、
博士課程 2名の参加者があった。令和 7
年度大学院説明会ではより多くの参加者
獲得に向けて、チラシ配布・メール配信
を継続しつつWEB広告の実施を計画し
ている。

達成

⑥ 教員・教員
組織

⑥ -1 理念・目的を実現するため、
大学が求める教員像や学
部・研究科等の教員組織の
編制方針を明示するととも
に、その編制方針に基づき
教員研究組織を適切かつ柔
軟に編制する。また、教員
の募集、採用及び昇任等を
適切に行う。

経営会議
（教育職勤務
評価委員会））

総務課

⑥ -1
教員組織の編制方針を明示して、
その方針に基づき教員研究組織
を適切かつ柔軟に編制する。ま
た、教員の募集、採用及び昇任
等を適切に行う。

⑥ -1
教員組織の編制方針に
基づき、教員研究組織
を適切かつ柔軟に編制
する。また、教員の募集、
採用及び昇任等を適切
に行う。

⑥ -1
令和 7年 4月 1日付で採用教員 4名、昇
任 6名について、いずれも学内規程に基
づき、教員選考委員会を組織して適切に
審査を行い、教授会、人事委員会を経て
採用・承認を決定した。

達成

⑥ -2 ファカルティ・ディベロッ
プメント（FD）活動を組織
的かつ多面的に実施し、教
員の資質向上及び教員組織
の改善・向上に取り組む。

⑥ -2
ファカルティ・ディベロップメ
ント（FD）活動を組織的かつ多
面的に実施し、教員の資質向上
及び教員組織の改善・向上に取
り組む。

⑥ -2
教員の資質及び教員組
織の改善に関する課題
を点検評価し、FD活動
に反映し、計画的に FD
活動を実践する。

⑥ -2
12 月に看護における倫理についての研
修、1月にキャリア支援・就職支援につ
いての研修、3月に障害学生支援のあり
方についての研修を実施した。
FD・SDマップの見直しを行い、教育力・
研究力・マネジメント力それぞれのレベ
ルを新たに設定し、レベルにあわせて研
修を配置した。令和7年度から運用する。

達成

⑥ -3 教員組織の適切性について
定期的に点検・評価を行い、
その結果を基に改善・向上
に向けて取り組む。

⑥ -3
教員組織の適切性について定期
的に点検・評価を行い、その結
果を基に改善・向上に向けて取
り組む。

⑥ -3
教員組織の適切性につ
いて定期的に点検・評
価する。

⑥ -3
令和 7年 4月 1日付で精神看護学領域・
教授、看護管理学領域・講師、在宅看護
学領域・講師、基礎看護学領域・助教を
採用することが決定した。
また、令和 7年 4月 1日付で、助教から
講師 2名、助手から助教 4名の昇任が決
定された。

達成

⑦ 学生支援 ⑦ -1 理念・目的を実現するため、
学生支援に関する方針を明
示して、学生が学習に専念
し、安定した学生生活を送
る上で必要となる修学支
援、生活支援、進路支援等
学生支援を適切に行う。

教育の質保証
委員会

（学生委員会）
学務課

⑦ -1-1
学生支援に関する方針を明示し
て、修学支援及び生活支援、進
路支援等、学生支援を適切に行
い、学生が安定した学生生活を
送り学習に専念することを支援
する。
⑦ -1-2
学生支援に関する方針について、
点検・評価し、改善を行う。また、
課題を明確化するとともに、課
題解決を進める。

（7）赤十字病院
等との連携強化

⑦ -1-1
学生支援に関する方針
を策定する。
⑦ -1-2
学生支援に関する方針
に基づき学生支援状況
を点検・評価する。

⑦ -1-1
「学生支援の基本方針」を 2025年度学生
便覧に掲載することを決定した。新年度
オリエンテーションにて学生に周知する
よう準備を行った。
⑦ -1-2
キャンパスライフアンケートの項目につ
いて検討を行い、サービス内容ごとに評
価が得られるように提案した。
障がい学生支援において、評価、見直し
を行い、2名が支援不要となった。

達成
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Ⅰ　年度事業計画

学園大目標
学園中目標

（第四次（2024～ 2028年度）
学園中期計画）

担当委員会 担当部署
本学の第四次（2024～ 2028年度） 本学の 2024年度

事業計画 2024年度の実施状況 年度末
の評価中期計画 重点事業

⑧ 教育研究等
環境

⑧ -1 理念・目的を実現し、学生
の学習及び教員による教育
研究活動を十分に行うこと
ができるよう、教育研究等
環境の整備に関する方針を
明示し、学習環境や教育研
究環境を整備し、適切に管
理運営する。

経営会議
（教務委員会）
（研究推進・
紀要委員会）
（自己点検・
評価委員会）

学務課
総務課
学術情報セ
ンター図書
館

⑧ -1-1
教育研究等環境の整備に関する
方針を明示し、情報環境を含む
学習環境及び教育研究等環境の
整備計画を策定し、推進する。
⑧ -1-2
学習環境及び教育研究等環境の
整備計画について、社会的環境
の変化等を見据えて見直しを行
い、適切な管理運営を行う。

（9）学生の交流、
教員の共同研究
等、国際交流を
拡充する

⑧ -1-1
教育研究等環境の整備
に関する方針を策定す
る。
⑧ -1-2
学内の学習及び教育研
究の環境について現状
を点検し、課題点を洗
い出し、課題解決に向
けた整備計画を立案し、
推進する。

⑧ -1-1
2023 年度（令和 5年度）2月の経営会
議において「教育研究等環境整備に関す
る方針」を策定した。
⑧ -1-2
日本赤十字社 国際部 開発協力課と打ち合
わせを実施し、今年度の振り返りを基に、
今後も継続的にインドネシアでの活動を
行うため、日程や内容について、担当者
間で調整を進めている。

達成

⑧ -2 図書館、学術情報サービス
を提供するための体制を整
備し、研究倫理を遵守する
ために必要な措置を講じ、
教育研究活動を支援する環
境や条件を適切に整備し、
教育研究活動の促進を図
る。

⑧ -2-1
学術情報センター・図書館と研
究推進・紀要委員会を組織的に
一元化し、研究倫理の遵守や科
学研究費補助金等外部研究資金
の獲得を含む研究支援業務を集
約化する。
⑧ -2-2
デジタル化が進む図書館サービ
ス等において各担当者の役割を
明確にした協力体制を整備し、
業務内容の見直しを行いながら
教育研究活動の促進を図る。

⑧ -2-1
教授会規程に定められ
ている研究推進・紀要
委員会を学術情報セン
ター・図書館の部組織
と位置づけ、研究支援・
推進業務を運用する。
⑧ -2-2
学園本部と連携しなが
ら研究データポリシー
の策定を行う。

⑧ -2-1
研究推進・紀要委員会を学術情報セン
ター・図書館の下部組織として位置づけ、
2024 年度は研究推進ワークショップを
開催し、日本赤十字豊田看護大学紀要 20
巻 1号を発行した。
⑧ -2-2
学園本部からの例示および広尾のものを
参考にデータポリシーの素案を作成した。
（本学の現状を鑑みながら 2025 年度以
降、内容を精査していく。）

達成

⑧ -3 教育・研究・事務の各業務
において DX を推進し、情
報セキュリティが確保され
た効果的・効率的な環境を
整備して業務の改善・変革
を図る。

⑧ -3-1
教育・研究・事務の各業務にお
いてDXを推進し、各業務の改善・
変革を図る。
⑧ -3-2
ネットワーク支援室を核として、
利便性、安全性及び信頼性の観
点から、情報セキュリティが確
保された効果的・効率的な環境
を整備する。
⑧ -3-3
情報環境整備に関する方針を明
示し、情報環境全体の水準向上
を目指す。

⑧ -3-1
情報ネットワーク支援
室は、教育・研究・事
務の各業務の効率化を
可能とする情報環境の
構築を行う。また、教
職員に対して研修等実
施することにより情報
リテラシー向上を支援
する。
⑧ -3-2-1
情報ネットワークの利
便性、安全性及び信頼
性の観点から、インター
ネット回線増設の必要
性を精査し、必要な容
量を整備する。
⑧ -3-2-2
学内のWi-Fi 接続状況
を精査し、教育に必要
な環境を整備する。
⑧ -3-3
情報環境整備に関する
方針を策定する。

⑧ -3-1
2024 年度は電子教科書の導入対応・情
報処理室と LL 教室設備の更新・次年度の
サーバ更新の方針検討が主に行われた。
電子教科書については導入に伴うネット
ワーク設定の調整・見直しについて後述
される。教室の設備更新については従来
使用していたCALLシステム「CallaboEX」
利用の継続是非を含めた検討を行い、従
来の操作性と機能の保持のため教室の概
要は維持の方向でシステムおよび端末の
仕様を現行水準へ引き上げることで教室
全体の改善を実現した。サーバ更新の方
針検討についてはコンサルティングを依
頼した大興電子通信（株）の提案を軸と
して教育環境の情報化に対応するネット
ワーク体制を検討し、次年度実施に向け
た予算申請を行なった。また、情報リテ
ラシーについて FD・SDの一部として 5
月と 12 月の教員会議後の研修にて
Microsoft TEAMS運用の注意点および二
段階認証の活用を促す呼びかけを行い、
日常のネットワーク利用でも安全性を確
保する意識を持つように呼びかけた。
⑧ -3-2-1
現在、本学からインターネットへの接続
に使用している通信用回線はNTT 西日本
のフレッツ光ネクスト（1Gbps）である。
電子教科書の利用者増加や学園全体での
動画システム運用に伴う使用帯域増大が
予想されるため、フレッツ光クロス
（10Gbps）もしくは SINET の利用によ
るインターネット接続回線の帯域増加を
検討した。フレッツに対して SINET は利
用料が安価に抑えられるように思われた
が、大学から SINET へ接続するまでの回
線を大学が専用線で敷設する必要がある
ため却って高額となり、利用は難しいと
判断した。次年度のサーバ更新および
LMS導入に向けて適切な方策の検討を続
けてゆく。
⑧ -3-2-2
2024 年度は電子教科書の導入に伴い教
室で利用できるWi-Fi の接続回線安定性
確保が求められる年度となった。電子教
科書導入開始となる前期に対象となる 1
年生のうち何名かからWi-Fi の通信品質
に起因すると思われるログイン障害・表
示遅延の報告があり、また数回のネット
ワーク障害発生が見られたため学内設定
の見直しを行なった。後期開始時に保守
担当業者監視のもとで教科書利用者全体
による接続試行を行い、若干の遅延を除
く障害は出ないことを確認した。なお、
設定見直しの際に大学内ネットワーク接
続に必須とされていたプロキシサーバ設
定を学生向け SSID「rctoyota」のみ不要
とする設定を試行し、大きな効果がある
ことが認められた。本学のプロキシサー
バはコンテンツブロッカーの i-Filter であ
り不適切内容の閲覧制限を担っているた
め、効果があることを受けて即時廃止す
ることは難しい。i-Filter のコンテンツブ
ロック機能をファイアウォールの同等機能
で代替し廃止できるか検討を進めている。
⑧ -3-3
情報収集を行いながら情報環境整備に関
する方針案を作成した。

達成
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Ⅰ　年度事業計画

学園大目標
学園中目標

（第四次（2024～ 2028年度）
学園中期計画）

担当委員会 担当部署
本学の第四次（2024～ 2028年度） 本学の 2024年度

事業計画 2024年度の実施状況 年度末
の評価中期計画 重点事業

⑧ 教育研究等
環境

⑧ -4 教育研究等環境の適切性に
ついて定期的に点検・評価
を行うとともに、その結果
を基に改善・向上に向けて
取り組む。

経営会議
（教務委員会）
（研究推進・
紀要委員会）
（自己点検・
評価委員会）

学務課
総務課
学術情報セ
ンター図書
館

⑧ -4-1
教育研究等環境の適切性につい
て、「内部質保証推進規程」に基
づき、定期的に点検・評価を行
うとともに、その結果を基に改
善する。

⑧ -4-1 自己点検・評
価に加え、2024 年度
は外部評価として公益
財団法人大学基準協会
の機関別認証評価を受
審する。

⑧ -4-1
10 月 7 日（月）・8日（火）に大学基準
協会による実地調査が行われ、自己点検・
評価報告書及び実地調査に基づいた大学
評価結果（委員会案）が 1月下旬に送ら
れてきた。数点の改善を期待する箇所が
あったが、「是正勧告」及び「改善課題」
は無く、適合と判定された。

達成

⑨ 社会連携・
社会貢献

⑨ -1 理念・目的を実現するため、
社会連携・社会貢献に関す
る方針を明示し、社会との
連携に配慮し、教育研究成
果を広く社会に還元する。

ヘルスプロ
モーションセ
ンター

（地域連携委
員会）

企画・地域
交流課

⑨ -1-1
社会連携・社会貢献に関する方
針を明示し、ヘルスプロモーショ
ンセンターが地域の知の拠点と
して機能する。
⑨ -1-2
看護専門職や地域住民を対象と
した企画、行政機関、研究機関、
産業界及び高等学校等との連携
等により、その成果を社会に還
元する。
⑨ -1-3
看護系学会及び関係省庁におい
て、医療・看護における社会的
課題や社会実装に貢献する。

（8）地域の知の
拠点として、地
域保健・医療・
福祉の向上に資
する活動を推進
する

⑨1-1
地域の知の拠点として、
豊田市等、地域の保健・
医療・福祉の向上に関
する公開講座を 2項目
企画、実施し、地域の
健康意識の醸成を図る。
⑨ -1-2
専門職向け研修会を 5
項目企画、実施する。
また、地域包括連携協
定に基づき形成したプ
ラットフォームと連携
し、豊田市の課題に取
り組む。
⑨ -1-3
教員の学会活動及び関
係省庁等での活動を促
進する。

⑨ -1-1
3 月 10 日（月）に公開講座「飲み込む
力でおいしく長生き」を実施し、21名の
参加があった。2024 年度は、計 2項目
の公開講座を企画、実施した。
⑨ -1-2
専門職向け研修会については、10月 5日
（土）に「看護に役立つポケットエコーを
使ってみよう」を実施し、11名の参加が
あった。11 月 7 日（土）に「心理的安
全性を高めて、最強の看護チームをつく
ろう」を実施し、94名の参加があった。
12月 14日（土）に「データを取りまと
めるために必要な統計学を学ぼう」を実
施し、52名の参加があった。3月8日（土）
に「研究成果の実践への活用（質的研究）」
を実施し、31名の参加があった。2024
年度は、計 5項目の専門職向け研修会を
企画、実施し、計291名の参加があった。
豊田 PFについては、計 12回の会議を開
催し、豊田市と他大学等の連携・協力体
制のもと12の課題に対応し取組みを行っ
た。豊田PFと豊田市地域スポーツ好循環
コンソーシアムとの統合が報告された。
⑨ -1-3
今年度新たに研究シーズ集を発行し関係
機関に周知した。教育研究成果を適切に
社会に還元できるようするため教員の学
会活動を促進するとともに、関係省庁及
び地方公共団体等の委員の依頼があれば
積極的に取り組めるよう許可をした。

達成

⑨ -2 現職看護師のスキルアップ
等のニーズを踏まえ、赤十
字機関とも連携しながら、
効果的な現任教育を推進す
る。

⑨ -2-1
現職看護師のスキルアップ等の
ニーズを踏まえ、赤十字機関と
も連携しながら、効果的な現任
教育を推進する。

（7）赤十字病院等
との連携強化

⑨ -2-1
・専門職向け研修会及び
履修証明プログラム等
を実施する。
・2024 年度中部ブロッ
ク赤十字セミナーを企
画・立案・実施する。

⑨ -2-1
・2024 年度は、専門職向け研修会を計 5
回実施し、計 291名の参加があった。
・2月 10日（月）に中部ブロック赤十字
病院セミナーを開催した。対面参加者は
18名、Zoom参加者は約100名であった。

達成

⑩ 大学運営・
財務

⑩ -1 理念・目的を実現し、大学
の機能を円滑かつ十分に発
揮するため、大学の運営に
関わる方針を明確にし、適
切な大学運営を行う。

経営会議

企画・地域
交流課

⑩ -1-1
大学の運営に関わる方針を明示
し、適切な大学運営を行う。
⑩ -1-2
人道の理念を基調とし、教育目
的を実現するため、大学の機能
を円滑かつ十分に発揮する。

⑩ -1-1
2024 年度事業計画に
則り適切に大学運営を
実施する。
⑩ -1-2
赤十字の「人道」を基
盤とし、国内外の保健・
医療・福祉・救護の分
野において指導性を発
揮し、さらに将来、看
護教育・研究の発展に
貢献できる人材を育成
する。また、大学の持
つ教育力・研究力を発
信するため、地域貢献
や産学連携、国際交流
を推し進める。

⑩ -1-1
経営会議において審議事項とし、上半期
の進捗状況を報告し、進捗状況を管理し
ている。
⑩ -1-2
本学の持つ教育力・研究力の発信につい
ては、公開講座、専門職向け研修会の他、
日赤愛知県支部との連携による日進市で
の 講 座 や 名 古 屋 市 栄 で の Siow Art 
Center Nagoya と連携し、講座や講演会
を実施した。

達成

⑩ -2 入学者の確保等により、必
要かつ十分な財務基盤を確
立する。

経理課
企画・地域
交流課

⑩ -2-1
学部及び大学院入学者の確保、
本学へのサポーターズ募金を始
めとする寄付の促進、私学助成
金の獲得及び科学研究費補助金
間接経費等、必要かつ十分な財
務基盤を確立する。
⑩ -2-2
既に設定された施設整備計画を
適正に執行するとともに、社会
環境の変化に関する情報を踏ま
えて計画を点検・評価し、見直
しを行う。
⑩ -2-3
財源を適正に評価して予算案を
策定し、基本金組入前当年度収
支差額の黒字化をめざして適正
に運用する。

⑩ -2-1
令和 7 年度、学部（定
員 120 名）及び大学院
（修士10名、博士 2名）
ともに適切な定員確保
に努める。
⑩ -2-2
施設設備整備計画を基
に、施設及び設備の整
備を適切に実施する。
また、整備後振り返り
を行い、今後の整備に
反映させるとともに、
必要な計画の見直しを
行う。
⑩ -2-3
適正な人件費支出や教
育及び管理経費等の効
率的な削減並びに私立
大学等経常費補助金の
適切な確保等により、
教育の質を落とすこと
なく、基本金組入前当
年度収支差額の黒字化
を図る。

⑩ -2-1
学部については、学校推薦型選抜にて 70
名の入学者を確保し、大学独自選抜特待
生プラスでは 63 名の入学者を確保し、
合計で 133名の入学者を確保した。大学
院修士課程では 4名、博士課程では 1名
の入学者を確保した。
⑩ -2-2
施設設備整備計画を基に、今年度予算化
された事業を適切に執行している。また、
次年度予算作成の段階で施設整備が適切
であったかの振り返りを行い、計画の見
直しを行っった。
⑩ -2-3
次年度の人件費について適正な人事配置
についての点検を行った。予算査定の段
階で教育及び管理経費等の効率的な削減
を実施している。私立大学等経常費補助
金等については経営会議での審議及び関
係者への情報提供により確保に努めてお
り、今年度新たな補助金を獲得した。

達成
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Ⅰ　年度事業計画

学園大目標
学園中目標

（第四次（2024～ 2028年度）
学園中期計画）

担当委員会 担当部署
本学の第四次（2024～ 2028年度） 本学の 2024年度

事業計画 2024年度の実施状況 年度末
の評価中期計画 重点事業

⑩ 大学運営・
財務

⑩ -3 法令及び自律的なガバナン
ス・コードを基本としてガ
バナンスの実効性を高め、
情報公開等により大学運営
の透明性を高める取り組み
を推進する。

経営会議

総務課

⑩ -3-1
ガバナンス・コードを基に、ガ
バナンスの実効性を高め、情報
公開等による大学運営の透明性
を高める取り組みを推進する。

⑩ -3-1
今年度に大学基準協会
の機関別認証評価を受
審し、その結果を基に、
ガバナンスの実効性を
はじめとした大学運営
や情報公開について見
直しを行う。

⑩ -3-1
大学基準協会の機関別認証評価を受審し、
その結果を基に、ガバナンスの実効性を
はじめとした大学運営や情報公開につい
て見直しを行った。 達成

⑩ -4 大学が位置するブロック内
の赤十字支部・病院等との
ネットワークを強化し、教
育活動や研究活動での協働
や人事交流を推進する。

総務課
学務課

⑩ -4-1
日本赤十字社中部ブロック内の
赤十字支部・病院等（赤十字の
教育共同体）とのネットワーク
を強化する。
⑩ -4-2
赤十字の教育共同体として、教
育活動や研究活動での協働や人
事交流を推進する。

（7）赤十字病院
等との連携強化

⑩ -4-1
中部ブロック看護部長
会に参画し教育・研究
活動に関する情報共有
を図る。
⑩ -4-2
愛知県内赤十字病院と
の教育・研究上の連携
を強化するため、本学
3 役と看護部長で構成
する「未来を語る会」
開催する。

⑩ -4-1
中部ブロック看護部長会に参画し教育・
研究活動に関する情報共有を行った。研
究シーズ集を作成したことを周知し研究
や研修面での連携強化を図った。
⑩ -4-2
愛知県内赤十字病院看護部長と本学 3役
とで「未来を語る会」を開催し、現状報
告や課題を共有した。

達成

⑩ -5 教育研究活動を支援しそれ
を維持・向上させるため、
適切な支援組織を整備す
る。

図書館
学務課
経理課

⑩ -5-1
学術情報センター・図書館は、
教育研究活動の活性化に向け、
大学全体の自立的な学術活動を
維持・向上させるための方針を
示す。
⑩ -5-2
学術情報センター・図書館は、
科学研究費補助金等の外部研究
資金獲得に向けた研究支援の業
務を集約化するなど、関連する
支援組織を整備し、不断の見直
しを進める。

⑩ -5-1
教授会規程に定められ
ている研究推進・紀要
委員会を学術情報セン
ター・図書館の下部組
織と位置づけ、その役
割を確認して内部規程
を整備し運用する。
⑩ -5-2
研究支援の業務集約化
を念頭に関連する支援
組織である研究推進・
紀要委員会と連携し、
組織的な研究支援体制
の整備について検討を
進める。

⑩ -5-1
2024 年 4 月より学術情報センター・図
書館規定を施行することで研究推進・紀
要委員会を学術情報センター・図書館の
下に置くこととし、研究推進及び紀要刊
行業務を遂行した。
⑩ -5-2
研究推進・紀要委員会と連携をし研究推
進ワークショップの開催や科研費関連の
図書の紹介などを行った。（実際にワーク
ショップ参加者が科研費に採択されるな
ど）、外部研究資金獲得に貢献した。

達成

⑩ -6 学生及び教職員等の構成員
が、学長の方針、中・長期
の計画や経営情報を理解で
きるよう、積極的に周知し
共有する。

企画・地域
交流課
総務課

⑩ -6-1
学生及び教職員等の構成員が、
学長の方針、中・長期の計画や
経営情報を理解できるよう、積
極的に周知し共有する。

⑩ -6-1
半期ごとに経営会議及
び教授会席上において、
事業進捗報告及び事業
達成内容の確認を行う
とともに、経営状態を
理解しやすい形で報告
する。また、教員会議
においては事業達成内
容や経営状況を報告し
大学の近況について情
報共有を図る。

⑩ -6-1
10 月の経営会議、教授会および教員会議
において、事業計画の進捗状況を報告し
た。また、10月の経営会議において、収
支改善計画の進捗状況を報告した。

達成

⑩ -7 ハラスメントや健康管理へ
の対策を講じ、ワーク・ラ
イフ・バランスやダイバー
シティ等に配慮した、安心・
安全な職場環境を整備す
る。

総務課
経理課

⑩ -7-1
日本赤十字学園ハラスメント防
止規程に基づき、ハラスメント
防止・対応のための体制と事業
について点検・評価し、安心・
安全な職場環境を整備する。
⑩ -7-2
健康管理への対策を講じ、ワー
ク・ライフ・バランスやダイバー
シティ等に配慮した、安心・安
全な職場環境を整備する。

⑩ -7-1
ハラスメント防止パン
フレットを作成し、本
学の体制を周知すると
ともに、ハラスメント
に起因する問題が発生
した場合には適切に対
応する。また、ハラス
メント防止研修会を開
催し、ハラスメント発
生防止に努める。
⑩ -7-2
健康診断とストレス
チェックを 7 月～ 10
月の間に実施し、教職
員自身の心身の状況観
察を行うとともに、問
題があれば受診又は相
談を促す。

⑩ -7-1
ハラスメント防止パンフレットの作成・
配布及びハラスメント防止研修会を実施
した。次年度も同様に実施する。
⑩ -7-2
健康診断及びストレスチェックを計画通
り実施した。

達成

⑩ -8 建物のメンテナンスや大型
設備の交換等の時期及び必
要経費に関する長期計画を
策定し、毎年度計画を点検
しながら維持修繕や更新を
実施する。また、必要な資
金を計画的に積み立て、適
切な水準を維持する。

経理課

⑩ -8-1
建物及び建物付帯設備等におけ
る中期的・長期的な修繕・更新
計画について、社会環境の変化
に対応して点検・評価し、適正・
適切に学内環境を継続的に整備
する。

⑩ -8-1
中長期的な建物及び設
備等の修繕及び更新計
画に則り、今年度の事
業の優先順位を確定し
実施することで、良好
な学内環境を維持する。

⑩ -8-1
中長期的な建物及び設備等の修繕及び更
新計画に則り、今年度予算化されている
事業について執行した。次年度予算作成
の段階で経営状況を鑑み、計画の優先順
位を見直し予算化し、良好な学内環境を
維持している。

達成
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Ⅱ　組織・運営

1．2024年度　教員一覧
職位 氏名 任期

学長 教　授 百　瀬　由美子 2024年 4月 1日～ 2028年 3月 31日
学部長 教　授 山　田　聡　子 2024年 4月 1日～ 2026年 3月 31日
研究科長 教　授 長谷川　喜代美 2024年 4月 1日～ 2026年 3月 31日

学術情報センター・図書館長 特任教授 下　間　正　隆 2024年 4月 1日～ 2025年 3月 31日
ヘルスプロモーションセンター長 教　授 東　野　督　子 2023年４月 1日～ 2025年 3月 31日

Ⅱ　組織・運営

【看護学部】
領域 職位 氏名

一 般 教 養 准教授 鈴　木　寿　摩
准教授 松　崎　久　美

専 門 基 礎
特任教授 下　間　正　隆
教　授 森　田　一　三
助　教 高　見　精一郎

専
門

基礎看護学

教　授 山　田　聡　子
准教授 巻　野　雄　介
講　師 竹　内　貴　子
講　師 近　藤　絵　美
講　師 大　西　幸　恵
助　手 高　下　　　翔
助　手 福　岡　友理恵
助　手 山　中　大　輔

看護管理学 教　授 南　谷　志　野
助　教 下久保　亮　太

成人看護学

教　授 東　野　督　子
教　授 カルデナス暁東
准教授 石　黒　千映子
准教授 栩　川　綾　子
講　師 渡　邉　直　美
助　教 田　口　栄　子
助　教 谷　口　純　平
助　教 石　田　　　咲
助　手 石　原　佳代子

災害看護学
准教授 中　島　佳緒里
准教授 藤　井　愛　海
講　師 長　尾　佳世子

老年看護学

教　授 小　林　尚　司
准教授 清　水　みどり
准教授 天　木　伸　子
助　教 近　藤　香　苗
助　教 段　　　暁　楠

在宅看護学
准教授 深　谷　由　美
講　師 武　田　智　美
助　手 宝　木　百　代

母性看護学

教　授 野　口　眞　弓
准教授 岡　津　愛　子
講　師 千　葉　朝　子
助　手 草　深　真　菜

小児看護学

教　授 岡　田　摩　理
准教授 神　道　那　実
講　師 遠　藤　幸　子
講　師 神　谷　美　帆
助　手 鳥　居　賀乃子

精神看護学
准教授 原　田　真　澄
助　教 飯　田　大　輔
助　教 山　本　壮　則

公衆衛生看護学
教　授 長谷川　喜代美
准教授 清　水　美代子
講　師 大　森　美　保

キャリア支援室 特命教授 伊　藤　明　子

【大学院　修士課程】
領域・分野 職位 氏名

専
門
科
目

基
盤
育
成
看
護
学

看護管理学 教　授 南　谷　志　野

看護教育・技術学
教　授 山　田　聡　子
准教授 巻　野　雄　介

ケ
ア
創
生
看
護
学

成人看護学

教　授 東　野　督　子
教　授 カルデナス暁東
准教授 石　黒　千映子
准教授 栩　川　綾　子

母性看護学
教　授 野　口　眞　弓
准教授 岡　津　愛　子

小児看護学
教　授 岡　田　摩　理
准教授 神　道　那　実

地
域
共
生
看
護
学

老年・在宅看護学

教　授 百　瀬　由美子
教　授 小　林　尚　司
准教授 清　水　みどり
准教授 天　木　伸　子
准教授 深　谷　由　美

精神看護学 准教授 原　田　真　澄

地域看護学
教　授 長谷川　喜代美
教　授 森　田　一　三
准教授 清　水　美代子

災害看護学
准教授 中　島　佳緒里
准教授 藤　井　愛　海
講　師 長　尾　佳世子

共通科目 特任教授 下　間　正　隆

【大学院　博士後期課程】
職位 氏名

教授（学長） 百 　 瀬 　 由 美 子
教授（研究科長） 長 谷 川 　 喜 代 美

教　授 山 　 田 　 聡 　 子
教　授 野 　 口 　 眞 　 弓
教　授 岡 　 田 　 摩 　 理
教　授 東 　 野 　 督 　 子
教　授 森 　 田 　 一 　 三
教　授 カ ル デ ナ ス 暁 東
教　授 小 　 林 　 尚 　 司

2024年 5月 1日現在
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Ⅱ　組織・運営

2．2024年度　職員一覧
【事務局】

職名 氏名
事務局長 小　林　　　寿
　　参事 古　田　昌　明
学務課長 夏　目　美　和
　　係長 鳥　居　貴　代
　　係長 木　村　美　希
　　主事 渡　辺　達　郎
　　主事 松　原　なつほ
　　一般（契約） 三　木　幸　子
　　一般（契約） 水　野　花奈子
総務課長 加　藤　信　子
　　係長 佐　藤　　　遼
　　係長 谷　川　　　歩
　　主事 澤　村　瑛　美
経理課長（兼） 加　藤　信　子
　　係長 田　内　真由美
　　係長 櫛　田　堅　二
　　主事 洞　口　詩織里
　　一般（契約） 島　田　江里子
　　一般（契約） 岩　田　高　人
企画・地域交流課長 中　島　伸　一
　　係長 中　根　春　波
　　係長 芝　口　太　一
　　主事 寺　本　庄　吾

情報ネットワーク支援室　係長 岡　本　和　男

【学術情報センター・図書館】

職名 氏名
学術情報センター・図書館長 下　間　正　隆

図書館課長（兼） 古　田　昌　明
　　　司書 村　瀬　悠香代
　　　司書（嘱託） 水　野　真理子
　　　一般（パートタイマー） 池　上　健　二
　　　司書（契約） 高　橋　美　帆
　　　司書（契約） 柿　﨑　直　美
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3．運営組織

運営組織図
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Ⅱ　組織・運営

4．内部質保証
1）今年度の取り組み
大学は学校教育法に基づいて 7年に 1回、文部科学大臣の認証を受けた評価機関による第三者評価（認証評価）
を受けることが義務付けられている。本学はこの法令順守のために今年、大学基準協会の認証評価を受けた。第 1
クールの認証評価では、内部質保証の体制整備が評価基準とされていたが、近年の認証評価では、特に内部質保
証の実質化が重要視されている。本学においても、教学マネジメントを踏まえて作成された大学評価体制図、内
部質保証システム体系図を基に、昨年度、適切な実質化に向けた内部質保証推進規程及び推進要綱を作成し、
PDCAサイクルの良好な循環に努めてきた。その中で、2021 年度には「アセスメントプラン（学習成果の把握に
関する方針）」を策定し、2022 年度にはそれに即した指標に基づく「自己点検評価シート」を作成し、今年度（2023
年度）これを用いた検証を実施した。しかしながら、このプロセスにおいて最高議決機関である経営会議の位置
づけや教育の質保証委員会との連携が不明確であることが判明し、次年度は体制図等の見直しを行う必要がある。

（1）認証評価結果
今年度、大学基準協会による認証評価を受審し、大学基準に「適合」していると認定された。認定期間は、
2025 年 4 月 1 日から 2032 年 3 月 31 日まである。赤十字の理念に基づく建学の精神を主軸に国内外で活躍できる
実践力をもった看護専門職の育成と看護学の発展に寄与する活動について、第 3次中期計画に基づき計画を立案
し、積極的かつ継続的に推進していると評価された。理念・目的から教育課程、学生支援、社会貢献、及び大学
運営に至るすべての基準において良好であるとの評定であった。特に、本学の特徴である赤十字関連の資料の蓄
積とそれらの教育・研究への活用に関しては極めて良好であるとの高い評価を得た。

（2）第 4次中期計画（2024～ 2028年度）における2024（令和 6）年度目標の達成状況
内部質保証を推進し、半期ごとに教育の質保証委員会で目標達成に向けた進捗状況を、また年度末の第 12 回委
員会で達成状況を確認した。
アセスメントプランに基づき学習成果等のデータを踏まえ、建学の精神、理念・目的とAP・CP・DPとの連関
について点検し整合性があることを確認した。カリキュラムについては、検討プロジェクトにおいて、DPの見直
しについて全教職員を対象にした FD研修会を開催し、新カリキュラムのDPの検討を開始した。FD・SDにつ
いては、教育力、研究力ごとにレベル分類を見直し、次年度の研修プログラム構成に生かすこととした。

（3）学修ポートフォリオの活用
今年度より eポートフォリオを導入しメソフィア上で学習進度や修得状況の確認ができるようにした。これを
もとにチューターと学習方法、履修計画について相談することができ、学生が主体的に学修を進められる姿勢が
身につき、実習開始時期や卒業時までに身につけるべき能力を効果的に修得できることが期待される。活用方法
について、学生、教員への説明を丁寧に行い、年度末には利用状況に関するアンケート調査を実施した。学習成
果の可視化、振り返りに役立っているとの評価が得られた。

2）次年度に向けての課題
今年度受審した大学基準協会による機関別認証評価結果で見直しが望まれるとされた内部質保証の推進に責任
を負う会議体としての経営会議の位置づけや、教育の質保証委員会等との関係性等を中心に、大学評価体制図、
内部質保証システム体系図、及び内部質保証推進規程を見直し、改善する必要がある。また、eポートフォリオの
運用についても評価し、必要に応じて改善に取り組む。
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3）評価体制図
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4）内部質保証システム体系図

14



Ⅱ　組織・運営

5．大学運営
1）今年度の取り組み
学校法人日本赤十字学園第 4次中期計画（2024 ～ 2028 年度）の初年度であり、10 項目の重点事業を策定し、

実施した。特に大学の質の保証に関わる重要事項である外部評価機構による認証評価を受審し、教育、研究、社
会貢献、及び大学運営のすべてにおいて良好な評価によりの認証を受けることができたことは特筆すべきことで
ある。また、入試改革検討プロジェクトと卒後キャリア形成支援プロジェクトを設置し、入学者の安定的確保の
ための検討と赤十字病院等との連携強化に向けた具体的取り組みを開始した。財源確保のための取り組みとして
は文部科学省の「少子化時代を支える新たな私立大学等の経営改革支援」事業に申請し、採択された。

（1）機関別認証評価結果について
前述（4．内部質保証）の通り、自己点検評価報告書及び 2日間にわたる実施踏査の結果「適合」判定を受ける
ことができた。

（2）入学者確保の取り組みについて
18 歳人口の減少と愛知県内に看護学教育課程を有する大学の増加に伴い、本学への志願者、受験者数が減少傾
向にあることから入学者の確保は喫緊の課題と捉え、課題分析と対応を検討するための入試改革検討プロジェク
トを設置した。近年の入学者選抜時期の早期化傾向や入試種別の多様化等を踏まえ、令和 9年度入学者選抜試験
より総合型選抜を実施することを決定し周知した。選抜方法の詳細は今後、本プロジェクトでさらに検討を重ね
ることとしている。

（3）赤十字病院との連携化について
学内での講義、臨床講義及び臨地実習指導等の従来から受けている支援に加え、赤十字病院への就職者を増加
させるために中部ブロック各病院の協力を得て、7月に本学での病院説明会を開催した。また、赤十字病院副院長
兼看護部長経験者をキャリア支援室長に迎え、赤十字看護活動の実際に関する授業、講演等を実施するとともに、
就職試験対応を強化した。さらに、卒業生の職場の定着、キャリア形成を支援するための対策を検討するために
卒後キャリア形成支援プロジェクトを設置し、課題分析のため中部ブロック赤十字病院の卒業生、看護部から情
報収集を開始した。

（4）国際交流の拡充
タイ赤十字看護大学に加え、韓国中央大学に設置されている赤十字看護学部との協定を締結し、次年度から学
生の相互派遣を実施することとした。さらにスウェーデン赤十字看護大学との協定締結に向けて国際交流委員を
次年度派遣することとし、準備を進めた。また、赤十字 6大学共同による、スイス・イタリア研修の令和 8年度
実施に向けて、学園の国際交流員会で調整を開始した。

（5）助成金の獲得
令和 6年度私立大学等改革総合支援事業については、タイプ 1（「Society5.0」の実現等に向けた特色ある教育の
展開）とタイプ 3（地域社会の発展への貢献）を申請し、タイプ 1のみ選定された。また、今年新たに予算化され
た文部科学省の「少子化時代を支える新たな私立大学等の経営改革支援」事業に申請し、採択された。本事業は、
少子化を乗り越えるレジリエントな私立大学等への構造転換を図るため、日本の未来を支える人材育成を担い、
付加価値を創出する新たな私立大学等のあり方を提起し、将来を見据えたチャレンジや経営判断を自ら行う経営
改革の実現を図るとともに、その知見やノウハウの普及・展開を図る取組について、令和 10 年度まで継続的に支
援されることとなっている。

2）次年度に向けての課題
入学者確保に向けて、年内に可能な限り入学者を確保するための戦略として、指定校を増やすこと、令和 9年
度入試から導入する総合型入試選抜方法の検討を行う。卒後キャリア形成支援プロジェクトを中心に赤十字病院
との連携強化を具現化する。文部科学省の助成事業を円滑に推進する。
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3）大学運営委員会組織および委員一覧

委員会名 備　　考 委員長 委員

経営会議 学長 学部長、研究科長、事務局長、学術情報センター・図書館長、ヘルスプロモーショ
ンセンター長、IR室長、参事

人事委員会
（人事委員会） 学長 学部長、研究科長、学術情報センター・図書館長、事務局長
教育職勤務評価
委員会 学部長 研究科長、事務局長、学術情報センター・図書館長

倫理委員会 学長 学部長、研究科長、事務局長、総務課長

教育の質
保証委員会

（教育の質保証
委員会） 学長

学部長、研究科長、事務局長、学術情報センター・図書館長、教務委員会委員長、
大学院教務・学生委員会委員長、自己点検・評価委員会委員長、FD・SD委員
会委員長、参事、総務課長、学務課長

自己点検・評価
委員会 山田教授 小林（尚）教授、長谷川教授、藤井准教授

FD・SD委員会 岡田教授 事務局長、東野教授、大西講師
職業実践力育成
プログラム検討

会議
研究科長

学部長、大学院・教務学生委員会委員長、林 眞千子（豊田厚生病院）、黒田直
美（トヨタ記念病院）、秋江百合子（日本赤十字社愛知医療センター名古屋第
一病院）、磯和秀子（刈谷豊田総合病院）

教育改善学生
委員会 学長 学部長、研究科長、看護学部生各学年２名、修士・博士課程学生各１名

研究倫理審査委員会 長谷川教授 森田教授、山田教授、南谷教授、東野教授、カルデナス教授、小林（尚）教授、
岡田教授、稲垣委員、児玉委員、古田昌明

利益相反管理委員会 学長 学部長、研究科長、学術情報センター・図書館長、ヘルスプロモーションセンター
長、総務課長

災害対策委員会 藤井准教授 中島准教授、天木准教授、長尾講師、飯田助教、総務課
学修ポートフォリオプロジェクト 長谷川教授 小林（尚）教授、岡田教授、原田准教授、学務課長
カリキュラム検討プロジェクト 山田教授 南谷教授、カルデナス教授、岡田教授、長谷川教授、巻野准教授、藤井准教授

卒後キャリア支援形成プロジェクト 伊藤教授 南谷教授、神道准教授、藤井准教授、山田教授（オブザーバー）、岡田教授（オ
ブザーバー）、学務課長、学務課

入試制度改革プロジェクト 森田教授 カルデナス教授、中島准教授、山田教授（オブザーバー）、事務局長、参事、企
画・地域交流課、経理課
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4）大学運営関係委員会 2024年度活動報告
（1）経営会議

活動目的

1）本学の中期計画及び毎年度の事業計画に関すること
2）教育研究組織の適切性の評価に関すること
3）本学職員の人事・服務管理等の方針に関すること
4）本学が定める重要な規程の制定又は改廃に関すること
5）予算の作成及び執行並びに決算に関する重要な事項
6）本学の財産に関する重要な事項
7）教授会及び研究科委員会の審議等に付される重要な事項
8）その他本学の経営に関する重要な事項（経営に影響する場合は、教育研究に関するものを含む）

構成員
委員長：百瀬由美子
委　員：山田聡子、長谷川喜代美、下間正隆、小林寿、東野督子、森田一三、古田昌明
事務局：企画・地域交流課　中島伸一、中根春波

開催回数 12回

活動概要

経営会議にて、以下の事項を審議した。
第１回　（1）ホームページ等リニューアルにかかる概要

（2）嘱託、臨時職員及びパートタイマー就業規則の改正について
（3）組織分掌規程の改正について

第２回　（1）内部質保証推進要綱の改正について
（2）令和 6年度事業計画について
（3）ホームページ等リニューアルにかかる概要

第３回　（1）経常費補助金「少子化時代を支える新たな私立大学等の経営改革支援」の公募について
（2）ふるさと納税を活用した大学支援の参画について
（3）一般選抜入学検定料の割引について
（4）本学教員の研究シーズ集作成について
（5）教育環境基盤（LMS・CMS）の整備について
（6）ホームページ等リニューアルにかかるキーワード選定について
（7）共通テスト利用選抜（赤十字6看護大学連携併願）の出願期間・合格発表日等について

第４回　（1）令和 6年度図書館棟修繕工事計画について
第５回　（1）日本私立看護系大学協会助成金

「ポストコロナにおける看護学教育推進事業」について
（2）経常費補助金　改革総合支援事業について
（3）経常費補助金　経営改革支援補助金「少子化時代を支える新たな私立大学等の経営改革支援」について
　①入学定員について
　②事業計画について
　③外部資金の獲得にむけた計画について
（4）2025年度（令和 7年度）予算編成について
　①2025年度（令和 7年度）計画について
　②2025年度（令和 7年度）予算編成にかかるスケジュール
（5）教員資格審査基準規程の改正について

第６回　（1）「大学評価結果（分科会案）」質問への回答について
（2）能登半島地震のボランティア募集について
（3）私立大学等経常費補助金　特別補助にかかる新たな取り組みについて
（4）豊田市ふるさと納税について

第７回　（1）第四次中期計画（2024年度事業計画）の上半期進捗状況について
（2）私立大学等経常費補助金　改革総合支援事業について
（3）私立大学等経常費補助金　特別補助にかかる新たな取り組みについて
（4）韓国中央大学とのMOU締結について

第８回　（1）日本赤十字豊田看護大学 学生規程の改正について
（2）スウェーデン赤十字看護大学との交流について
（3） サーバー群及びセンタースイッチ類の更新整備について（令和 7年度）および基幹ネットワークならびに

Wi-Fi 環境の更新整備（令和7年度）
（4）令和 7年度新規事業一覧について
（5）総合型選抜の導入について
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Ⅱ　組織・運営

活動概要

第９回　（1）令和 7年度（2025年度）事業計画（案）について
（2）令和 7年度予算について
（3）公開講座及び研修会の受講料に関する要綱の改正について
（4）教務補佐員取扱規程の改正について
（5）ティーチング・アシスタント取扱規程の改正について
（6）リサーチ・アシスタント取扱規程の改正について
（7）委員会構成案について

第10回　（1）名誉教授規程の改正について
（2）学生納付金規程の改正について
　（大学院）学生納付金規程の改正について
　（大学院）入学料又は授業料等減額、免除、徴収猶予及び還付の取り扱いに関する規程
（3）学生規程の改正について
（4）令和 7年度年間スケジュール及び主要会議一覧表について

第11回　（1）ストレスチェック制度実施規程の制定について
（2）愛知県内出張旅費に関する内規の改正について
（3）学生納付金規程の改正について
（4）令和 7年度予算の修正について
（5）外部資金計画の策定について

第12回　（1）外部資金計画について
（2）日本赤十字豊田看護大学　研究データ管理・公開ポリシー（案）について
（3）日本赤十字豊田看護大学 情報環境整備に関する方針（案）について
（4）令和 6年度事業計画にかかる年度実施状況の報告
（5）令和 6年度ガバナンス・コードに係る点検および点検結果の公表について
（6）日本赤十字豊田看護大学ガバナンス・コードの改訂について
（7）大学職員就業規則の改正について
（8）再雇用者職員就業規則の改正について
（9）組織分掌規程の改正について
（10）就職にかかる学長推薦に関する規程の制定について
（11）研究倫理審査委員会規程の改正について
（12）国の修学支援制度対象者に対する授業料等納入猶予について
（13）令和 6年度公的研究費不正防止計画について
（14） 日本赤十字豊田看護大学における公的研究費の不正使用防止に関するコンプライアンス教育及び啓発活動

計画

次年度の
課題　

1）第 4次中期計画の2025年度事業計画が順調に進むよう進捗管理を行う。
2）赤字予算の解消に向けて、私学助成金、科学研究費の間接経費、寄付等の獲得の増額をはじめとする経営改善計画を
実行する。

3）看護学部及び看護学研究科の定員を確保する。
4）より質の高い入学生を安定的に確保するため、令和9年度入試から導入する総合型選抜において選抜方法を確定する。
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Ⅱ　組織・運営

（2）人事委員会

活動目的

1）教員等の採用、昇任、任期、解雇、懲戒等に関する事項
2）当事者の意に反する降任、配置換、兼務、休職に関する事項
3）任期終了時における業績評価及び再任可否に関する事項
4）任期終了時の処遇に関する事項
5）前各号に規定するもののほか、学長の指示に基づきその権限に属する事項

構成員
委員長：百瀬由美子
委　員：山田聡子、長谷川喜代美、下間正隆、小林寿
事務局：総務課 加藤信子、谷川歩

委員会
開催回数

12回

活動概要

以下の事項を審議した。
1）退職等に伴う公募について（4件）
　基礎看護学領域、看護管理学領域、在宅看護学領域、精神看護学領域
2）「教員の任期に関する規程」に基づく面接等手続きについて
3）教員の昇任について
　基礎看護学領域2名、成人看護学領域1名、老年看護学領域1名、
　小児看護学領域1名、精神看護学領域1名

次年度の
課題

1）教員定数と教員組織編成の検討
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Ⅱ　組織・運営

（3）教育の質保証委員会

活動目的

1）人材育成目標及び教育プログラム編成の基本的事項に関すること
2）教職員の資質・能力の向上と開発の基本的事項に関すること
3）中長期計画及び年度計画、自己点検・評価に関すること
4）カリキュラム検討及び改正に関すること
5）職業実践力育成プログラム検討に関すること
6）教育改善に関すること
7）その他全学的な教学マネジメント及び内部質保証に関すること

構成員

委員長：百瀬由美子
委　員：山田聡子、長谷川喜代美、下間正隆、小林尚司、岡田摩理、カルデナス暁東
　　　　小林寿、古田昌明、加藤信子、夏目美和
事務局：学務課 夏目美和

委員会
開催回数

12回

活動概要

以下の事項を審議した。
第１回　大学院博士後期課程学生に対するプレ FDの実施又は情報提供について

数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度の申請について
授業評価アンケートに関する評価委員について  

第２回　日本赤十字豊田看護大学内部質保証推進要綱の一部改正について
第３回　令和6年度自己点検評価シート「目標・計画」について

令和5年度共同看護学専攻自己点検・評価（最終評価）進捗状況報告書について
第４回　アセスメントプランにおける機関レベルおよび教育課程レベルの評価について

学部の学授業評価アンケートの実施方法について
環境改善プロジェクトからの意見について
LMS／ CMS導入に係る検討事項について

第５回　アセスメントプランにおける機関レベル・教育課程レベルの評価について
学修成果に関する調査結果の活用について
卒業生アンケート結果の公表について
教育改善学生員会からの意見に対する対応状況について

第６回　後期以降の授業に関する学生の自由意見の聴取およびフィードバックの運用方法について
電子教科書の課題解消に向けた進捗について
「大学評価結果（分科会案）」からの質問に対する回答について

第７回　2024年度事業計画上半期の進捗状況について　
看護学部新カリキュラムの開始年度について
令和6年度教育の質に係る客観的指標調査について　
令和6年度私立大学等改革総合支援事業について　
CMSの導入について　

第８回　 第20回アジア競技大会・第５回アジアパラ競技大会のボランティア参加について全面的に協力することが決定
された。
今年度のキャンパスライフアンケート実施計画

第９回　日本赤十字豊田看護大学学生留学規程について
JABNEの専門分野別評価受審年度について
2024年度年報の作成スケジュールについて
2024年度GTECの受検について
2025年度教育の質保証委員会委員について
2025年度事業計画案について

第10回　日本赤十字豊田看護大学学生留学規程について
LMSの導入について

第11回　キャンパスライフアンケートの質問項目内容について
大学評価（認証評価）結果（委員会案）の修正依頼箇所について
大学評価（認証評価）結果にかかる今後の対応について
アジア・アジアパラ競技大会 ボランティア参加者への対応について
令和6年度教育の質保証委員会活動報告について

第12回　 2024 年卒業生・修了生就職先調査、看護学部卒業生・大学院看護学研究科修士課程修了生アンケート調査につ
いて
赤十字マイスター制度について
アセスメントプランにおける機関レベル評価について
令和6年度事業計画の年度末の評価について
大学院アドミッションポリシーの見直しについて
令和6年度教育の質保証委員会活動報告について
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Ⅱ　組織・運営

活動概要

【決定事項】
1）日本赤十字豊田看護大学内部質保証推進要綱の一部改正について
日本赤十字豊田看護大学内部質保証推進要綱の一部改正を決定した。
2）教育改善学生員会からの意見に対する対応状況について
教育改善学生委員会からの意見に対して改善状況を報告することを決定した。
3）後期以降の授業に関する学生の自由意見の聴取およびフィードバックの運用方法について　
自由意見の聴取方法を無記名式から記名式へ変更すること、およびフィードバックの運用方法を決定した。
4）看護学部新カリキュラムの開始年度について
看護学部新カリキュラム開始年度を令和9年度とすることを決定した。
5）今年度のキャンパスライフアンケート実施計画
回答率の向上を図るため実施時期を年度末に変更することを決定した。
6）JABNEの専門分野別評価受審年度について
R9年度に受審することを決定した。
7）2024年度GTECの受検について
令和6年度後期から全学年に向けGTEC Academic の受講を勧めることが決定した。
8）LMSの導入について
Moodle の導入を決定した。
9）アジア・アジアパラ競技大会 ボランティア参加者への対応について
アジア・アジアパラ競技大会 ボランティア参加者への配慮内容を決定した。

次年度の
課題

1）教育の質保証に関する自己点検・評価の継続および改善・向上に向けた実効性のある点検・評価活動の検討。
2）看護学教育モデル・コア・カリキュラム改定に沿ったカリキュラム策定。
3）LMS（学習管理システム）およびCMS（コンテンツ管理システム）の効果的な活用方法の検討。
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Ⅱ　組織・運営

（4）自己点検・評価委員会

活動目的

1）教育、研究に関する事項
2）施設、設備に関する事項
3）文部科学大臣の認証を受けた評価機構の受審に関する事項
4）評価結果の公表及び改善に関する事項
5）その他学長が必要と認める事項

構成員
委員長：山田聡子
委　員：長谷川喜代美、小林尚司、藤井愛海
事務局：総務課 加藤信子、佐藤遼

委員会
開催回数

10回

活動概要

1）教育、研究に関する事項
（1）令和 5年度に整備した内部質保証実施要綱に基づき、自己点検評価シートによる自己点検を実施した。
（2）2025年 2月にキャンパスライフアンケートをMicrosoft forms で実施した。なお、アンケート内容については、学
部・大学院ともにより学生の意見を反映した内容にするために、担当の委員会にて検討を依頼・修正し、自己点検・評
価委員会にて審議し、教育の質保証委員会の審議を経て修正した内容でアンケートを行った。
 メソフィア配信、学内ポスター掲示及び講義時の呼びかけを実施し、昨年に比べアンケート回収率が増加した（48.28％→
51.86％）。
2）施設、設備に関する事項
該当事項なし。
3）文部科学大臣の認証を受けた評価機構の受審に関する事項
大学基準協会による機関別認証評価を受審した。2023年度末に提出した点検・評価報告書等をもとに、10月 7日・8
日の 2日間で実地調査が行われた。3月末に認証評価結果が届き、2025年 4月から 2032年 3月までの適合判定を得た。
4）評価結果の公表及び改善に関する事項
機関別認証評価の結果については、大学基準協会から公表の手続き案内が届き次第本学ホームページにて公表する。今
回の認証評価では、「是正勧告」及び「改善課題」はなかったが、内部質保証の仕組み等について「改善を期待する」との
指摘があったため、2025年度に改善を進めることとする。
発刊した 2023年度年報を赤十字関係施設及び実習施設等へ 8月初旬に送付した。2024年度年報については 7月発刊

（納品）を目標として作成スケジュールをたて、2025年 1月に各委員会委員長・各担当部署あてに原稿を依頼した。
5）その他学長が必要と認める事項
該当事項なし。

次年度の
課題

1） 機関別認証評価受審の結果、適合判定となったが、内部質保証推進に関わる組織間の連携関係について経営会議と共
に再検討する。

2）専門分野別認証評価の受審に向けた自己点検評価実施計画の立案及び実施をする。
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Ⅱ　組織・運営

（5）FD・SD委員会

活動目的
1）FD（ファカルティディベロップメント）に関する事項
2）SD（スタッフディベロップメント）に関する事項
3）その他学長が必要と認める事項

構成員
委員長：岡田摩理
委　員：東野督子、大西幸恵、小林寿
事務局：総務課 加藤信子、谷川歩

委員会
開催回数

9回

活動概要

1）2024年度活動方針について
2024年度は教育の質向上を目指す FD・SD研修を中心とすることを活動方針として委員会活動を行った。
実施前に参加予定者からのニーズを把握し、9月に助手、助教、講師を対象として実習教育についてのワークショップ
を実施した。また、新たにキャリア支援室長によるキャリア支援に関する研修を実施した。
2）研修参加状況の確認方法について
FD・SD委員会から都度案内する他団体等の研修については、半期ごと（9月・3月）に Forms で研修参加状況を確認

する運用に変更した。
3）FD・SDマップの見直しについて
次年度に向けて FD・SDマップの見直しを行い、教育力・研究力・マネジメント力それぞれのレベルの目標、到達目標
を新たに設定し、レベルにあわせて研修を配置した。令和7年度から運用する。
4）研修実施・参加状況ついて
下表のとおり。

No
区分
（FD・
SD）

研修テーマ 開催日
対
象
人
数

参
加
人
数

参加率 対象
大
学
主
催

1 FD・
SD

新入教職員オリエンテーション 2024年 4月 1日（月） 11 11 100％ 新入教職員 〇

2 FD・
SD

情報セキュリティ・リテラシー①
「Teams でのチーム運用・作成にお
ける注意」

2024年 5月 29日（水）73 73 100％ 教職員 〇

3 FD 「次世代育成力」の強化を目指す令和
6年度看護系大学教員向けレベル別
FD研修プログラム
レベルⅤ研修：組織全体の次世代育
成力を強化する FD改革
（千葉大学大学院看護学研究院附属看
護実践教育・研究・共創センター）

2024 年 6月～ 2025 年
2月

51 6 11.8％ 教員
（うち2名は受
講希望者を募
り、大学から
推薦した者）

4 FD・
SD

2024 年度社員総会付帯事業講演会
「大学間連携による新しい教育プログ
ラム実施に向けての具体的な課題 　
～山口大学・山口県立大学・山口学
芸大学の 3大学で進める取り組み事
例～」（日本私立看護系大学協会）

2024年 7月～ 10月 73 20 27.4％ 教職員

5 FD 看護系大学教員向けレベル別 FD研
修プログラム　レベルⅢ研修（千葉
大学大学院看護学研究院附属看護実
践教育・研究・共創センター）

2024 年 8月～ 2025 年
2月

51 3 5.9％ 教員

6 FD・
SD

新任教員向け研修会「大学教育とは」
の開催について（日本私立看護系大
学協会）

2024年 8月 4日（日） 73 10 13.7％ 教職員

7 FD 研究推進ワークショップ 2024年 8月 9日（金） 51 3 5.8％ 教員

8 FD・
SD

第 2 回 JABNE 研修交流集会（一般
財団法人日本看護学教育評価機構
（JABNE））

2024年 8月 22日（木）73 10 13.7％ 教職員

9 FD 教育に関するワークショップ～より
よい実習指導に向けて、学生への対
応を皆で考えよう～

2024年 9月 4日（水） 51 18 35.3％ 教員 〇
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Ⅱ　組織・運営

活動概要

No
区分
（FD・
SD）

研修テーマ 開催日
対
象
人
数

参
加
人
数

参加率 対象
大
学
主
催

10 FD 研究セミナー「EBNリサーチエビデ
ンスをどう実践に活かすか」の開催
について（日本私立看護系大学協会）

2024年 9月 7日（土） 51 16 31.4％ 教員

11 FD TA・教務補佐員研修 2024年 9月 9日（月）
※ リアルタイム＋オンデ
マンド配信

8 8 100％ TA・教務補佐 〇

12 SD 「豊田 PF 参画大学等における社会連
携・社会貢献の取り組みについて」
「豊田 PF 参画大学等における生涯学
習の取り組みについて」

2024年 9月 17日（火）73 20 27.4％ 教職員

13 FD・
SD

コロナの感染対策＠2024秋 2024年 9月 26日（木）73 71 97.3％ 教職員 〇

14 FD・
SD

大学院特別講演会
地域共生社会と地域包括ケアについ
て

2024年10月21日（月）98 38 38.8％ 教職員
大学院生

〇

15 FD・
SD

学生募集に効果的な大学のブラン
ディングを高めるための戦略（日本
私立看護系大学協会）

2024年10月21日（月）73 27 37.0％ 教職員

16 FD シラバス作成について 2024年10月30日（水）51 49 96.1％ 教員 〇
17 FD・

SD
看護系技官による出張講義 2024年11月13日（水）98 27 27.6％ 教職員

大学院生
〇

18 FD・
SD

第 10 回　大学評価研究所公開研究
会の案内について（公益財団法人大
学基準協会）

2024年11月22日（金）73 3 4.1％ 教職員

19 FD・
SD

「これからの国際交流 - グローバルな
看護人材の育成の現状と展望 -」に
ついて（日本私立看護系大学協会）

2024年12月14日（土） 13 18.1％

20 FD 看護学教育における倫理について 2024年12月25日（水）51 42 82.4％ 教員 〇
21 FD・

SD
情報セキュリティ・リテラシー②「2
段階認証について」

2024年12月27日（金）73 68 93.2％ 教職員 〇

22 FD・
SD

本学におけるキャリア形成支援につ
いて～就職支援の現状より～

2025年 1月 21日（火）73 55 75.3％ 教職員 〇

23 FD・
SD

「看護系大学における特別な支援を必
要とする学生への教育支援の実際」
（日本私立看護系大学協会）

2025 年 2月～ 2025 年
5月

72 29 40.3％ 教職員

24 FD・
SD

障害学生支援の在り方について 2025年 3月 7日（金） 73 50 70.4％ 教職員
※別に学生相
談員、非常勤
講師計 2名参
加

〇

25 FD・
SD

研究倫理研修 2025年3月14日（金）～
3月 27日（木）

71 49 69.0％ 教職員 〇

26 FD・
SD

利益相反研修 2025年3月14日（金）～
3月 27日（木）

71 50 70.4％ 教職員 〇

次年度の
課題

1）LMSの導入と定着に向けての研修等を実施する。
2）新カリキュラムを全教職員が共通理解するための研修を実施する。
3）業務効率化・改善に繋がる事務スキル向上に関する SD研修を実施する。
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Ⅱ　組織・運営

（6）研究倫理審査委員会

活動目的

1）研究を実施することの倫理的及び科学的見地からの妥当性に関する審査
2）審査を行った研究についての倫理的妥当性及び科学的合理性の観点からの調査と学長への報告
3）侵襲を伴い介入を行う研究を実施する場合の研究実施の適正性及び研究結果の信頼性確保のための調査と学長への報告
4）研究倫理意識高揚のための倫理教育・研修の実施
5）その他、学長および委員会が必要と認める事項

構成員

委員長：長谷川喜代美
委　員： 森田一三、山田聡子、南谷志野、東野督子、カルデナス暁東、小林尚司、岡田摩理、稲垣惠一（外部委員）、

児玉由加（外部委員）、古田昌明
事務局：学務課 夏目美和

委員会
開催回数

2024年度は、18回開催した。
定例：12回、臨時：6回

活動概要

1）審査件数
審査実件数：43件 内訳

2024年度新規申請 37
前年度申請審査継続 2
研究計画変更 5

審査延べ件数：72件 内訳
2024年度新規申請 65
前年度申請審査継続 2
研究計画変更 5

承認件数：28件
2）定例委員会：

第1回

研究倫理審査：2件（迅速 2）
審議等　令和 6年度の取り組み課題について
　　　　令和6年度研究倫理審査委員会開催予定について
　　　　副委員長の選出について

第2回 研究倫理審査：3件（迅速 1、研究変更 2）
第 3回 研究倫理審査：3件（一般 1、迅速 1、研究変更 1）
第 4回 研究倫理審査：7件（一般 1、迅速 6）

第 5回 研究倫理審査：8件（迅速 8）
審議等　研究倫理審査委員会　2025年度予算について

第6回 研究倫理審査：5件（迅速 5）
第 7回 研究倫理審査：2件（迅速 2）
第 8回 研究倫理審査：1件（一般 1）
第 9回 研究倫理審査：6件（迅速 6）
第 10回 研究倫理審査：4件（一般 1、迅速 3）

第 11回
研究倫理審査：5件（一般 1、迅速 4）
審議等　2024年度研究倫理審査委員会活動報告（案）について
　　　　日本赤十字豊田看護大学研究倫理審査委員会規程改正について

第12回
研究倫理審査：4件（迅速 4）
審議等　2024年度研究倫理審査委員会活動報告（案）について
　　　　2025年度 4～ 6月研究倫理審査委員会開催日程について

3）臨時委員会：
第1回 研究倫理審査：4件（迅速 4）
第 2回 研究倫理審査：3件（迅速 2、研究変更 1）
第 3回 研究倫理審査：3件（迅速 3）
第 4回 研究倫理審査：6件（迅速 5、研究変更 1）
第 5回 研究倫理審査：2件（迅速 2）
第 6回 研究倫理審査：3件（迅速 3）

次年度の
課題

1）日本赤十字豊田看護大学研究倫理審査委員会運用細則の見直しをする。
2）教職員の研究倫理教育・研修受講を推進する。
3）研究倫理審査のデジタル化について検討する。
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Ⅱ　組織・運営

（7）災害対策委員会

活動目的

1）災害情報の収集とその分析に関すること
2）想定されるリスクの抽出、評価及び優先順位付けに関すること
3）順位付けたリスクへの対応策の検討、立案、実施に関すること
4）危機管理マニュアルの作成、見直し、学内への周知に関すること
5）教職員及び学生等への教育・訓練の実施に関すること
6）緊急時の情報伝達システムの整備に関すること
7）災害時における危機対策本部を設置するときの場所の確保、備品、通信機器の準備に関すること
8）その他災害対策に関すること

構成員
委員長：藤井愛海
委　員：中島佳緒里、天木伸子、長尾佳世子、飯田大輔、加藤信子
事務局：総務課 加藤信子

委員会
開催回数

12回

活動概要

以下の事項を審議した。
第１回　予算計画

年間計画
2024年度防災研修の内容
2024年度防災訓練・安否確認
個別マニュアル改訂に向けて

第２回　防災研修（年間計画）について
災害用備蓄食料について
災害時用ヘルメット及び懐中電灯の配備について
防災訓練について

第３回　防災研修（年間計画）について
防災訓練について
宮口一色自治区自主避難場所の非常食について

第４回　第１回防災研修の実施について（8/19）　
防災訓練について（安否確認訓練7/15、防災訓練 10/10）
宮口一色自治区自主避難場所の非常食について
学長裁量研究費の今後の予定

第５回　第１回防災研修の実施について（8/19）
防災訓練について（安否確認訓練7/15、防災訓練 10/10）
宮口一色自治区自主避難場所について
学長裁量研究費の今後の予定

第６回　防災訓練について（10/10）
令和 7年度予算について
学長裁量研究費の今後の予定

第７回　防災訓練について（10/10）
宮口一色ふれあいフェスティバルについて（10/13）

第８回　防災訓練の振り返りについて
第２回防災研修について
学長裁量研究費について
個別マニュアルの改訂について

第９回　第２回防災研修について
学長裁量研究費について
愛知県以外で地震が起きた際の安否確認の仕組み
個別マニュアルの改訂について

第10回　第２回防災研修について
第３回防災研修について
個別マニュアルの改訂について

第11回　第３回防災研修について
個別マニュアルの改訂について
学長裁量研究費について
災害対策委員会2023年度活動報告（年報）について

第12回　第３回防災研修について
個別マニュアルの改訂について
学長裁量研究費について
災害対策委員会2023年度活動報告（年報）について
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Ⅱ　組織・運営

活動概要

以下のとおり活動した。
2024年 4月 22日 救護備品点検を実施した
2024年 8月 19日 第１回防災研修「赤十字の救護活動」開催、参加者30名
2024年 10月 13日 宮口一色自治区ふれあいフェスティバル、本学避難場所の見学受入
2024年 10月 20日 新入生及び新入教職員に対し Forms を使用した安否確認訓練実施
2024年 10月 10日 防災訓練（消防訓練）実施
2025年 1月 9日 第２回防災研修「災害復興時の支援」開催、参加者9名
2025年 3月 17日 第３回防災研修「災害時におけるメンタルヘルス」開催、参加者21名
2025年 3月 17日 宮口一色自治区との自主避難場所利用に関する覚書更新

次年度の
課題

1）災害対応個別マニュアルの改訂を行い、教職員に周知する
2）災害対応個別マニュアルの検証
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Ⅱ　組織・運営

（8）学修ポートフォリオプロジェクト

活動目的 学生が自ら学修成果の設定状況を整理・点検するとともに、教員や大学が教育の成果を評価するため、学習ポートフォリ
オを活用する。

構成員
リーダー：長谷川喜代美
メンバー：小林尚司、岡田摩理、原田真澄、夏目美和
事 務 局：学務課　夏目美和

プロジェクト
開催回数

3回

活動概要

第１回　5月 27日
1．後期から運用する 看護学実習の振り返り機能 について
2．令和 5 年度後期成績にかかるポートフォリオ機能の利用状況について

第２回　6月 20日（メール開催）
1．「看護学実習の振り返り」に用いる看護技術の確認及び見直し結果について
2．保健師の技術項目について

第３回　1月 8日
1．令和 6年度前期成績にかかるポートフォリオ機能の利用状況について
2．学修ポートフォリオプロジェクトの閉会について

次年度の
課題

・ 今後は教務委員会を中心に、ポートフォリオの効果的な活用、すなわち、①利用率の向上を図ること、②学習の振り返
りを次につなげていくこと、に取り組んでいく。

（9）カリキュラム検討プロジェクト

構成員
リーダー：山田教授
メンバー：南谷教授、カルデナス教授、岡田教授、長谷川教授、巻野准教授、藤井准教授
事 務 局：学務課　夏目美和、木村美希、渡辺達郎

委員会
開催回数

2024年度　13回開催

活動概要

1）カリキュラム改正スケジュールの検討
令和 8年度に新カリキュラムとする方針が百瀬学長より示されたが、変更承認申請手続きのスケジュールを検討した結
果、令和 8年度改正では十分な検討時間が確保できないことが思慮されたため、令和 9年度改正に方針を変更する旨、百
瀬学長に進言し、教育の質保証委員会で承認された。
2）教育目標・ディプロマポリシーの見直し
卒業生・在学生のDPごとのGPAや学修成果に関する調査結果から本学の傾向を把握し、新教育目標や新ディプロマポ
リシーについて議論を深め、本学の独自性を強調する「赤十字」「災害」「国際／グローバル」などのキーワードを含む文
言を検討した。
本プロジェクトで検討した新教育目標案及び新ディプロマポリシー案を教職員に周知し、意見交換や現状の課題につい
てディスカッションすることを目的とした FD活動を以下のとおり実施した。研修会後アンケートは 36件回答があり、
アンケート結果を基にプロジェクト内で検討を進め、新教育目標及びDP案を策定した。
　　実 施 日：令和7年 2月 26日（水）1限
　　場　　所：セミナールーム
　　参 加 者：46名（教授 2名、准教授 11名、講師 9名、助教 7名、助手 7名、事務職 10名）
　　実施方法：講義、グループワーク
3）看護学教育モデル・コア・カリキュラム改定版との照合
看護学教育モデル・コア・カリキュラムの改定に係る情報収集を継続した。改訂版が発表されたことを受けて、新DP
案と「看護師として求められる基本的な資質・能力」との照合作業を実施した。

次年度の
課題

・令和9年度看護学部カリキュラム改正に向けて検討を進める。
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Ⅱ　組織・運営

（10）卒後キャリア形成支援プロジェクト

活動目的

赤十字病院との連携、協力のもと、本学の学生が卒業後も卒業生自身が離職の要因に適切に対処し、望むスキルを身につけ、
キャリアを継続していくことができるような支援体制、具体的な方法を構築し、その仕組みづくり、効果的な方法を検討
する。
活動期間は2024年度から 5年間とする。

構成員

リーダー：伊藤明子
委　　員：南谷志野、神道那実、藤井愛海、山田聡子（オブザーバー）、岡田摩理（オブザーバー）
事 務 局：学務課　夏目美和、鳥居貴代
※作業部会メンバー：伊藤、南谷、神道、藤井、夏目、鳥居

プロジェクト
開催回数

プロジェクト ミーティング　3回
プロジェクト作業部会　7回

活動概要

本プロジェクトはプロジェクト作業部会を設け活動を遂行した。
1．プロジェクト ミーティング開催（以下、主たる検討事項）
第１回　9月 25日

・プロジェクト設置の趣旨、目的、検討内容、期間等の共有
・現在の課題の共有
・今後の活動計画、業務分担、スケジュールについて検討

第２回　10月 2日
・プロジェクトの活動計画案について
・プロジェクトの全体スケジュールと業務分担について
・プロジェクトの進め方について
・赤十字学園研究助成金の申請について

第３回　11月 26日
・プロジェクトの進捗状況について

2．プロジェクト作業部会開催（以下、主たる作業内容）　
第１回　10月 10日

・プロジェクト活動計画、具体的な進め方、全体スケジュール作成
・過去10年間の卒業生の現状調査と中部ブロックの赤十字病院看護部長への面接調査について検討
・研究計画書の作成案の検討（以後、メールでの話し合い等を複数回実施）
・学校法人日本赤十字学園教育・研究及び奨学金基金の申請について

第２回　11月 13日
・学校法人日本赤十字学園教育・研究及び奨学金基金申請に係る作業及び修正等　
　（以後、メールでの話し合い・検討を複数回実施）
・研究倫理審査申請の準備及び役割分担の確認等

第３回　12月 23日
・研究倫理審査申請書類等の確認
・今後の活動助スケジュールの確認等

第４回　1月 24日
・研究倫理審査承認報告
・研究協力依頼書、調査票の最終確認及び郵送作業
・中部ブロックの赤十字病院に在職している又は退職した本学卒業生への面接調査について再検討

第５回　2月 20日
・赤十字病院看護部長への面接調査の各施設からの回答の共有
・赤十字病院看護部長への面接調査実施の分担
・中部ブロックの赤十字病院に在職している又は退職した本学卒業生への面接調査の研究計画書案の作成

第６回　3月 10日
・赤十字病院看護部長への面接調査実施状況の共有
・中部ブロックの赤十字病院に在職している又は退職した本学卒業生への面接調査の研究計画書案の検討

第７回　3月 21日
・中部ブロックの赤十字病院に在職している又は退職した本学卒業生への面接調査の研究計画書案の検討

次年度の
課題

下記が活動計画であり、2024年度は 1）の面接調査を開始した。
1）卒業生の現状調査及び中部ブロックの赤十字病院看護部長への卒後キャリア形成支援について面接調査を実施する。
2）中部ブロックの赤十字病院に在職している又は退職した本学卒業生への卒後キャリア支援の現状について面接調査を
行う。

3）1）と 2）をもとに、作成した卒後キャリア形成支援策（案）の名古屋第一及び第二病院の看護部長を交えて検討会を
する。 

※本活動は「学校法人日本赤十字学園赤十字と看護・介護に関する研究助成」を得て実施する。
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Ⅱ　組織・運営

（11）入試制度改革プロジェクト

活動目的

18人口減少に伴う大学入学者数の減少は全国的な状況であるが、愛知県においては利便性や附属病院の併設等好条件を
備えた私立看護系大学の増設が進み、競合が激化している。推薦選抜志願者数の減少や偏差値の低下は早急に取り組むべ
き喫緊の課題である。そこで、入学定員者数の適切性に関する検証を行い、推薦選抜の種別、方法等について、抜本的な
見直し、変更を検討する。
また、受験生確保の目的達成のために、指定校の大胆な増加や戦略的入試広報方法の根拠に基づく具体的提案も検討する。

構成員

リーダー：森田一三
メンバー：カルデナス暁東、森田一三、中島佳緒里、小林寿、古田昌明
オブザーバー：山田聡子
事 務 局：企画・地域交流課　中島伸一、芝口太一、中根春波
　　　　　経理課　加藤信子

プロジェクト
開催回数

5回

活動概要

以下の事項を審議した。
第１回　入試制度改革の方針

方針実現のための提案
第２回　入試改革（案）について

面接方法について
2年前予告ルールについて

第３回　入試改革（案）について
面接方法について

第４回　総合型選抜の実施方法について
面接方法について

第５回　面接方法について
広報の方針について

次年度の
課題

総合型選抜の実施方法について、面接方法について、広報の方針について継続して審議する。
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5）アドミッションオフィス

活動目的

1）多面的・総合的な入学者選抜方法の検討に関すること
2）入学者の追跡調査等による選抜方法の妥当性の検証に関すること
3）日本赤十字学園内における入学者選抜に係る連携に関すること
4）その他入試改革に関し必要な事項に関すること

構成員
委員長：百瀬由美子
委　員：山田聡子、長谷川喜代美、森田一三、中島佳緒里、小林寿、古田昌明、中島伸一
事務局：企画・地域交流課

開催回数 7回

活動概要

以下の事項を審議した。
第１回　推薦選抜の指定校枠の増加について

推薦選抜の出願条件である評定平均値について
入学検定料の割引（案）について
大学独自選抜の名称変更について

第２回　入学検定料の割引（案）について
大学独自選抜の名称変更について
推薦選抜の出願条件である評定平均値について

第３回　大学院学内進学の基準について
大学院入試の英語試験について
地域における入学志願動向調査について
学部入学定員について
来年度の学生募集戦略について

第４回　学校教育法施行規則の一部を改正する省令の公布について
令和8年度以降の大学入学共通テストについて
赤十字特別推薦選抜のあり方について

第５回　令和9年度入試総合型選抜実施について
第６回　学部入試選抜の面接方法について

愛知県支部長推薦選抜について
令和8年度赤十字特別推薦選抜について
令和8年度指定校推薦選抜の指定校について
令和8年度大学入学共通テストについて
A特待生の選出方法について

第７回　令和8年度指定校推薦選抜の指定校について
高等学校長推薦選抜の評定平均値について
一般選抜における併願（独自・前期A・前期B・後期）の問題点について

次年度の
課題

一般選抜における併願（独自・前期A・前期 B・後期）の問題点、高等学校長推薦選抜の評定平均値について継続して審
議する。
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6）外部資金獲得状況
（1）2024年度私立大学等改革総合支援事業
タイプ 1：「『Society5.0』の実現等に向けた特色ある教育の展開」について選定された。

（2）少子化時代を支える新たな私立大学等の経営改革支援事業
メニュー 1「少子化時代をキラリと光る教育力で乗り越える、私立大学等戦略的経営改革支援」に選定された。
本学の申請テーマ「確かな看護実践力を有する人材育成に向けたDX推進による教育方略の開発と実装及び大学
組織運営の効率化」に対し、原則 5か年にわたり継続的に支援される。

（3）日本赤十字豊田看護大学　私立大学等経常費補助金獲得状況
（単位：千円）

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
計 117,296 123,455 116,455 132,628 174,785

（4）科学研究費等競争的外部研究資金獲得状況
（単位：円）

番号 研究者名 種類 研究題名 事業年度 当年度補助金額

1 勝　原　裕美子 基盤研究（B） コロナ禍における看護師のキャリアショックと意味づけ：持
続可能なキャリアの視点から 2023 ～ 2026 1,825,000

2 渡　邉　直　美 基盤研究（B） 喉頭摘出者の嚥下障害の解明と嚥下機能改善プログラムの開発 2024 ～ 2027 6,630,000

3 石　黒　千映子 基盤研究（C） 糖尿病とがんのmultimorbidity 患者のニーズと外来看護支
援モデルの構築 2018 ～ 2024 ―

4 岡　田　摩　理 基盤研究（C） 障害児と家族全体の生活を支える訪問看護の調整機能を活か
すアセスメントガイドの開発 2020 ～ 2024 ―

5 森　田　一　三 基盤研究（C） ディープラーニングを応用した口腔画像識別技術の解明 2021 ～ 2024 780,000

6 野　口　眞　弓 基盤研究（C） 育児をする父母のソーシャル・キャピタルを醸成するアク
ション・リサーチ 2021 ～ 2024 650,000

7 百　瀬　由美子 基盤研究（C） 認知症対応型グループホームを拠点とした災害時要援護者防
災・減災対策モデルの構築 2021 ～ 2024 ―

8 石　黒　千映子 基盤研究（C） 婦人科がんサバイバーの Transition を促進する心理教育プ
ログラムの構築 2022 ～ 2025 650,000

9 カルデナス暁東 基盤研究（C） 女性患者のボディイメージの再形成と精神状態の改善におけ
るアサーティブメイクの効果 2023 ～ 2025 650,000

10 天　木　伸　子 基盤研究（C） 要介護高齢者の嚥下後誤嚥を予防する咽頭残留除去ケアプロ
グラムの開発 2023 ～ 2025 650,000

11 小　林　尚　司 基盤研究（C） 高齢者と子育てをする父母のソーシャルキャピタルを醸成す
るための支援モデルの開発 2023 ～ 2025 520,000

12 山　田　聡　子 基盤研究（C） 臨地実習指導者の役割遂行促進プログラムの開発 2024 ～ 2028 390,000

13 栩　川　綾　子 基盤研究（C） 創傷管理特定行為の看護実践の現象学的研究ー教育モデル作
成に向けた基盤研究 2024 ～ 2027 390,000

14 遠　藤　幸　子 基盤研究（C） 保育所における 0歳～ 2歳の FA児へのアナフィラキシー予
防プログラムの実装と評価 2024 ～ 2026 1,690,000

15 清　水　美代子 基盤研究（C） 就労介護における葛藤のアセスメントに基づく支援システム
の開発 2024 ～ 2027 2,080,000

16 南　谷　志　野 若手研究 協働意識醸成を目指した短時間勤務制度運用プログラムの開
発と有用性の検証 2020 ～ 2024 ―

17 藤　井　愛　海 若手研究 災害時要配慮者を中核とするインクルーシブデザインによる
地域減災モデルの構築 2020 ～ 2024 1,300,000

18 近　藤　絵　美 若手研究 急性期病棟における高齢者と看護師の「応答性」の観点から
みたケアプロセスの解明 2022 ～ 2024 650,000

19 深　谷　由　美 若手研究 地域包括ケアシステムにおける通所介護の看護職に必要な行
動指標の開発 2023 ～ 2026 390,000

20 大　森　美　保 若手研究 事業所の健康づくりにおける職場のソーシャル・キャピタル
の活用に関する研究 2023 ～ 2025 1,430,000

21 岡　津　愛　子 若手研究 周産期うつ病予防に向けた助産師による効率型認知行動療法
プログラムの実装研究 2024 ～ 2027 1,690,000

合　計 22,365,000
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（5）学校法人日本赤十字学園関連の研究資金獲得状況
（単位：円）

研究者名 種類 研究課題名 事業年度 当年度
補助金額

1 飯　田　大　輔 学校法人日本赤十字学園　教育・研究及び
奨学費基金に係る研究支援事業

場面緘黙を抱える成人当事者と家族に有効なサポー
トの検討

2021-
2024 ―

2 下　間　正　隆 学校法人日本赤十字学園　赤十字と看護・
介護に関する研究助成

新型コロナの時代の「イラストで良くわかる高齢者
介護施設のための感染対策マニュアル＆動画」の作
成と、介護施設の職員の感染対策力を底上げする教
育システムの構築

2021-
2024 ―

3 岡　田　摩　理 学校法人日本赤十字学園　赤十字と看護・
介護に関する研究助成

赤十字病院の複数の部署と大学が連携して取り組む
幼児の術前看護モデルの検証

2023-
2024 ―

4 中　島　佳緒里 学校法人日本赤十字学園　赤十字と看護・
介護に関する研究助成

浅い鎮静深度で管理されている人工呼吸器装着患者
に対する睡眠支援

2023-
2024 ―

5 竹　内　貴　子 学校法人日本赤十字学園　赤十字と看護・
介護に関する研究助成 初学者の模擬電子カルテからの情報収集方法の実際 2023-

2024 ―

6 草　深　真　菜 学校法人日本赤十字学園　赤十字と看護・
介護に関する研究助成

防護動機理論を用いた産科病棟における災害対策の
現状とその関連要因の検討

2023-
2024 ―

7 高　下　　　翔 学校法人日本赤十字学園　教育・研究及び
奨学費基金に係る研究支援事業

超音波画像診断装置を用いた全身麻酔患者の気管
チューブカフ上部分泌物の評価

2023-
2024 ―

8 巻　野　雄　介 学校法人日本赤十字学園　赤十字と看護・
介護に関する研究助成 「看護過程」学習支援システムの開発 2024-

2025 2,451,000

9 鈴　木　寿　摩 学校法人日本赤十字学園　教育・研究及び
奨学費基金に係る研究支援事業

国際的に活躍する看護学生育成のための教育活動・
評価・ルーブリック開発について
―赤十字の理念と建学の精神を中心に―

2024 2,211,000

10 長　尾　佳世子 学校法人日本赤十字学園　赤十字と看護・
介護に関する研究助成

看護学生のための避難生活における看護援助を学習
する机上シミュレーション教材の開発

2024-
2025 2,942,000

11 千　葉　朝　子 学校法人日本赤十字学園　赤十字と看護・
介護に関する研究助成

母親が母乳育児に感じる心地よさ尺度の信頼性と妥
当性の検証研究 2024 1,200,000

12 石　原　佳代子 学校法人日本赤十字学園　教育・研究及び
奨学費基金に係る研究支援事業

ベトナム人介護職員が行う口腔ケアの実践と指導状
況の実際

2024-
2025 1,275,000

計 10,079,000

（6） 「学校法人日本赤十字学園教育・研究及び奨学費基金」による教育・研究事業（学長裁量事業）の 
研究費獲得状況

（単位：円）

研究テーマ 研究者名 交付金額
1 地域住民との協働による安心して過ごせる自主避難場所のモデル構築 長尾佳世子 130,000
2 地域に暮らす高齢者のWell-being のためのメイクセラピーと口腔体操 天木　伸子 193,420
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6．学部運営
2024 年度は 7年に 1度の認証評価受審年度であった。看護学部においては教育課程の運営や学生支援に関する

評価を得た。改善を要する指摘事項は無く、基準を満たす評価結果を得ることができた。2025 年度はこの評価結
果も踏まえながら計画どおりカリキュラム改正等の検討を進める。また、日本赤十字学園グランドデザインに基
づく活動計画も進めている。

1）今年度の取り組み
（1）キャリア支援の強化
キャリア支援室を 2024 年度 4月に新設しキャリア支援の強化を図った。赤十字病院への就職率の向上と、就職
におけるミスマッチの防止による早期離職の軽減を目的としている。キャリア支援室及び学生委員会による関連
企画が活発に行われ、キャリア支援室長による個別指導も行われている。卒後キャリア形成支援プロジェクトも
設置され、課題解決に向けた現状把握に着手した。

（2）学修ポートフォリオ（e-ポートフォリオ）の運用開始
本学学務システムに搭載した e-ポートフォリオの運用を開始した。運用開始後、特段の問題は無く、概ね 7割
の運用率となっている。2025 年度も継続して運用状況を確認する。

（3）電子教科書の利用開始
2024 年度入学生を対象に電子教科書の利用を開始した。授業運営に支障が出るような問題は生じなかったもの
の、学内ネットワーク環境の追加整備やデバイス設定・操作の支援が必要であった。2025 年度からは 2学年が利
用することになるため、継続して状況に応じた対策を講じることとする。

（4）国際交流事業の促進
海外渡航に伴う危機管理マニュアルが完成した。これに基づき、タイ赤十字大学に 5名の学生が渡航し、また、
インドネシアでの国際救援看護論実習（選択科目）も実施することができた。9月には韓国中央大学校赤十字看護
大学との国際交流協定（MOU）を締結し、2025 年度から相互交流を開始する。さらに、2025 年度からスウェー
デン赤十字看護大学との交流開始を進めることとなった。

（5）改正カリキュラムの検討
カリキュラム検討プロジェクトが設置され、改正カリキュラムの検討を開始した。令和 9年度入学生から新カ
リキュラムとする計画である。「看護学教育モデルコアカリキュラム」改定版の公表及び中央教育審議会からの「我
が国の「知の総和」向上の未来像～高等教育システムの再構築～」の内容を踏まえた議論を進めている。3月に全
教職員を対象としたFD研修において新カリキュラムのDPを議論する機会を設けた。

2）次年度に向けての課題
カリキュラム改正が 2025 年度の最重要課題である。また、日本赤十字学園グランドデザインに基づく教育・研
究活動等も 2025 年度には学習管理システム（LMS）・コンテンツ管理システム（CMS）の導入や教育用コンテン
ツ開発等の具体的な動きが予定されている。本学学部教育とのスムーズな連動となるよう関係委員会及び関係課
との協働により進めていく。
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3）学部委員会組織および委員一覧

委員会名 備　　考 委員長 委員

教授会 学部長
事務局長、下間特任教授、森田教授、南谷教授、東野教授、カルデナス教授、
小林（尚）教授、野口教授、岡田教授、長谷川教授、学長（オブザーバー）、参
事（オブザーバー）、鈴木准教授、中島准教授、深谷准教授、原田准教授

教員会議 学部長 全教職員、学長（オブザーバー）

教務委員会
（教務委員会） 小林（尚）

教授
南谷教授、カルデナス教授、岡田教授、巻野准教授、深谷准教授、原田准教授、
清水（美）准教授、参事、学務課長

実習検討委員会 カルデナス
教授

栩川准教授、清水（み）准教授、神道准教授、原田准教授、竹内講師、武田講師、
千葉講師、大森講師、学務課長

学生委員会
（学生委員会） 岡田教授 松崎准教授、石黒准教授、清水（み）准教授、深谷准教授、渡邉講師、長尾講師、

遠藤講師、石田助教、近藤（香）助教、山本助教、参事、学務課長

国試対策委員会 清水（み）
准教授 神道准教授、大森講師、近藤（絵）講師、学務課長

入試・広報委員会 中島准教授 森田教授、南谷教授、鈴木准教授、栩川准教授、神道准教授、清水（美）准教授、
参事、企画・地域交流課長、アドミッションオフィサー、事務局長（オブザーバー）

国際交流委員会 鈴木准教授 カルデナス教授、松崎准教授、近藤（絵）講師、神谷講師、参事、総務課長、
村瀬司書
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4）教授会

活動目的

教授会は学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。
1）学生の入学、再入学、及び復学に関すること
2）卒業認定及び学位の授与に関すること
前項各号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが必要なものは、次のとおり
とする。
1）教育課程の編成に関すること
2）学生の履修に関すること
3）学生の休学、退学、除籍、その他学籍の変更に関すること
4）学生の厚生補導及び賞罰に関すること
5）人事委員会の要請に基づく教員人事に関すること
6）図書館の運営に関すること
7）本学の国際交流に関すること
8）本学が定める諸規程の規定により教授会での審議等を定めているもの
9）学則の改正（本学の経営に関することを除く）に関すること
10）教育又は研究に関する重要事項に関すること
11）その他学長が必要と認める事項

構成員

委員長：山田聡子学部長
委　員：小林寿、下間正隆、森田一三、南谷志野、東野督子、カルデナス暁東、小林尚司、野口眞弓、岡田摩理、
　　　　長谷川喜代美
オブザーバー：百瀬由美子、古田昌明
その他構成員：鈴木寿摩、中島佳緒里、深谷由美、原田真澄
事務局：総務課　谷川歩

委員会
開催回数

18回

活動概要

第１回　学籍異動について
第２回　名誉教授について

学外共同研究員の受け入れについて
既修得単位認定について
成績認定について
STIN 受入、派遣日程について

第３回　人事について
委員会一覧について
仮称）環境改善プロジェクトの新設について

第４回　人事について
第５回　非常勤講師手続き規程の改正について
第６回　人事について

不正行為について
学生の懲戒処分について
学籍異動について

第７回　令和6年度保健師教育課程選抜試験結果について
令和6年度前期成績及び不合格・保留一覧について

第８回　実習記録の取扱いに関する学生の処遇について
教員選考委員会について
卒業研究　領域配置公表のタイミングについて
学生規程の改正について
スウェーデン赤十字看護大学との交流について

第９回　人事について
次年度オープンキャンパスの開催日程について
国際交流委員会規程の改正について

第10回　令和 7年度日本赤十字豊田看護大学　高等学校長推薦選抜・赤十字特別推薦選抜・
社会人特別選抜入学試験結果について

第11回　人事について
2025年度各種委員会一覧（案）について
学生教育研究賠償責任保険について

第12回　令和 7年度日本赤十字豊田看護大学　大学独自選抜特待生プラス入学試験結果について
第13回　人事について

令和7年度学年暦について
学生表彰について
学生の加入する保険について

第14回　令和 7年度日本赤十字豊田看護大学　大学入学共通テスト利用選抜（前期A・B）結果について
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活動概要

第15回　人事について
スウェーデン赤十字大学との交流について
タイ赤十字看護大学からの受入期間の延長について
学生の体調確認について

第16回　令和 6年度 4年生後期成績認定について
令和6年度卒業判定について
学生表彰について
令和7年度 6看護大学連携併願選抜結果について

第17回　令和７年度大学入学共通テスト利用選抜（後期）について
就職に係る学長推薦に関する規程について

第18回　学外共同研究員について
学籍異動について
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5）学部委員会の活動報告
（1）教務委員会

活動目的

1）教育課程に関する事項
2）試験及び単位認定に関する事項
3）復学及び除籍に関する事項
4）特別教育計画（行事等）に関する事項
5）実習に関する事項
6）非常勤講師等に関する事項
7）その他教育運営に関して必要な事項

構成員

委員長：小林尚司
委　員： 南谷教授、カルデナス教授、岡田教授、巻野准教授、深谷准教授、原田准教授、清水（美）准教授、古田参事、

夏目学務課長
事務局：学務課　渡辺達郎

委員会
開催回数

2024年度 17回（この内、メールによる審議4回）開催した。

活動概要

1）教育課程に関する事項
（1）卒業研究Ⅱ・初年次教育の実施支援
各教員に「卒業研究Ⅱ」発表会を公開するか調査し、下級生及び教員に周知した。
看護プロフェッショナルセミナーについて計画・運営する教員ワーキンググループを編成し、授業の実施を支援した。

（2）保健師教育課程専攻の選抜
選抜のための面接試験を実施し（9月 25日）、22名を選抜した。

（3）授業評価
学期末に学生による授業評価を実施し、その結果を教員の自己評価と共に学内掲示板で 1か月間開示した。
これまで授業評価アンケートの中で学生の授業に対する自由意見を募っていたが、効果的に授業改善に役立てるために、
令和6年度後期より記名式で意見を募る形に変更した。
（4）時間割
次年度の授業の日程を時間割で表記し、教員との開講日程を調整するとともに、学生が学内ポータルシステム（My時
間割）でスケジュールを把握できるようした。なお、学生の授業受講のリズムを一定に、学習習慣をつけてもらうために
曜日時間を一定にした帯での開講出来るようにする。
（5）選択科目履修者増加のための取り組みについて
選択科目履修者増加のために 1年生後期ガイダンスでアナウンスするとともに各セメスターの選択科目担当教員より該
当科目の PRコメントを収集し、学生に共有した結果、令和 5年度より選択科目履修者が増加した。なお、令和 6年度専
門科目選択科目履修者は次のとおりであった。看護キャリア開発論 4人、国際救援と英語 15人、心のリハビリテーショ
ン20人
2）試験及び単位認定に関する事項
試験日程および試験監督の調整を行った。科目担当教員から提出された評価に基づき、成績および単位認定を審議した。
3）復学及び除籍に関する事項
退学（10名）・復学（3名）・休学（15名）及び再入学（1名）について、提出書類を基に確認した。
4）特別教育計画（行事等）に関する事項
入学前学習課題を作成し送付した。入学時の基礎学力テストを実施し、成績が60％未満の学生に補講を実施した。
令和 7年度入学予定者を対象に、授業見学と交流会を開催した。授業見学参加者は 20名（延べ 25名）で、交流会参
加者は10名であった。
5）実習に関する事項
実習計画作成のため、学籍異動・単位修得状況を実習検討委員会と共有した。補習実習について、提出書類を基に、欠
席日、欠席理由、補習実習計画を確認した。
6）非常勤講師等に関する事項
非常勤講師の依頼（6件）と、科目内時間講師・学外協力講師（21件）の審査を行った。
7）その他教育運営に関して必要な事項
学修ポートフォリオの運用を開始した。教員に使用状況のアンケートを行い、その結果を教員会議にて共有した。また、
学生に関してもアンケートを実施し、概ね効果的に活用できていると評価した。
令和 6年度入学生より、電子教科書を採用した。環境改善プロジェクトにて電子教科書利用に関して不具合があったと
いう意見から1年生全体にアンケートを実施し、そのアンケート内容をもとに関係者（情報ネットワーク支援室、大学生協）
と協議し、後期ガイダンスなどを実施し、改善を図った。その後、常時不具合を報告できる窓口を設置したが、学生から
の不具合報告はなかった。
配信教材の契約タイトル（ビジュランクラウド）について、希望調査を行い決定した。
愛知学長懇話会の単位互換制度の実施に向け、開放科目を決定した。令和7年度は 10科目開放する。
在学生オリエンテーション（年度初め、後期開始時、年度末）を計画・実施した。
令和8年度導入に向けて「赤十字マイスター」認定制度の検討を開始した。
令和 6年度入学生からプレイスメントテストに利用しているGTEC Academic（ベネッセ i キャリア）について 2度目
の受検実施を検討し、参加者を募集した。
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活動概要 令和8年度に実施されるアジア・アジアパラ競技大会に関して、単位化、授業計画や公欠に関する取り決めを検討した。
授業目的公衆送信補償金制度に関する利用報告への協力について、対応した。

次年度の
課題

・LMSに関する運用（使用方法）について検討する。
・赤十字マイスター制度に関して検討する。
・学修ポートフォリオの効果的な活用を検討する。
・電子教科書の運用を継続し、情報ネットワーク支援室・大学生協・上級生と適宜情報共有しながら順調な運用を継続する。

（2）実習検討委員会

活動目的

1）看護学実習の運営に関する事項
（1）年間の実習計画と調整
（2）実習要項検討
2）関連教育施設等との看護学実習に関する連絡調整に関する事項
3）その他看護学実習に関する事項

構成員
委員長：カルデナス暁東
委　員：栩川綾子、清水みどり、神道那実、原田真澄、竹内貴子、武田智美、千葉朝子、大森美保、夏目美和
事務局：学務課　松原なつほ

委員会
開催回数

12回

活動概要

1）看護学実習の運営に関する事項
（1）各施設の実習生受け入れ基準を確認し、19回生（2024年度後期～ 2025年度前期）の臨地看護学実習計画表を作
成した。

（2）20回生～ 23回生の臨地看護学実習計画表および改訂版学生人数表について、学生数に相応するグループ数を検討し
案を作成した。

（3）19回生の各論実習のオリエンテーションを実施し、実習の目的・意義、健康管理、健康観察記録の取り扱い、およ
び事故防止などについて説明を行った。

（4）臨地実習期間中に「予防接種確認表」を常時携帯するよう、学生指導を行った。
（5）学生の希望調査を行い、2025年度の統合実習学生配置案を作成した。
（6）2024年度～ 2025年度実習要項を見直し、修正を行った。
（7）学生の健康観察記録用紙の修正を行った。「令和6年度（2024年）感染対策チェックリスト」「令和6年度（2024年）
健康観察記録」

（8）大学の感染対策の方針に従って、2024年度在学生を対象とした実習関連オリエンテーション（感染対策関連）の内
容を見直した。
2）関連教育施設等との看護学実習に関する連絡調整に関する事項
各実習施設と感染症の状況・対応について、綿密な連絡を図った。
3）その他看護学実習に関する事項
（1）看護師教育における卒業時の技術到達度自己評価、および保健師に求められる実践能力と卒業時の到達目標と到達度
自己評価を実施しまとめた。

（2）実習における事故／ヒヤリ・ハット報告書は20件（器具破損 0件、患者関係4件、その他 16件）であった。
（3）共通消耗品を委員会一括管理とし、在庫管理を行った。
（4）2025年度より導入する新実習着を検討し、教職員・学生向けのアンケートをふまえてデザインを決定した。

次年度の
課題

1）男子学生が多くなる20回生の臨地看護学実習計画（2025年度後期～ 2026年度前期）の作成
2）各実習施設の感染症に関する規定について引き続き情報収集を行い、大学の感染対策の方針を踏まえた実習要項の見
直し

3）共通消耗品の購入を含めた在庫管理に関するルールづくりの更新
4）20回生の各論実習オリエンテーションの実施
5）実習における事故／ヒヤリ・ハット報告書に関する FDSDの実施検討
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（3）学生委員会

活動目的

1）学生の福利厚生に関する事項
2）学生の健康管理に関する事項
3）学生の課外活動に関する事項
4）学生の賞罰及び厚生補導に関する事項
5）学生の進路並びに就職指導に関する事項
6）奨学金に関する事項
7）国家試験対策に関する事項
8）その他学生の福利厚生等に関して必要な事項

構成員

委員長：岡田摩理
委　員： 松崎久美、石黒千映子、清水みどり、深谷由美、長尾佳世子、渡邉直美、遠藤幸子、石田咲、近藤香苗、山本壮則、

古田昌明、夏目美和
事務局：学務課 鳥居貴代

委員会
開催回数

11回

活動概要

1）学生の福利厚生に関する事項
（1）学生相談
毎週月、木曜日　午前11時 30分～午後 1時、午後 2時～午後 6時で実施した。（春季休暇（3月）は閉室）学生相談
の利用状況について学生相談員と共有している。
（2）障がい学生支援
学生の申請に基づき支援内容を立案し、支援実施を支援した。

（3）学生が加入する保険の見直し
学部生は学生教育研究災害障害保険（学研災）通学特約付および日本看護学校協議会共済会Will2 への加入を必須とし
ていたが、見直しを行い、2025年度以降は、学生教育研究災害障害保険（学研災）通学中等障害危険担保特約・接触感
染予防保険金支払特約付および学研災付帯賠償責任保険Cコース（医学賠）への加入を必須とすることとなった。
（4）環境改善プロジェクトの立ち上げ
大学における生活環境を大学と学生との協働で改善することを目的に環境改善プロジェクトを立ち上げた。設備利用改
善策の提案や生協サービスの周知、フォトコンテスト開催等を行った。
2）学生の健康管理に関する事項
（1）定期健康診断の実施
2024年 4月 17日（水）、4月 18日（木）に実施した。

（2）小児感染症・B型肝炎・インフルエンザ予防接種支援
予防接種スケジュールに沿って接種支援を行った。

（3）予防接種説明会の実施
2024年 6月 11日（火）に 1年生を対象とした予防接種に関する講義、感染抗体結果確認、予防接種確認表記入およ
び予防接種の進め方の説明会を実施した。
（4）急病人・けが人発生時の緊急対応フローチャートの見直し
より確実な緊急対応ができるよう急病人・けが人発生時の緊急対応フローチャートの見直しを行った。
3）学生の課外活動に関する事項
（1）自治会支援
総会の開催や選挙の実施等、自治会の規約に則って活動できるよう支援した。

（2）いとすぎ祭支援
2024年 5月 25日（土）に開催されたいとすぎ祭の企画・運営を支援した。

（3）六大学交流会支援
2024年 9月 11日（水）～ 13（金）に日本赤十字北海道看護大学で開催された六大学交流会に学生が参加する支援を
行った。
（4）サークル活動支援
2024年 10月 10日（木）～ 12日（土）に愛知県国際展示場（Aichi Sky Expo）にて開催された SDGs AICHI EXPO 
2024 に出展し、本学のサークル活動の紹介を行った。The Serendipity のカンボジア渡航について安全に活動できる内
容であることの確認を行った。
（5）学生のボランティア参加支援
日本赤十字社愛知県支部が 2024 年 10月 27日（日）に本学を会場として開催した地域のための防災・減災訓練への
学生参加を支援した。特別奨学生や災害看護に興味を持つ学生 33名が参加したまた、随時ボランティア募集を掲示し、
学生のボランティア参加を推奨した。
4）学生の賞罰及び厚生補導に関する事項
（1）学生表彰
2024年度の表彰者は個人9名とした。4年生は学位記授与式（二部式）、1～ 3年生は在学生オリエンテーションで表
彰を行った。
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活動概要

5）学生の進路並びに就職指導に関する事項
（1）学生の進路
キャリア支援室およびチューターと協力して、就職状況の提供、進路希望調査、採用試験結果の把握を行った。

（2）新卒者交流会の開催
キャリア支援室と協働して2024年5月11日（土）に本学を会場として新卒者交流会を開催した。33名の参加があった。

（3）赤十字病院説明会の開催
キャリア支援室と協働して 2024 年 7月 19日（金）に本学を会場として赤十字病院説明会を開催した。18病院の参

加があった。
6）奨学金に関する事項
（1）奨学金説明会
2024 年 4月 15日（月）に奨学金説明会を実施し、学生に適切な奨学金利用を呼び掛けると共に奨学金パンフレット
を配布した。
7）国家試験対策に関する事項
国家試験対策委員会参照
8）その他学生の福利厚生等に関して必要な事項
（1）愛知県支部赤十字大会への学生参加の支援
2024 年 12月 12日（木）に愛知県芸術劇場で開催された愛知県赤十字大会に本学 2年生が受付係、案内係、合唱の
役割で参加する支援を行った。
（2）学生規程の改正
学生規程の見直しを行い、主に学生情報収集に関する届出様式を整えた。

次年度の
課題

1）学生主体の課外活動を継続的に行うための支援
2）学習するのにふさわしい環境を自ら整えるための学生への意識付け

（4）国家試験対策委員会

活動目的

1）国家試験対策に関する事項
2）学生の個別指導の調整に関する事項
3）国家試験受験手続に関する事項
4）その他国家試験に関して必要な事項

構成員
委員長：清水みどり
委　員：神道那実、大森美保、近藤絵美、夏目美和
事務局：学務課　松原なつほ

委員会
開催回数

13回

活動概要

1）国家試験対策に関する事項
（1）国家試験模擬試験（4年生対象）：看護師国家試験の模擬試験は8回、保健師国家試験の模擬試験は3回実施した。
（2）看護師および保健師国家試験対策模試の結果については、模試の結果から傾向を分析し、対策を講じた。
（3）試験対策補講（4年生対象）：教員による国家試験対策補講は8セメスターから実施した。
外部講師（東京アカデミー）による「解剖・生理学」の補講を2024年 11月 26日（火）9：00～ 15：00に実施した。

（4）受験後の自己採点（4年生対象）：昨年度と同様、Webを用いて行った。
（5）国家試験過去問題および模擬試験（2、3年生対象）
①第113回看護師国家試験必修問題模試（2年生対象）：2024年 4月 2日（火）13：00～ 15：00に実施した。
②国家試験ガイダンス（3年生対象）：2025年 1月 27日（月）看護師及び保健師国家試験ガイダンスを実施した。
③低学年対象模擬試験（3年生対象）：2025年 1月 27日（月）13：00～ 16：00に実施した。
④第114回看護師国家試験問題の実施（3年生対象）：2025年 2月 28日（金）9：00～ 16：00に実施した。
⑤ 卒業生講話（3年生対象）：2025年 2月 25日（火）年度末ガイダンス後に、卒業生（3名）による試験対策の講話
会を開催した。

2）学生の個別指導の調整に関する事項
（1）受験勉強用の教室の開放
学生アンケートの結果を踏まえ、12月以降、受験勉強に取り組むための教室を1室確保した。
各領域の質問日を設け、領域の担当者が教室に出向いて対応した（各領域2コマ程度）。

（2）模擬試験成績不振者への対応
複数回、試験勉強への動機付けを含む学習支援をチューター教員全員に依頼した。
国家試験対策委員会から、補講への参加や学内での自己学習を促した。
看護師国家試験模試（2025 年 1月 7日（火）実施）、保健師国家試験模試（2025 年 1月 6日（月）実施）の成績不
良学生に関しては、個別に面談を実施し、学習支援を行った。
（3）既卒生への支援：昨年度の看護師国家試験の不合格者への支援は、チューターと連携しながら実施した。
3）国家試験受験手続きに関する事項：例年と同様に、看護師国家試験、保健師国家試験の受験手続きのとりまとめ等を
実施した。

4）その他国家試験に関して必要な事項：対面形式で、国家試験壮行会を執り行った。
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令和7年度
の課題

1）新卒者の看護師・保健師国家試験の100％合格
2）早期からの国家試験対策への支援
3）国家試験対策の学習環境支援
4）模擬試験手続き等の業務の適正化
5）学生負担（模試費用等）の軽減策の提言

（5）入試・広報委員会

目的

1）学生募集及び入学試験の広報に関する事項
2）学力検査の試験科目及びその実施に関する事項
3）出題、採点及び合否判定の基準等に関する事項
4）面接及び健康診断等の方法に関する事項
5）合否判定資料の作成に関する事項
6）その他入学試験に関して必要な事項
7）広報誌等の発行に関する事項
8）ホームページに関する事項
9）その他広報に関して必要な事項

構成員

委員長：中島佳緒里
委　員：森田一三、南谷志野、鈴木寿摩、清水美代子、神道那実、栩川綾子、中島伸一、古田昌明、
事務局：企画・地域交流課 中根春波、寺本庄吾、芝口太一
オブザーバー：小林寿

開催回数 20回

活動概要

1）学生募集及び入学試験の広報に関する事項
（1）進学説明会
愛知県外（静岡県・岐阜県）含め計11回の進学説明会に参加した。

（2）オープンキャンパス
コンセプトを分けたオープンキャンパスを5月 25日（入試対策）、8月 22日（大学の特色）、9月 28日（保護者向け）
の計3日間開催した。参加者は、5月は 144名のうち、高校生（3年生：70名、2年生：10名、1年生：2名）、2024
卒：1名、保護者：61名、8月は 456 名のうち、高校生（3年生：146、2年生：103 名、1年生：44名）、中学生：
5名、高校教員1名、保護者：157名、9月は 104名のうち、高校生30名（3年生：24名、2年生：5名、1年生：1
名）、保護者：28名、同伴者 43名、その他：3名の、延べ 704名が参加した。
（3）施設見学
随時個別の施設見学を受け付け、高校生合計9名の来校があった。
長野県伊那弥生ヶ丘高校から団体での施設見学を受け付け、40名（高校 1年生 38名、引率教諭 2名）、富山県立大門
高等学校から7名（高校 2年生、養護教諭1名）の来校があった。
（4）進学情報交換会
高校教員を対象とした進学情報交換会をオンライン開催し、6校の参加があった（県外より2校参加）。

（5）高校訪問
7月に 36校の訪問を行った。進路指導教諭にオープンキャンパス、大学案内や入試過去問題集、入試情報等を提供した。

（6）推薦選抜対策
在学生による推薦選抜に向けた面接講座を、推薦選抜試験の受験生を対象としてオンラインで開催し、高校生 25名が
参加した。
（7）独自選抜対策
12月に進学情報サイトでのエントリーマッチ広告を実施した。

（8）指定校推薦
指定校推薦の対象高校の数を増やすために、県外も含めて対象高校の検討を行った。

（9）広報活動
7月に名鉄豊田線の電車内ドア横でオープンキャンパスの広告を行った。また、進学相談会来場者に対して、LINE の配
信企画で 11月に推薦選抜、12月に独自選抜の広報を行った。大学の認知度向上やオープンキャンパス及び一般選抜の周
知のために Instagramで広告を行った。ナーチャリング強化のために、スタディサプリのメール配信機能を用いて、大学
の魅力発信を約100回実施した。
2）学力検査の試験科目及びその実施に関する事項
大学共通テスト利用選抜（後期）の出願期間を前に延ばし、独自選抜等と併願できるようにした。
3）出題、採点及び合否判定の基準等に関する事項
アドミッション・ポリシーに基づき問題作成要領の見直しと修正を行った。
順位付けの原則について審議し、決定した。
4）面接の方法に関する事項
昨年と同様の方法で面接を行った。
5）合否判定資料の作成に関する事項
過去の歩留まりや倍率を参考とし、合否判定資料を作成した。追加合格の通知と手続き期間を前倒しにして、入学者確
保につなげた。
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活動概要

6）その他入学試験に関して必要な事項
大学独自選抜の名称を「大学独自選抜特待生プラス」と変更した。
7）広報誌等の発行に関する事項
広報紙『いとすぎの丘』を年2回（5月・11月）に計 7,200 部発行した。
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院の院長の講演会で配布するチラシの作成を行った。
8）ホームページに関する事項
本学のイベントや入試情報の公開を適宜行った。令和 7年度にホームページおよび大学案内のリニューアルをするため
に、業者の選定及び担当チームを立ち上げた。
9）その他広報に関して必要な事項
（1）公開授業の実施
豊田東高校で模擬授業を実施した。

（2）豊田・みよし地区探究活動発表会への参加
愛知県立豊田西高校が主催する「豊田・みよし地区探究活動発表会（旧 SSH成果発表会）」に本学の教員が参加し、本
学学生の卒業研究と自己の研究を紹介した。
（3）献血ルームゲートタワー26への展示
献血ルームゲートタワー26の展示スペースに、本学のサークル活動と赤十字史料室の資料の展示を行った。

（4）ソーシャルネットワークによる広報
SNS（X、LINE、Instagram）による情報発信を実施した。推薦選抜試験の受験生を対象に質問箱を設置し、Xに回答
を投稿した。LINE チャット機能を使用し、7月下旬から 1か月間限定で質問・相談対応を行った。Instagramでは本学
の行事だけでなく、受験生への応援メッセージや学術情報センターからの情報を掲載し、更新頻度を高めた。
（5）病院祭への参加
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一・第二病院の病院祭に参加した。イベントブースでは、体圧測定器を使用し
たシャドークイズと希望者に大学案内を配布した。

次年度の
課題

1）志願者の確保
大学への志向性の向上と推薦選抜への出願者数の増加を目的にしたオープンキャンパスを企画し、年内入試による入学
者数の確保をする。また、大学独自選抜においては他大学の動向を掴みながら、試験日・出願期間の検討をする。さらに、
大学の認知度を向上させるための広報活動の強化を図る。
2）入試改革に対する対応
文部科学省・大学入試センターからの通知をもとに令和7年度入試について検討する。
また、面接方法の変更、総合型選抜導入に向けた具体案を委員会内で検討する。

（6）国際交流委員会

活動目的

日本赤十字豊田看護大学 国際交流委員会規程第2条に定める以下の事項を審議する。
1）教員の国際学術交流に関する事項
2）海外からの研究者・教育者・学生等の受入れに関する事項
3）学生の国際交流・海外研修に関する事項
4）その他学長が必要と認める事項

構成員
委員長：鈴木寿摩
委　員：カルデナス暁東、松崎久美、近藤絵美、神谷美帆、古田昌明、加藤信子、村瀬悠香代
事務局：総務課 澤村瑛美

委員会
開催回数

11回

活動概要

1．教員の国際学術交流に関する事項
1）タイ赤十字看護大学（STIN: Srisavarindhira Thai Red Cross Institute of Nursing）との共同研究テーマを募集した。
2．海外からの研究者、教育者・学生等の受入れに関する事項　及び
3．学生の国際交流・海外研修に関する事項
1）STIN 受入
2024年 6月 23日（日）～ 6月 30日（日）STIN 学生 5名を受け入れ、本学学生及び教職員との交流を行った。
2）STIN 派遣
2024年 9月 1日（日）～ 9月 8日（日）学生5名を STIN へ派遣した。
3）海外語学研修
2025年 3月 8日（土）～ 3月 24日（月）オーストラリア語学研修を実施し、学生6名が参加した。
4）韓国中央大学校赤十字看護大学との国際交流協定（MOU）締結
締結に先立ち、2024 年 9月 25日（水）～ 9月 27日（金）まで委員 2名が韓国を訪問し、MOUの内容確認や今後
の交流プログラムについて協議を行った。その後、10月 31日（木）MOU締結をし、次年度から学術交流や学生交流を
開始する予定である。
5）スウェーデン赤十字看護大学との交流開始
2024年 10月 30日（水）の教授会及び 11月 20日（水）の経営会議において、スウェーデン赤十字看護大学との交
流が承認された。2024年 12月 5日（水）及び 2025年 2月 12日（水）にオンライン打ち合わせを実施し、交換プロ
グラム（期間・内容等）について協議を進めた。次年度は現地視察を予定し、MOU締結を目指す。
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活動概要

6）情報発信
2025年 2月 5日（水）内閣府青年国際交流事業の日本人青年募集開始について周知。
4．その他学長が必要と認める事項
1）「学生留学規程」の見直しについて、協議開始。

次年度の
課題

1．海外からの研究者、教育者 学生等の受入れに関する事項
1）スウェーデン赤十字大学との関係構築・MOU締結を目指す。
2．学生の国際交流・海外研修に関する事項
1）「学生留学規程」の見直し
2）「国際交流等に伴う危機管理対策要項」の見直し
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7．研究科運営
1）今年度の取り組み
（1）共同看護学専攻（博士課程）における FDの実施
文部科学省からの通達を受けてのFDを①テーマ：「混合研究法（MMR）～研究デザインとデータ統合の類型～」、
②実施日時及び実施方法：令和 6年 12 月 3 日（火） 16：00 ～ 17：00 オンライン開催、③講師：京都大学医学研
究科客員研究員 成田慶一 氏、で実施し、参加対象の教職員及び学生 96 名のうち 67 名が参加した（参加率：
69.8%）。

（2）リカレント教育の推進
文部科学省は社会人の職業に必要な能力の向上を図る機会の拡大を目的として、大学・大学院等における釈迦
人や企業のニーズに応じた実践的・専門的なプログラムを教育辞せ戦力育成プログラム（BP）として認定し、構
成労働量の教育訓練給付制度とも連携して社会人の学びなおし制度を推進している。教育訓練給付制度の申請に
向けて、対象となる大学院合格者に向けて教育訓練給付医制度に関する説明会を実施した。

（3）学修 eポートフォリオの活用
大学院においても学部と同様の取り組みとして、学生の学修を支援するためのツールとしてポートフォリオ機
能の導入を検討した。定期的に履修科目の修得状況や研究進捗、履修における自己の課題を明文化し指導教員と
共有し必要に応じて教員の助言を得るというプロセスを可視化できるようになることが期待される。

2）次年度に向けての課題
次年度に向けての課題として、①博士課程学生向けのFD活動を活性化していく方法を検討する。②学修 eポー
トフォリオの活用を円滑に運用できるようにする。、③大学院の定員充足が実現していないため引き続き改善策を
検討する。

3）研究科委員会組織および委員一覧
委員会名 委員長 委員

大学院研究科委員会 研究科長

事務局長、下間特任教授、森田教授、山田教授、南谷教授、東野教授、カルデナス
教授、小林（尚）教授、野口教授、岡田教授、巻野准教授、石黒准教授、栩川准教授、
中島准教授、藤井准教授、清水（み）准教授、天木准教授、深谷准教授、岡津准教授、
神道准教授、原田准教授、清水（美）准教授、長尾講師、学長（オブザーバー）、参
事（オブザーバー）

大学院入試・広報委員会 森田教授 南谷教授、栩川准教授、清水（み）准教授、企画・地域交流課長、アドミッション
オフィサー

大学院教務・学生委員会 カルデナス教授 南谷教授、小林（尚）教授、岡田教授、参事、学務課長
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4）研究科委員会

活動目的

1）学生の入学、再入学、及び復学に関すること
2）修了認定及び学位の授与に関すること
3）教育課程の編成に関すること
4）学生の履修に関すること
5）学生の休学、退学、除籍、その他学籍の変更に関すること
6）学生の厚生補導及び賞罰に関すること
7）人事委員会の要請に基づく教員人事に関すること
8）本学が定める諸規程の規定により研究科委員会での審議等を定めているもの
9）大学院学則の改正（本学の経営に関することを除く）に関すること
10）教育又は研究に関する重要事項に関すること
11）その他学長が必要と認める事項

構成員

委員長：長谷川喜代美
委　員： 山田聡子、小林寿、下間正隆、森田一三、南谷志野、東野督子、カルデナス暁東、小林尚司、野口眞弓、岡田摩理、

巻野雄介、石黒千映子、栩川綾子、中島佳緒里、藤井愛海、清水みどり、天木伸子、深谷由美、岡津愛子、神道
那実、原田真澄、清水美代子、長尾佳世子

オブザーバー：百瀬由美子、古田昌明
事務局：学務課

委員会
開催回数

16回 

活動概要

研究科委員会にて、以下の事項を審議した。
第１回　「災害と法律・制度」の科目担当について

研究科委員会規程の改正について
既修得単位の認定について
令和6年度前期履修登録について
令和6年度新入学生の研究指導教員について

第２回　社会人学生がより学びやすいような手続きの合理化について
第３回　学生の学位取得に関連する事務手続きの合理化について

発表会及び審査の参加方法について
第４回　修士課程学位審査規程の改正について
第５回　令和6年度後期　科目等履修生の受け入れについて
第６回　令和7年度日本赤十字豊田看護大学研究科看護学専攻（修士課程）第１回入学試験の判定
第７回　令和6年度前期成績認定について
第８回　令和7年度行事日程・審査スケジュールについて
第９回　日本赤十字豊田看護大学大学院　研究生規程の改正について

共同看護学専攻「特別研究」にかかる科目内時間講師の実施回数について
ティーチング・アシスタント取扱規程及びリサーチ・アシスタント取扱規程の改正について

第10回　科目研究担当審査について
2025年度各種委員会一覧（案）について

第11回　科目研究担当審査について
修士課程 研究計画審査の審査委員について

第12回　令和 7年度日本赤十字豊田看護大学研究科看護学専攻（博士課程）第２回入学試験の判定
第13回　論文の審査及び最終試験の合否について

修了予定者の後期成績認定及び単位修得状況について
修士課程の学位記授与の判定について
令和7年度前期科目等履修生等の受入について
2024年度博士学位の授与及び課程修了の認定について
学術情報リポジトリの登録延期申請について

第14回　精神看護学領教授の担当についての審議結果
小児看護学領域教授の担当についての審議結果

第15回　令和 6年度後期在学生の成績認定について
学籍異動（博士　復学）について
令和7年度長期履修学生（修士及び博士）の申請について

第16回　令和 7年度入学生長期履修学生（修士）の申請について
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5）大学院委員会の活動報告
（1）大学院入試・広報委員会

活動目的

1）学生の確保、学生募集に関する事項
2）学生募集要項に関する事項
3）入学者の選抜方法に関する事項
4）入学試験の実施に関する事項
5）その他入学試験に関する事項

構成員
委員長：森田一三
委　員：南谷志野、栩川綾子、清水みどり、中島伸一、古田昌明
事務局：企画・地域交流課　中根春波、芝口太一、寺本庄吾

委員会
開催回数

17回

活動概要

1）学生の確保、学生募集に関する事項
（1）大学院説明会
第1回 2024年 6月 22日（土）及び第2回 2024年 10月 19日（土）の 2回実施し、オンラインと対面を併用して
開催した。参加者は、第1回は修士課程6名、第 2回は修士課程7名、博士課程2名であった。
（2）大学院説明会の案内の作成と配布
大学院説明会の案内は、中部・近畿圏私立大学（72大学）、中部圏の専門学校（83校）、（実習施設を除く）400床以

上の県内病院（36病院）、実習施設（80施設）に送付した。
（3）広報戦略に関する検討
① 大学院説明会参加者の増加を図るため、大学院説明会の知名度向上を狙い、令和 7年度はWEB広告を実施すること
が決定された。
② 中部ブロック赤十字病院セミナーにおいて、赤十字病院の看護師への広報としてチラシを作成し、大学ガイドブック
とともに21部配布した。
③ 専門職向け研修会等の参加申込者の個人情報を収集し、大学院説明会開催の案内メールを送付した。（送付人数：第 1
回 180 名、第 2回 270 名）
④ 卒業生宛ての広報として、卒後 5年目以降の学年を対象に SMSを利用して大学院説明会の案内を送信した。（送付人
数：第1回 1288 名、第 2回 1276 名）

2）学生募集要項に関する事項
博士課程のアドミッション・ポリシーが変更となったため、学生募集要項に明示した。
3）入学者の選抜方法に関する事項
2018年度に試験問題作成要領・面接実施要領を作成し、継続して活用した。
4）入学試験の実施に関する事項
第1回 2024年 9月 7日（土）及び第2回 2025年 2月 15日（土）の 2回実施した。受験者は5名（修士課程4名、
博士課程1名）であった。
第1回：受験者 4名（修士課程4名、博士課程0名）
第 2回：受験者 1名（修士課程0名、博士課程1名）
5）その他入学試験に関する事項
特になし

次年度の
課題

1）入学試験採点シートの改善
2）広報活動の充実
3）大学院説明会参加者の増加および参加者の受験率向上
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（2）大学院教務・学生委員会

活動目的

1）教育課程及び履修に関する事項
2）学生の試験及び単位の認定に関する事項
3）学生の入学、退学、転学、留学、休学、復学及び除籍に関する事項
4）学生の賞罰及び厚生補導に関する事項
5）学生の進路並びに就職指導に関する事項
6）非常勤講師等に関する事項
7）その他教務、学生の指導等に関して必要な事項

構成員
委員長：カルデナス暁東
委　員：小林尚司、南谷志野、岡田摩理、夏目美和、古田昌明
事務局：学務課 木村美希、ロベル智子

委員会
開催回数

17回（文書審議 6 件含む） 

活動概要

1）教育課程及び履修に関する事項
（1）学修方法の検討のための e- ポートフォリオの活用について
院生が履修状況及び成績について学務システムで確認し、指導教員の助言を得ながら現状把握と修了に向けた学修方法
を検討できる仕組みを構築するための検討を行い、2025年度から大学院でも e- ポートフォリオの振り返り機能を用いて
指導教員と研究進捗や学修状況の振り返りを実施することを決定した。
（2）共同看護学専攻の研究計画及び論文審査の提出状況の確認
評価点検の一環として、共同看護学専攻における本学所属学生の研究計画審査及び論文審査の提出状況を本委員会で確
認することを2024年度より開始した。
（3）修士課程　研究計画発表会
研究計画発表会を以下のとおり実施した。
　　　第1回 開催日： 2024年 7月  5 日（金） 発表者なしのため開催見送り
　　　第2回 開催日： 2025 年 1月 10日（金） 発表者：2 名

（4）修士論文・課題研究論文発表会
修士論文・課題研究論文発表会を以下のとおり実施した。
　　　第1回 開催日：2024年 7月  5 日（金） 発表者なしのため開催見送り
　　　第2回 開催日： 2025年 1月 17 日（金） 発表者：9 名

（5）修士課程　研究計画審査
研究計画審査件数は、2 件であった。

（6）修士論文・課題研究論文審査
修士論文及び課題研究論文審査件数は、9 件であった。

（7）修士課程の論文審査等に係る書類手続き方法の見直し
令和 5年度に引き続き、審査関連手続きの利便性を向上するため検討を行い、研究計画書や論文の初回提出からオンラ
インでの提出が可能になるよう手続き方法を変更・周知し、令和6年度 3月修了にかかる審査から適用した。計9名述べ
11回分の論文の提出がオンラインで提出された。
（8）修士課程の履修の事前確認
学生の履修計画及び履修登録申請内容を確認し、各科目の開講にかかる事前調整を行った。

（9）修士課程の授業評価の実施
授業評価アンケートを実施・集計し、学生評価及び教員の自己評価の内容を確認し、結果の公表（履修者一名の科目は
個別フィードバック）を実施した。
（10）ディプロマポリシーの評価
令和5年度修了生におけるディプロマポリシー毎の GPA 及び修了時の学生アンケート結果を用いて評価を行った。

（11）オンライン開講を活用した学生の履修支援
学生の希望に応じて授業や発表会をオンラインで実施（ハイブリッド含む）し、就業しながらの学修を支援した。
2）学生の試験及び単位の認定に関する事項
（1）既修得単位の確認
既修得単位認定申請に基づき、入学生3名の既修得単位の認定について確認した。

（2）単位修得状況の確認
各科目担当教員から提出された成績評価に基づき、科目の単位修得状況を確認した。

48



Ⅱ　組織・運営

活動概要

3）学生の入学、退学、転学、留学、休学、復学及び除籍に関する事項
（1）学生の入学、退学、休学、復学
学生の入学、退学、休学、復学者数及び長期履修の申請件数は表 1 のとおりであった。

表1　2024 年度 学生の入学、退学、休学、復学者数
修士課程 博士課程

入学 7 3
退学 1 0
休学 0 4
復学 1 2

長期履修申請（R7入学分） 3 1

（2）研究生・履修証明プログラム履修生・科目等履修生・聴講生の受入れ
研究生・履修証明プログラム履修生・科目等履修生・聴講生の受入れは、表 2 のとおりであった。

表2　2024 年度 研究生・履修証明プログラム履修生・科目等履修生・聴講生受入数
前期 後期

研究生 1
履修証明プログラム履修生 1（R5からの継続）

科目等履修生 1 1
聴講生 2 0

より利用しやすい制度とするため、卒業生アンケートで得られた要望を参考に、研究生の入学時期を 1年に 1回から 2
回に増やすことを検討し、2025年度入学生から適用できるよう関係規程を改正した。
併せて履修証明プログラム制度の利用促進策として、修了後の学納金の減免制度についての案内を追加した広報素材を
広報部門に提供し合理的なかたちで認知向上を図った。
4）学生の賞罰及び厚生補導に関する事項
学内での健康診断について案内した。
5）学生の進路並びに就職指導に関する事項
（1）修了生の学位論文の投稿・掲載状況の確認
（2）認定看護管理者・専門看護師の資格取得者数の確認
資格取得者については、従来の合格情報に加えて、5年に 1度の資格更新を行っているかを確認することとした。
昨年度開始した「認定看護管理者コース」修了生の継続アンケートについては、2026年度より認定看護管理者の受験
資格要件が変更されることに伴い今後は実施不要であることを確認した。
（3）修了生アンケートによる修了後のキャリア状況等の把握
6）非常勤講師等に関する事項
『災害と法律・制度』の開講にかかる新規非常勤講師について、大学院科目・研究担当審査委員会に申請した。
共同看護学専攻『特別研究』の科目時間内講師について審査を行うとともに、指導回数の上限について検討し、今後の
方針を決定した。
7）その他教務、学生の指導等に関して必要な事項
（1）大学院特別講演会の開催
テ ー マ：地域共生社会と地域包括ケアについて 
講　　師：日本福祉大学　名誉教授　二木立　氏
日　　時：2024 年 10月 21日（月）16：20～ 17：50
開催方法：対面及びオンライン（Zoom 使用）のハイブリッド開催
参加人数：対面24名 （院生 9名、教員 14名、職員 1名）、
　　　　　WEB参加 29名（院生 10名、教員 5名、講師関係者14名）　　計 53名

（2） 看護系技官による出張講義の開催
テ ー マ：厚生労働政策・看護政策と看護系技官の役割について
講　　師：厚生労働省　医政局看護課　看護サービス推進室　松田 咲野　氏
日　　時：2024年 11月 13日（水）16：20～ 17：50
参加人数：30名（院生 9名、学部生 3名、教員 17名、職員 1名）

（3）教育訓練給付金講座指定申請に伴う入学予定者向け説明会の開催
2025年度より一部コースの指定を「一般」から「専門実践」に移行する申請を行うにあたり、制度や対応する履修計
画について入学予定者に説明するための説明会の開催について調整を行った。

次年度の
課題

1）審査手続きのペーパーレス化等、社会人学生がより学びやすいような手続きの合理化について検討する。
2）令和 6年度新設の老年・在宅看護学領域　専門看護師コースについて円滑に運営を行う。
3）履修証明プログラム・科目等履修制度の活用促進にむけた制度の認知向上施策を検討する。
4）ポートフォリオの活用呼びかけ及び評価を行う。
5）プレ FDについて検討する。
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8．事務局運営
1）今年度の取り組み
（1）機関別認証評価の受審
公益財団法人大学基準協会による機関別認証評価において適合判定を得ることができた。今回の機関別認証評
価では内部質保証の仕組みが重点的に審査された。大学運営に関する事項については「経営会議」、学生の受け入
れについては「アドミッションオフィス」、教育に関することは「教育の質保証委員会」、地域貢献については「ヘ
ルス・プロモーションセンター」での点検・評価を経て学長に報告する仕組みとなっており、これらに「IR 室」
を含めた 5つの組織を内部質保証の推進組織としている。このことについて、体系的かつ適切に整備され、教育
の質を維持・向上させるための取り組みが組織的に運用されていることが認められた。
教育については、学部・大学院ともに「3つのポリシー策定の基本方針」に基づいて学位授与方針（ディプロマ・
ポリシー）や、教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）、学生の受け入れ方針（アドミッション・
ポリシー）を定め、公表していること、学習成果の測定については、学部での学習成果に関する自己評価の検討
に加え、学部及び大学院修士課程では、学位授与方針に関連する科目のGPAを測定し、学位授与方針の達成状況
を検討するなど積極的に取り組んでいると評価された。
社会連携・社会貢献については、地域住民の健康増進と健康意識の醸成を図ることを目的とした各種公開講座
の開催や看護の質の向上を目的とした専門職向けの研修会等を行うほか、大学所在地である豊田市から中部地方
までを視野に入れた地域住民の健康づくりや防災活動を積極的に展開していると評価された。
また、「学術情報センター・図書館」内の赤十字史料室で保管している、貴重な赤十字史料に関する管理・活用
の取り組みも特筆すべき長所として高く評価された。

（2）デジタルトランスフォーメーション推進にかかる取り組み
学校法人日本赤十字学園の 2040 年に向けたグランドデザインでは、赤十字 6大学が教育共同体として目指す目
標の一つとして、デジタルトランスフォーメーション推進による共同で利用可能な教育環境の整備を以下の通り
掲げており、連携しながらこれに取り組んでいる。
現在、各大学共通の教育基盤の整備として、ラーニングマネジメントシステム（以下「LMS」という。）、コン
テンツマネジメントシステム（以下「CMS」という。）の導入を進めている。本学では今年度既にCMSを導入し
ており、LMSとの連携を行った上で令和 8年度からの本格運用を目指している。

（3）赤十字史料のデジタル化
本学は平成 16 年の開学時に、図書館内に赤十字史料室を設置し、明治・大正・昭和初期に日本赤十字社が作成
した内部文書や記録写真、国内外の書籍等を収めている。所有者は愛知県犬山市の博物館明治村で、借用協定書
を締結し大切に保管している。1年生は毎年「赤十字総合セミナー」で史料室を見学する。今年度も史料の原本を
目にすることで、赤十字の歴史を実感し赤十字への関心を高めた。また、近代史や赤十字史の研究者のために史
料文書のマイクロフィルムを開示し、学内外で広く活用していただいた。
現在、学園事業の一環として、所有者の明治村の許可を得たうえで、マイクロフィルムからのデジタル化に取
り組んでいる。将来アーカイブ化することにより、学園内の 6大学の学生・院生教育に活かされ、かつ研究者、
メディアなどに広く赤十字の活動や歴史が周知されていくことを目指している。

（4）数理・データサイエンス・AI 教育プログラム（リテラシーレベル）の認定
看護学部の教育課程における教育プログラム「看護のデータサイエンス」が文部科学省の令和 6年度「数理・デー
タサイエンス・AI 教育プログラム（リテラシーレベル）」に認定された。本制度は数理・データサイエンス・AI
に関する、大学等の正規の課程の教育プログラムのうち、一定の要件を満たした優れた教育プログラムを文部科
学大臣が認定 /選定することによって、大学等が数理・データサイエンス・AI 教育に取り組むことを後押しする
制度である。本学の「看護のデータサイエンス」は全て必修科目で構成されていることから、看護学部入学者は
今後全員が同プログラムを受講することとなる。
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Ⅱ　組織・運営

2）次年度に向けての課題
2025 年度は、日本赤十字学園として策定した「学校法人日本赤十字学園の 2040 年度に向けたグランドデザイン」
を受けて、本学が昨年度策定した 2024 年度から 2028 年度までの第四次中期計画の 2年目にあたる。引き続き、
新たな中期計画に基づいた本学の計画を着実に推進していく。
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Ⅲ　看護学部教育活動

1．カリキュラム
1）教育目的・目標
本学は、大学の目的である「学術の中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、
知的、道徳的及び応用的能力を展開させること」（学校教育法第 83 条）と、建学の精神である人道を基盤とした
赤十字の思想を備えた人材を涵養する。
それは、赤十字の理念に基づく全人的、科学的な看護を実践するための主体的な行動力、感性を兼ね備えた人
間性と社会性豊かな個人を育み、さらには国内外の保健・医療・福祉・救護の場で個人を尊重した看護活動がで
きる基礎力を有し、看護の教育・研究の発展に資することができる看護専門職の育成をすることである。

【教育目標】
これらの教育理念と目的を達成するために、以下に（1）～（6）の目標を置く。
（1）赤十字の人道理念を実践できる看護専門職を育成する。
（2）人格的成熟・自立をはかり、他者との関係性を発展させることができる能力を培う。
（3）事実を的確に判断し、問題を抽出し、創造的に解決できる能力を育む。
（4）看護の基礎を踏まえ、科学的・倫理的判断に基づく看護を提供できる能力を養う。
（5）社会的責任を自覚し、生涯にわたって学習し、他の専門職と協働活動し得る能力を養う。
（6）常に世界に関心を持ち、看護実践を通じて国際貢献できる能力を養う。

2）ディプロマポリシー
本学の教育理念、教育目的、教育目標を実現することを意図したカリキュラムを編成し、所定の単位を修めた
学生は卒業が認定され、学士（看護学）の学位を授与する。卒業までに以下に挙げるようなことを身に着けてい
ることが求められる。
（1）尊厳と権利を擁護する力 
赤十字の基本原則を理解し、人間としての尊厳と権利を尊重・擁護するために専門的立場から行動すること
ができる。

（2）生命・生活を支える力  
コミュニケーション技術や生きる力への思いやりの態度を身につけ、人の生命や生きる営みを支えることが
できる。

（3）人間を理解する力  
一人の人間を身体的・精神的・社会的な側面から、統合的に理解することができる。

（4）問題を解決する力 
事実を把握したうえで、専門的知識、先行研究、経験等を活用し、状況について多角的に分析・評価を行い、
問題を創造的に解決することができる。

（5）看護を実践する力  
健康問題に対する人間の反応を把握し、個別性を尊重した看護を的確かつ安全に実施することができる。

（6）多職種と協働する力 
地域社会における保健・医療・福祉・救護の分野で看護が担うべき役割を認識し、他の専門職と協働して看
護ケアを実施することができる。 

（7）自ら学び続ける力  
自己啓発力・自己学習力をもって、生涯にわたって学び続けることができる。 

（8）グローバルに視る力 
国際社会における健康ニーズを把握するために異文化の理解に努め、グローバルな視野に立って、専門職と
しての看護の役割を認識することができる。

（9）災害時のニーズを理解する力 
災害時の救護、災害関連死の予防、防災教育などを実践するための基礎的能力を養い、被災者の生活に関す
る健康ニーズを理解することができる

Ⅲ　看護学部教育活動
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Ⅲ　看護学部教育活動

3）教育課程表
教育課程表（2020 年度以降入学者適用）

区分 授業科目 単位数 時間数
履修方法
及び
卒業要件

履修年次及び単位数
1年次 2年次 3年次 4年次 計必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

教
養
科
目

人
間

哲学 1 15

必修
15単位

選択
7単位
以上

1 1
教育学 2 30 2 2
生命倫理 1 15 1 1
人間発達論 1 15 1 1
家族論 1 15 1 1
法学・日本国憲法 2 30 2 2
音楽論 1 15 1 1
英語Ⅰ 1 30 1 1
英語Ⅱ 1 30 1 1
英語Ⅲ 1 30 1 1
英語Ⅳ 1 30 1 1
英語Ⅴ 1 30 1 1
上級英語 1 30 1 1
スペイン語 1 30 1 1
ポルトガル語 1 30 1 1

環
境

社会学 2 30 2 2
環境問題と健康 1 15 1 1
文化人類学 2 30 2 2
日本文化論 1 15 1 1
情報リテラシー 1 15 1 1

健
康

スポーツ健康科学 1 15 1 1
スポーツレクリエーション実技 1 30 1 1
遺伝と健康 1 15 1 1

赤
十
字

看護プロフェッショナルセミナー 1 30 1 1
ボランティア活動論 1 30 1 1
赤十字原論 1 15 1 1
赤十字と活動 1 15 1 1
赤十字総合セミナー 1 15 1 1

小計 15 17 645 22 13 13 2 1 1 1 0 1 32

専
門
基
礎
科
目

人
間

形態機能学Ⅰ 2 60

必修
21単位

2 2
形態機能学Ⅱ 2 60 2 2
形態機能学Ⅲ 1 15 1 1
免疫学 1 15 1 1
栄養代謝学 1 30 1 1
人間工学 1 30 1 1

環
境

公衆衛生学 1 15 1 1
社会福祉学 1 30 1 1
保健医療福祉行政論Ⅰ　※ 1 15 1 1
保健医療福祉行政論Ⅱ　※ 2 30 2 2
保健情報演習　※ 1 30 1 1
保健統計　※ 1 30 1 1
疫学Ⅰ　※ 1 15 1 1
疫学Ⅱ　※ 1 30 1 1

健
康

薬理学 1 30 1 1
微生物学 1 15 1 1
感染制御論 1 15 1 1
病理学 1 15 1 1
臨床検査概論 1 15 1 1
リハビリテーション論 1 30 1 1
臨床心理学 1 15 1 1

小計 21 3 540 21 6 8 6 2 2 0 0 0 24
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Ⅲ　看護学部教育活動

区
分

分
野

領
域 授業科目 単位数 時間数

履修方法
及び
卒業要件

履修年次及び単位数
1年次 2年次 3年次 4年次 計必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

専
門
科
目

基
盤
育
成
看
護
学

基
礎
看
護
学

看護学概論 2 30

必修
83単位

2 2
コミュニケーション論 1 15 1 1
看護過程Ⅰ 1 15 1 1
看護過程Ⅱ 1 15 1 1
ヘルスアセスメント基礎 1 30 1 1
看護倫理学 1 15 1 1
基礎看護技術Ⅰ 1 30 1 1
基礎看護技術Ⅱ 1 30 1 1
基礎看護技術Ⅲ 1 30 1 1
基礎看護学実習Ⅰ 1 45 1 1
基礎看護学実習Ⅱ 2 90 2 2

看
護
管
理
学

看護管理学Ⅰ 1 15 1 1
看護管理学Ⅱ 1 15 1 1
医療安全論 1 15 1 1
看護キャリア開発論 1 15 1 1
看護管理学実習 1 45 1 1

ケ
ア
創
生
看
護
学

成
人
看
護
学

成人急性期病態・治療論Ⅰ 1 30 1 1
成人急性期病態・治療論Ⅱ 1 30 1 1
成人慢性期病態・治療論Ⅰ 1 30 1 1
成人慢性期病態・治療論Ⅱ 1 30 1 1
成人急性期看護学概論 1 15 1 1
成人周術期看護論 1 30 1 1
クリティカルケア論 1 30 1 1
成人慢性期看護学概論 1 15 1 1
成人慢性期援助論Ⅰ 1 30 1 1
成人慢性期援助論Ⅱ 1 30 1 1
成人看護学技術演習Ⅰ 1 30 1 1
成人看護学技術演習Ⅱ 1 30 1 1
成人看護学基盤実習 2 90 2 2
成人急性期看護学実習 2 90 2 2
成人慢性期看護学実習 2 90 2 2

母
性
看
護
学

母性病態・治療論 1 30 1 1
母性看護学概論 2 30 2 2
母性看護学援助論 1 30 1 1
母性看護学技術演習 1 30 1 1
母性看護学実習 2 90 2 2

小
児
看
護
学

小児病態・治療論 1 30 1 1
小児看護学概論 2 30 2 2
小児看護学援助論 1 30 1 1
小児看護学技術演習 1 30 1 1
小児看護学実習 2 90 2 2

地
域
共
生
看
護
学

老
年
看
護
学

老年病態・治療論 1 30 1 1
老年看護学概論 2 30 2 2
老年看護学援助論 1 30 1 1
老年看護学技術演習 1 30 1 1
老年看護学実習Ⅰ 3 135 3 3
老年看護学実習Ⅱ 1 45 1 1

在
宅
看
護
学

在宅看護学概論 2 30 2 2
在宅看護学援助論 1 30 1 1
在宅看護学技術演習 1 30 1 1
在宅看護学実習 2 90 2 2

精
神
看
護
学

精神病態・治療論 1 30 1 1
精神看護学概論 2 30 2 2
精神看護学援助論 1 30 1 1
精神看護学技術演習 1 30 1 1
精神看護学実習 2 90 2 2

災
害
看
護
学

災害看護学概論 2 30 2 2
災害看護学援助論 1 30 1 1
災害看護学技術演習Ⅰ 1 30 1 1
災害看護学技術演習Ⅱ 1 15 1 1
国際救援看護論 1 15 1 1
国際救援看護論演習 1 30 1 1
国際救援看護論実習 1 45 1 1
国際救援と英語 1 15 1 1
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区
分

分
野

領
域 授業科目 単位数 時間数

履修方法
及び
卒業要件

履修年次及び単位数
1年次 2年次 3年次 4年次 計必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

専
門
科
目

地
域
共
生
看
護
学

公
衆
衛
生
看
護
学

公衆衛生看護学概論Ⅰ　※ 1 15

必修
83単位

1 1
公衆衛生看護学概論Ⅱ　※ 1 15 1 1
保健指導方法論　※ 2 30 2 2
健康教育方法論Ⅰ　※ 1 15 1 1
健康教育方法論Ⅱ　※ 1 30 1 1
家族生活支援論　※ 2 30 2 2
産業看護論　※ 1 15 1 1
学校看護論　※ 1 15 1 1
地区活動論　※ 2 30 2 2
地域診断論　※ 4 60 4 4
公衆衛生看護管理　※ 2 30 2 2
公衆衛生看護学実習　※ 5 225 5 5

看
護
の
技
と

知
の
統
合

心のリハビリテーション 1 15 1 1
ヘルスアセスメント応用 1 15 1 1
技術特別演習 1 15 1 1
統合実習 1 45 1 1
卒業研究Ⅰ 1 15 1 1
卒業研究Ⅱ 2 60 2 2

小計 83 28 3045 83 4 3 14 31 20 25 12 2 111
※：保健師教育課程を専攻する学生は必修

合計 126 23 24 22 34 23 26 12 3 167
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Ⅲ　看護学部教育活動

科目担当教員一覧
科目名 学年 開講期間 必修科目 教員名（□は科目主担当）

哲学 1 後期 選択 村瀬雅俊
教育学 1 後期 選択 龍崎忠
生命倫理 2 前期 必修 森下直貴
人間発達論 1 前期 必修 青柳眞紀子
家族論 1 後期 必修 岡田摩理
法学・日本国憲法 1 前期 選択 早野暁
音楽論 1 後期 選択 中野里美
英語Ⅰ 1 前期 必修 鈴木寿摩 松崎久美
英語Ⅱ 1 後期 必修 鈴木寿摩 松崎久美
英語Ⅲ 2 前期 必修 鈴木寿摩 松崎久美
英語Ⅳ 2 後期 必修 鈴木寿摩 松崎久美
英語Ⅴ 3 前期 必修 鈴木寿摩 松崎久美
上級英語 4 後期 選択 Steeve Plante
スペイン語 1 後期 選択 ブストス ･シアン カルロ
ポルトガル語 1 後期 選択 ヴァスコンセロス クラウディオ
社会学 1 前期 選択 加藤典子
環境問題と健康 1 前期 必修 清水美代子 南谷志野 谷地俊二 山田雅之
文化人類学 1 前期 選択 渡辺道斉
日本文化論 1 後期 選択 永井博
情報リテラシー 1 前期 必修 森田一三 高見精一郎
スポーツ健康科学 1 後期 必修 三浦真理子
スポーツレクリエーション実技 1 前期 必修 三浦真理子
遺伝と健康 3 後期 選択 西垣昌和

看護プロフェッショナルセミナー 1 前期 必修

森田一三 南谷志野 カルデナス暁東 小林尚司 石黒千映子
栩川綾子 清水みどり 神道那実 清水美代子 原田真澄
近藤絵美 遠藤幸子 武田智美 高見精一郎 飯田大輔
下久保亮太 大森美保

ボランティア活動論 1 後期 選択 長谷川喜代美 下間正隆 鈴木寿摩 高見精一郎 中村将洋
赤十字原論 1 前期 必修 中島佳緒里 河合利修
赤十字と活動 1 後期 必修 中島佳緒里

赤十字総合セミナー 1 後期 選択 中島佳緒里 藤井愛海 巻野雄介 岡津愛子 松崎久美
長尾佳世子 竹内貴子

形態機能学Ⅰ 1 前期 必修 金澤寛明
形態機能学Ⅱ 1 後期 必修 金澤寛明
形態機能学Ⅲ 1 通年 必修 金澤寛明
免疫学 1 前期 必修 錦見昭彦
栄養代謝学 1 前期 必修 米田雅彦
人間工学 1 後期 必修 斎藤真
公衆衛生学 1 後期 必修 森田一三
社会福祉学 1 後期 必修 西本彩香
保健医療福祉行政論Ⅰ 2 前期 必修 日比野絹子 柴川ゆかり
保健医療福祉行政論Ⅱ 2 後期 選択 片岡博喜
保健情報演習 1 後期 必修 森田一三 高見精一郎
保健統計 2 前期 必修 森田一三
疫学Ⅰ 3 前期 必修 森田一三
疫学Ⅱ 3 前期 選択 森田一三
薬理学 2 前期 必修 池田義明
微生物学 1 前期 必修 清水宣明
感染制御論 2 前期 必修 下間正隆
病理学 1 後期 必修 黒川景
臨床検査概論 2 前期 必修 下間正隆 山田雅之
リハビリテーション論 2 前期 必修 水野元実 金田嘉清 鈴木めぐみ 谷川広樹 小山総市朗
臨床心理学 1 後期 必修 目黒達哉
看護学概論 1 前期 必修 山田聡子
コミュニケーション論 1 前期 必修 大西幸恵 山田聡子 巻野雄介 竹内貴子 近藤絵美
看護過程Ⅰ 2 前期 必修 山田聡子
看護過程Ⅱ 2 後期 必修 竹内貴子 山田聡子 巻野雄介 近藤絵美 大西幸恵
ヘルスアセスメント基礎 2 後期 必修 巻野雄介 山田聡子 近藤絵美 竹内貴子 大西幸恵
看護倫理学 3 前期 必修 山田聡子 近藤絵美
基礎看護技術Ⅰ 1 前期 必修 巻野雄介 近藤絵美 竹内貴子 山田聡子 大西幸恵
基礎看護技術Ⅱ 1 後期 必修 巻野雄介 近藤絵美 竹内貴子 山田聡子 大西幸恵
基礎看護技術Ⅲ 2 前期 必修 竹内貴子 巻野雄介 近藤絵美 山田聡子 大西幸恵
基礎看護学実習Ⅰ 1 後期 必修 山田聡子 巻野雄介 近藤絵美 竹内貴子 大西幸恵
基礎看護学実習Ⅱ 2 後期 必修 山田聡子 巻野雄介 近藤絵美 竹内貴子 大西幸恵
看護管理学Ⅰ 2 前期 必修 南谷志野 下久保亮太
看護管理学Ⅱ 3 前期 必修 南谷志野 下久保亮太
医療安全論 3 後期 必修 南谷志野
看護キャリア開発論 4 後期 選択 南谷志野
看護管理学実習 4 通年 必修 南谷志野 下久保亮太
成人急性期病態・治療論Ⅰ 1 後期 必修 下間正隆
成人急性期病態・治療論Ⅱ 2 前期 必修 下間正隆
成人慢性期病態・治療論Ⅰ 2 前期 必修 下間正隆 杉野安輝 花木芳洋 加藤智則

成人慢性期病態・治療論Ⅱ 2 後期 必修 下間正隆 太田喜久夫 一文字功 高杉浩司 山本義浩
久保田恵章

成人急性期看護学概論 2 前期 必修 東野督子
成人周術期看護論 2 後期 必修 東野督子 栩川綾子 石田咲 渡邉直美
クリティカルケア論 3 前期 選択 東野督子 栩川綾子 谷口純平 渡邉直美
成人慢性期看護学概論 2 前期 必修 カルデナス暁東 石黒千映子
成人慢性期援助論Ⅰ 2 後期 必修 カルデナス暁東 栩川綾子 石黒千映子
成人慢性期援助論Ⅱ 3 前期 必修 石黒千映子 カルデナス暁東
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科目名 学年 開講期間 必修科目 教員名（□は科目主担当）

成人看護学技術演習Ⅰ 2 後期 必修 栩川綾子 石黒千映子 田口栄子 谷口純平 石田咲
カルデナス暁東 東野督子 渡邉直美

成人看護学技術演習Ⅱ 3 前期 必修 石黒千映子 栩川綾子 田口栄子 谷口純平 石田咲
カルデナス暁東 東野督子 渡邉直美

成人看護学基盤実習 3～4 後期～前期 必修 石黒千映子 東野督子 カルデナス暁東 栩川綾子 田口栄子
谷口純平 石田咲 渡邉直美

成人急性期看護学実習 3～4 後期～前期 必修 東野督子 カルデナス暁東 石黒千映子 栩川綾子 田口栄子
谷口純平 石田咲 渡邉直美

成人慢性期看護学実習 3～4 後期～前期 必修 カルデナス暁東 東野督子 石黒千映子 栩川綾子 田口栄子
谷口純平 石田咲 渡邉直美

母性病態・治療論 2 後期 必修 小口秀紀 幸脇 正典
母性看護学概論 2 後期 必修 野口眞弓
母性看護学援助論 3 前期 必修 野口眞弓 岡津愛子 千葉朝子
母性看護学技術演習 3 前期 必修 野口眞弓 岡津愛子 千葉朝子
母性看護学実習 3～4 後期～前期 必修 野口眞弓 岡津愛子 千葉朝子

小児病態・治療論 2 前期 必修 後藤芳充 山田崇春 幸脇 正典 真島久和 側島健宏
犬飼幸子 石井睦夫

小児看護学概論 2 後期 必修 岡田摩理 神道那実
小児看護学援助論 3 前期 必修 神道那実 岡田摩理 遠藤幸子 神谷美帆
小児看護学技術演習 3 前期 必修 神道那実 遠藤幸子 岡田摩理 神谷美帆
小児看護学実習 3～4 後期～前期 必修 岡田摩理 神道那実 遠藤幸子 神谷美帆

老年病態・治療論 2 前期 必修 小林尚司 天木伸子 下間正隆 森田一三 近藤敬太
小笠原雅彦 加藤真二 伊藤彰博

老年看護学概論 2 後期 必修 小林尚司 清水みどり 天木伸子
老年看護学援助論 3 前期 必修 小林尚司 清水みどり 天木伸子 近藤香苗
老年看護学技術演習 3 前期 必修 小林尚司 清水みどり 天木伸子 近藤香苗 段暁楠
老年看護学実習Ⅰ 3～4 後期～前期 必修 小林尚司 清水みどり 天木伸子 近藤香苗 段暁楠
老年看護学実習Ⅱ 3～4 後期～前期 必修 小林尚司 清水みどり 天木伸子 近藤香苗
在宅看護学概論 2 後期 必修 深谷由美 武田智美
在宅看護学援助論 3 前期 必修 武田智美 深谷由美
在宅看護学技術演習 3 前期 必修 深谷由美 武田智美
在宅看護学実習 3～4 後期～前期 選択 深谷由美 武田智美
精神病態・治療論 2 後期 必修 平野千晶 水谷浩明
精神看護学概論 2 後期 必修 原田真澄 飯田大輔 山本壮則
精神看護学援助論 3 前期 必修 原田真澄
精神看護学技術演習 3 前期 必修 原田真澄 飯田大輔 山本壮則
精神看護学実習 3・4 後期～前期 必修 原田真澄 飯田大輔 山本壮則
災害看護学概論 2 前期 必修 中島佳緒里 花木芳洋
災害看護学援助論 2 後期 必修 藤井愛海 長尾佳世子 中島佳緒里
災害看護学技術演習Ⅰ 3 前期 必修 長尾佳世子 藤井愛海 中島佳緒里
災害看護学技術演習Ⅱ 4 後期 必修 長尾佳世子 藤井愛海 中島佳緒里
国際救援看護論 2 前期 選択 藤井愛海 長尾佳世子 中島佳緒里
国際救援看護論演習 2 後期 選択 長尾佳世子 藤井愛海 中島佳緒里
国際救援看護論実習 3 通年 選択 藤井愛海 長尾佳世子 中島佳緒里
国際救援と英語 2 前期 選択 鈴木寿摩 松崎久美
公衆衛生看護学概論Ⅰ 2 前期 必修 長谷川喜代美
公衆衛生看護学概論Ⅱ 2 後期 選択 長谷川喜代美
保健指導方法論 3 前期 選択 清水美代子 大森美保
健康教育方法論Ⅰ 2 後期 選択 清水美代子
健康教育方法論Ⅱ 2 後期 選択 清水美代子 大森美保
家族生活支援論 3 後期 選択 長谷川喜代美
産業看護論 2 後期 選択 大森美保
学校看護論 2 後期 選択 清水美代子
地区活動論 3 後期 選択 長谷川喜代美
地域診断論 2 後期 選択 清水美代子 大森美保
公衆衛生看護管理 4 前期 選択 長谷川喜代美 清水美代子 大森美保
公衆衛生看護学実習 4 通年 選択 長谷川喜代美 清水美代子 大森美保
心のリハビリテーション 3 後期 選択 原田真澄 飯田大輔 山本壮則
ヘルスアセスメント応用 3 前期 必修 巻野雄介 山田聡子 近藤絵美 竹内貴子 大西幸恵

技術特別演習 4 通年 必修

東野督子 南谷志野 カルデナス暁東 小林尚司 野口眞弓
石黒千映子 栩川綾子 清水みどり 天木伸子 岡津愛子
神道那実 深谷由美 中島佳緒里 藤井愛海 渡邉直美
神谷美帆 長尾佳世子 田口栄子 谷口純平 石田咲
近藤香苗

統合実習 4 通年 必修

小林尚司 東野督子 カルデナス暁東 野口眞弓 岡田摩理
長谷川喜代美 中島佳緒里 南谷志野 石黒千映子 清水みどり
天木伸子 岡津愛子 神道那実 原田真澄 清水美代子
栩川綾子 武田智美 千葉朝子 遠藤幸子 深谷由美
長尾佳世子 藤井愛海 田口栄子 谷口純平 近藤香苗
下久保亮太 飯田大輔 山本壮則 石田咲 神谷美帆
段暁楠 渡邉直美 大森美保

卒業研究Ⅰ 3 後期 必修 山田聡子 東野督子 岡田摩理

卒業研究Ⅱ 4 通年 必修

山田聡子 中島佳緒里 巻野雄介 竹内貴子 南谷志野
東野督子 カルデナス暁東 石黒千映子 栩川綾子 小林尚司
武田智美 野口眞弓 岡津愛子 千葉朝子 岡田摩理
神道那実 遠藤幸子 原田真澄 長谷川喜代美 清水美代子
下間正隆 森田一三 長尾佳世子 藤井愛海 神谷美帆
大森美保 渡邉直美 大西幸恵 近藤絵美 深谷由美
清水みどり 天木伸子
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4）カリキュラムポリシー
（1）本学では、教育理念と教育目的に基づくディプロマポリシーを達成するために、カリキュラムは、次のよ
うに編成している。すなわち、「教養科目」、「専門基礎科目」では、本学の建学の精神である「赤十字」の基
本原則と活動について学ぶとともに、「人間」と「環境」との相互作用において生じる「健康」の様々な段階
について学ぶ。さらに、「専門科目」では、基盤育成看護学、ケア創生看護学、地域共生看護学、看護学の技
と知の統合の分野から「看護」について学ぶことができるよう各科目を位置づけている。

（2）本学の建学の精神である赤十字に関する科目は教養科目として位置づけ、赤十字の理念と活動を理解した
うえで、主体的に探求する「赤十字総合セミナー」と、赤十字の理念を行動に移す「ボランティア活動論」
を設置している。

（3）コミュニケーション技術や生きる力への思いやりの態度を身につけ、人の生命や生きる営みを支える能力
を育成することを目指したコミュニケーションツールである語学科目として英語と本学の地域性を活かした
スペイン語、ポルトガル語を設置し、特に英語は、「国際救援と英語」等、4年間、継続して学習できる機会
を設け、各学年に配置している。

（4）看護の対象者と円滑なコミュニケーションを図るために、「コミュニケーション論」で基本を学び、そのう
えで専門的なコミュニケーション技術を身につけることを目指して精神看護学領域の各科目を設置している。

（5）看護においては、一人の人間を統合的に理解することが重要である。そこで、人間のライフサイクルから
変化を捉える「人間発達論」と「家族論」、遺伝やスポーツ、生活を営む社会や環境を知り、健康への影響を
理解する「遺伝と健康」、「環境問題と健康」等、人間の身体的側面について理解する科目として、「形態機能学」、
「病理学」、「感染制御論」等、精神的側面について理解する科目として「臨床心理学」を設置している。さらに、
各看護学専門領域に病態・治療論を配置し、病態・治療と看護のつながりを強化していることも特徴である。

（6）看護のアセスメントの基盤となる検査・治療について理解する「臨床検査概論」、「薬理学」、「人間工学」、「リ
ハビリテーション論」、さらに地域における看護を展開するために必要不可欠な「疫学」、「公衆衛生学」等も
設置している。

（7）看護の専門性を追求するために基盤となる科目としては、「看護学概論」等と各看護学領域の援助論を設置し、
「基礎看護学技術」をはじめとする各看護学領域における技術演習、実習、「技術特別演習」、「統合実習」で、
看護の技と知の統合を目指す。また、保健・医療・福祉の場で看護の専門性を追求するための科目として、「看
護管理学」等を設置し、地域社会における看護の役割を学ぶ科目にも力を入れ、「在宅看護学概論」、「公衆衛
生看護学概論」等を設置している。

（8）赤十字の看護大学卒業生としての自負を持ち、看護師としてのキャリアイメージを強化するための「看護
プロフェッショナルセミナー」やプロフェッショナリズムの育成を目指した「看護キャリア開発論」、さらに
生涯にわたって学び続けるための基礎力となる研究力を身につける科目として「卒業研究」も設置している。

（9）本学の教育課程の特長である国内外の救護の場における看護の役割を認識することと災害関連死の予防、
防災教育を実践するための科目として、「災害看護学概論」、「国際救援看護論」等を設置している。
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5）カリキュラムマップ
ディプロマポリシー DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8 DP9

区分 授　業　科　目 科目
ナンバー

配当
年次

必修 /
選択

単
位
数

尊厳と権
利を擁護
する力

生命・生
活を支え
る力

人間を理
解する力

問題を解
決する力

看護を実
践する力

多職種と
協働する
力

自ら学び
続ける力

グローバ
ルに視る
力

災害時の
ニーズを理
解する力

◎：最も関連するディプロマポリシー、◯：関連するディプロマポリシー

教　

養　

科　

目

人
間

哲学 B3L201 1 選択 1 ◎
教育学 B3L202 1 選択 2 ◎
生命倫理 B1L301 2 必修 1 ◎
人間発達論 B3L101 1 必修 1 ◎
家族論 B3L203 1 必修 1 ◯ ◎ ◯ ◯ ◯
法学・日本国憲法 B3L102 1 選択 2 ◎
音楽論 B3L204 1 選択 1 ◎
英語Ⅰ B2L103 1 必修 1 ◎ ◯ ◯ ◯
英語Ⅱ B2L205 1 必修 1 ◎ ◯ ◯ ◯
英語Ⅲ B2L302 2 必修 1 ◎ ◯ ◯ ◯
英語Ⅳ B8L401 2 必修 1 ◯ ◯ ◯ ◎
英語Ⅴ B8L501 3 必修 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◎
上級英語 B2L801 4 選択 1 ◎
スペイン語 B2L206 1 選択 1 ◎
ポルトガル語 B2L207 1 選択 1 ◎

環
境

社会学 B3L104 1 選択 2 ◎
環境問題と健康 B3L105 1 必修 1 ◎
文化人類学 B3L106 1 選択 2 ◎
日本文化論 B3L208 1 選択 1 ◎
情報リテラシー B7L101 1 必修 1 ◎

健
康

スポーツ健康科学 B3L209 1 必修 1 ◎
スポーツレクリエーション実技 B3L107 1 必修 1 ◯ ◎
遺伝と健康 B3L601 3 選択 1 ◯ ◎ ◯

赤
十
字

看護プロフェッショナルセミナー B7L108 1 必修 1 ◎
ボランティア活動論 B1L210 1 選択 1 ◎ ◯ ◯ ◯
赤十字原論 B1L109 1 必修 1 ◎ ◯ ◯ ◯
赤十字と活動 B1L211 1 必修 1 ◎ ◯ ◯ ◯
赤十字総合セミナー B1L212 1 選択 1 ◎ ◯ ◯

専　

門　

基　

礎　

科　

目

人
間

形態機能学Ⅰ B3S101 1 必修 2 ◎
形態機能学Ⅱ B3S201 1 必修 2 ◎
形態機能学Ⅲ B3S202 1 必修 1 ◎ ◯
免疫学 B3S102 1 必修 1 ◎
栄養代謝学 B3S103 1 必修 1 ◎
人間工学 B3S203 1 必修 1 ◯ ◎ ◯ ◯

環
境

公衆衛生学 B6S204 1 必修 1 ◎ ◯
社会福祉学 B6S205 1 必修 1 ◯ ◯ ◎
保健医療福祉行政論Ⅰ　※ B6S301 2 必修 1 ◯ ◯ ◯ ◎
保健医療福祉行政論Ⅱ　※ B6S401 2 選択 2 ◯ ◯ ◯ ◎
保健情報演習　※ B7S206 1 必修 1 ◎
保健統計　※ B6S302 2 必修 1 ◯ ◎ ◯
疫学Ⅰ　※ B6S501 3 必修 1 ◯ ◎
疫学Ⅱ　※ B6S502 3 選択 1 ◯ ◎

健
康

薬理学 B3S303 2 必修 1 ◎ ◯ ◯
微生物学 B3S104 1 必修 1 ◎ ◯
感染制御論 B3S304 2 必修 1 ◯ ◎ ◯
病理学 B3S207 1 必修 1 ◎ ◯
臨床検査概論 B3S305 2 必修 1 ◯ ◎ ◯
リハビリテーション論 B3S306 2 必修 1 ◯ ◎ ◯ ◯
臨床心理学 B3S208 1 必修 1 ◯ ◎ ◯ ◯
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ディプロマポリシー DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8 DP9

区
分
分
野
領
域 授　業　科　目 科目

ナンバー
配当
年次

必修 /
選択

単位
数

尊厳と権
利を擁護
する力

生命・生
活を支え
る力

人間を理
解する力

問題を解
決する力

看護を実
践する力

多職種と
協働する
力

自ら学び
続ける力

グローバ
ルに視る
力

災害時の
ニーズを
理解する力

◎：最も関連するディプロマポリシー、◯：関連するディプロマポリシー

専　

門　

科　

目

基
盤
育
成
看
護
学

基
礎
看
護
学

看護学概論 B3N101 1 必修 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◎ ◯ ◯
コミュニケーション論 B2N102 1 必修 1 ◯ ◯ ◎ ◯
看護過程Ⅰ B4N301 2 必修 1 ◯ ◯ ◎ ◯ ◯
看護過程Ⅱ B4N401 2 必修 1 ◯ ◯ ◎ ◯ ◯
ヘルスアセスメント基礎 B4N402 2 必修 1 ◯ ◯ ◎ ◯ ◯
看護倫理学 B1N501 3 必修 1 ◎ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
基礎看護技術Ⅰ B5N103 1 必修 1 ◯ ◯ ◯ ◎ ◯
基礎看護技術Ⅱ B5N201 1 必修 1 ◯ ◯ ◯ ◎ ◯
基礎看護技術Ⅲ B5N302 2 必修 1 ◯ ◯ ◎ ◯ ◯
基礎看護学実習Ⅰ B5N202 1 必修 1 ◯ ◯ ◎ ◯
基礎看護学実習Ⅱ B5N403 2 必修 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◎ ◯ ◯

看
護
管
理
学

看護管理学Ⅰ B4N303 2 必修 1 ◯ ◎ ◯ ◯
看護管理学Ⅱ B4N502 3 必修 1 ◯ ◎ ◯ ◯
医療安全論 B3N601 3 必修 1 ◎ ◯ ◯
看護キャリア開発論 B7N801 4 選択 1 ◯ ◯ ◎ ◯
看護管理学実習 B5N701 4 必修 1 ◯ ◯ ◎ ◯

ケ
ア
創
生
看
護
学

成
人
看
護
学

成人急性期病態・治療論Ⅰ B4N203 1 必修 1 ◎ ◯
成人急性期病態・治療論Ⅱ B4N304 2 必修 1 ◎ ◯
成人慢性期病態・治療論Ⅰ B4N305 2 必修 1 ◎ ◯
成人慢性期病態・治療論Ⅱ B4N404 2 必修 1 ◎ ◯
成人急性期看護学概論 B3N306 2 必修 1 ◯ ◯ ◎
成人周術期看護論 B4N405 2 必修 1 ◯ ◯ ◎
クリティカルケア論 B4N503 3 必修 1 ◯ ◯ ◎
成人慢性期看護学概論 B3N307 2 必修 1 ◯ ◯ ◎
成人慢性期援助論Ⅰ B4N406 2 必修 1 ◯ ◯ ◎
成人慢性期援助論Ⅱ B4N504 3 必修 1 ◯ ◯ ◎
成人看護学技術演習Ⅰ B5N407 2 必修 1 ◯ ◯ ◎
成人看護学技術演習Ⅱ B5N505 3 必修 1 ◯ ◯ ◎
成人看護学基盤実習 B5N702 3～ 4 必修 2 ◯ ◎ ◯
成人急性期看護学実習 B5N703 3～ 4 必修 2 ◯ ◯ ◎
成人慢性期看護学実習 B5N704 3～ 4 必修 2 ◯ ◯ ◯ ◎

母
性
看
護
学

母性病態・治療論 B4N408 2 必修 1 ◎ ◯ ◯
母性看護学概論 B3N409 2 必修 2 ◯ ◎ ◯ ◯
母性看護学援助論 B4N506 3 必修 1 ◯ ◯ ◎ ◯
母性看護学技術演習 B5N507 3 必修 1 ◯ ◯ ◯ ◎
母性看護学実習 B5N705 3～ 4 必修 2 ◯ ◯ ◯ ◎

小
児
看
護
学

小児病態・治療論 B4N308 2 必修 1 ◎ ◯ ◯
小児看護学概論 B3N410 2 必修 2 ◯ ◯ ◎ ◯ ◯ ◯
小児看護学援助論 B4N508 3 必修 1 ◯ ◯ ◎ ◯
小児看護学技術演習 B5N509 3 必修 1 ◯ ◯ ◯ ◎ ◯
小児看護学実習 B5N706 3～ 4 必修 2 ◯ ◯ ◯ ◎ ◯

地
域
共
生
看
護
学

老
年
看
護
学

老年病態・治療論 B4N309 2 必修 1 ◎ ◯ ◯
老年看護学概論 B3N411 2 必修 2 ◯ ◎ ◯ ◯ ◯
老年看護学援助論 B4N510 3 必修 1 ◯ ◯ ◎ ◯ ◯
老年看護学技術演習 B5N511 3 必修 1 ◯ ◯ ◯ ◎ ◯
老年看護学実習Ⅰ B5N707 3～ 4 必修 3 ◯ ◯ ◯ ◎ ◯
老年看護学実習Ⅱ B6N708 3～ 4 必修 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◎

在
宅
看
護
学

在宅看護学概論 B6N412 2 必修 2 ◯ ◯ ◯ ◎
在宅看護学援助論 B6N512 3 必修 1 ◯ ◯ ◯ ◎
在宅看護学技術演習 B6N513 3 必修 1 ◯ ◯ ◯ ◎
在宅看護学実習 B6N709 3～ 4 必修 2 ◯ ◯ ◯ ◎

精
神
看
護
学

精神病態・治療論 B4N413 2 必修 1 ◯ ◎ ◯ ◯ ◯
精神看護学概論 B3N414 2 必修 2 ◯ ◯ ◎ ◯
精神看護学援助論 B4N514 3 必修 1 ◯ ◯ ◎ ◯
精神看護学技術演習 B5N515 3 必修 1 ◯ ◯ ◯ ◎ ◯ ◯
精神看護学実習 B5N710 3～ 4 必修 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◎ ◯

災
害
看
護
学

災害看護学概論 B9N310 2 必修 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◎
災害看護学援助論 B9N415 2 必修 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◎
災害看護学技術演習Ⅰ B9N516 3 必修 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◎
災害看護学技術演習Ⅱ B6N802 4 必修 1 ◯ ◯ ◯ ◎ ◯
国際救援看護論 B8N311 2 選択 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◎ ◯
国際救援看護論演習 B8N416 2 選択 1 ◯ ◯ ◯ ◎ ◯
国際救援看護論実習 B8N602 3 選択 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◎ ◯
国際救援と英語 B8N312 2 選択 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◎

公
衆
衛
生
看
護
学

公衆衛生看護学概論Ⅰ　※ B6N313 2 必修 1 ◯ ◯ ◎
公衆衛生看護学概論Ⅱ　※ B6N417 2 選択 1 ◯ ◯ ◯ ◎
保健指導方法論　※ B6N517 3 選択 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◎
健康教育方法論Ⅰ　※ B6N418 2 選択 1 ◯ ◯ ◯ ◎
健康教育方法論Ⅱ　※ B6N419 2 選択 1 ◯ ◯ ◯ ◎
家族生活支援論　※ B6N603 3 選択 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ◎
産業看護論　※ B6N420 2 選択 1 ◯ ◯ ◯ ◎
学校看護論　※ B6N421 2 選択 1 ◯ ◯ ◎
地区活動論　※ B6N604 3 選択 2 ◯ ◯ ◯ ◎
地域診断論　※ B6N422 2 選択 4 ◯ ◯ ◯ ◎
公衆衛生看護管理　※ B6N711 4 選択 2 ◯ ◯ ◎
公衆衛生看護学実習　※ B6N803 4 選択 5 ◯ ◯ ◯ ◯ ◎

看
護
の
技
と

知
の
統
合

心のリハビリテーション B3N605 3 選択 1 ◯ ◯ ◎ ◯ ◯
ヘルスアセスメント応用 B4N518 3 必修 1 ◯ ◯ ◎ ◯ ◯
技術特別演習 B5N804 4 必修 1 ◯ ◎
統合実習 B5N805 4 必修 1 ◯ ◎ ◯
卒業研究Ⅰ B7N606 3 必修 1 ◯ ◯ ◎
卒業研究Ⅱ B7N806 4 必修 2 ◯ ◯ ◎
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6）2024年度　実習施設一覧
No 実習施設名 当該実習施設を使用する領域 No 実習施設名 当該実習施設を使用する領域 No 実習施設名 当該実習施設を使用する領域

1 日本赤十字社愛知医療セ
ンター名古屋第一病院

基礎、成人、母性、小児、
管理、統合（成人） 37 東海旅客鉄道株式会社　

健康管理センター 公衆衛生看護学実習 73 地域包括支援センター保
見の里 統合実習（公衆衛生）

2 日本赤十字社愛知医療セ
ンター名古屋第二病院

基礎、成人、母性、小児、
管理、統合（成人） 38 日本たばこ産業株式会社  

Country People & Culture 公衆衛生看護学実習 74 きたよし地域包括支援セ
ンター 統合実習（公衆衛生）

3 医療法人豊田会　刈谷豊
田総合病院 基礎、母性、小児 39 株式会社トヨタプロダク

ションエンジニアリング 公衆衛生看護学実習 75 なかよし地域包括支援セ
ンター 統合実習（公衆衛生）

4 JA 愛知厚生連　豊田厚生
病院 基礎、成人、統合（災害） 40 愛知県がんセンター 看護管理学実習 76 みなよし地域包括支援セ

ンター 統合実習（公衆衛生）

5 医療法人豊田会 刈谷豊田
東病院 基礎、老年、統合（老年） 41 刈谷訪問看護ステーション 在宅看護学実習 77 おかよし地域包括支援セ

ンター 統合実習（公衆衛生）

6 医療法人豊田会　高浜豊
田病院 老年看護学実習 42 豊田地域訪問看護ステー

ション
在宅看護学実習、統合実習
（在宅） 78 愛知県庁　保健医療局　

健康医務部　医務課 統合実習（管理）

7 トヨタ記念病院 母性看護学実習 43 訪問看護ステーションも
もやま 在宅看護学実習 79 愛知県看護協会 統合実習（管理）

8 助産院　北野ミッドワイ
フリー 母性看護学実習 44 八千代訪問看護ステー

ション 在宅看護学実習 80 エイトカラーズ訪問看護
ステーション 統合実習（管理）

9 天白助産所 母性看護学実習 45 高浜訪問看護ステーショ
ン

在宅看護学実習、統合実習
（在宅） 81 刈谷市立刈谷特別支援学

校 統合実習（小児）

10 碧助産院 母性看護学実習 46 トヨタ記念訪問看護ス
テーション

在宅看護学実習、統合実習
（在宅） 82 豊田市立豊田特別支援学

校 統合実習（小児）

11 助産院マザーズ・プレイ
ス 母性看護学実習 47 訪問看護ステーションひ

なた
在宅看護学実習、統合実習
（在宅） 83 一般社団法人Re Smile 統合実習（小児）

12 ひまわり助産院 母性看護学実習、統合実習
（母性） 48 笑み訪問看護ステーショ

ン 在宅看護学実習 84 こども訪問看護ステー
ションMom 統合実習（小児）

13 すこやか助産院 母性看護学実習、統合実習
（母性） 49 訪問看護ステーションえ

まい 在宅看護学実習 85 日本赤十字社愛知県支部 統合実習（災害）

14 かおり助産院 母性看護学実習 50 訪問看護ステーションな
かの 在宅看護学実習 86 豊根村役場 統合実習（災害）

15 星野助産所 母性看護学実習、統合実習
（母性） 51 訪問看護ステーション　

パウ 在宅看護学実習

16 かなや助産所 母性看護学実習、統合実習
（母性） 52 ひまり訪問看護ステー

ション 在宅看護学実習

17
医療法人　静心会　桶狭
間病院　藤田こころケア
センター

精神看護学実習、統合実習
（精神） 53 訪問看護ステーション　

ブルーム 在宅看護学実習

18 医療法人　成精会　刈谷
病院 精神看護学実習 54

キョーワ訪問看護リハビ
リステーション寄り添い
屋名北店

在宅看護学実習

19 特定医療法人 共和会　
共和病院

精神看護学実習、統合実習
（精神） 55 みよし市訪問看護ステー

ション 在宅看護学実習

20 医療法人 研精会　豊田西
病院

精神看護学実習、統合実習
（精神） 56 訪問看護リハビリステー

ションからふる きよす 在宅看護学実習

21 刈谷市障害者支援セン
ター 精神看護学実習 57 訪問看護ステーションみ

らい 在宅看護学実習

22 伊保こども園 小児看護学実習 58 みよし市民病院 老年看護学実習Ⅰ

23 梅坪こども園 小児看護学実習 59 並木病院 老年看護学実習Ⅰ、統合実
習（老年）

24 越戸こども園 小児看護学実習 60 メディコ平針 老年看護学実習Ⅰ

25 宮口こども園 小児看護学実習 61 ハビリス一ツ木 老年看護学実習Ⅰ

26 若宮こども園 小児看護学実習 62 特別養護老人ホーム　
第２とよた苑

老年看護学実習Ⅱ、統合実
習（老年）

27
名古屋市役所、名古屋市
内保健センター（中村、港、
南、西）

公衆衛生看護学実習 63 特別養護老人ホーム　
みなみ福寿園

老年看護学実習Ⅱ、統合実
習（老年）

28 豊田市保健所 公衆衛生看護学実習 64 特別養護老人ホーム　
ひまわりの街

老年看護学実習Ⅱ、統合実
習（老年）

29 豊橋市保健所 公衆衛生看護学実習 65 特別養護老人ホーム　
ひまわり邸 老年看護学実習Ⅱ

30 瀬戸保健所 公衆衛生看護学実習 66 特別養護老人ホーム　
日進ホーム 老年看護学実習Ⅱ

31 西尾保健所 公衆衛生看護学実習 67 社協包括支援センター 統合実習（公衆衛生）

32 長久手市保健センター 公衆衛生看護学実習 68 ほっとかん地域包括支援
センター 統合実習（公衆衛生）

33 幸田町保健センター 公衆衛生看護学実習 69 豊田福寿園地域包括支援
センター 統合実習（公衆衛生）

34 あいち健康の森健康科学
総合センター 公衆衛生看護学実習 70 足助地域包括支援セン

ター 統合実習（公衆衛生）

35 株式会社デンソー 公衆衛生看護学実習 71 まどいの丘包括支援セン
ター 統合実習（公衆衛生）

36 愛知製鋼株式会社 公衆衛生看護学実習 72 地域包括支援センターく
らがいけ 統合実習（公衆衛生）
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7）選択科目受講者数 （単位：名）

講義名 履修者数
哲学 14
教育学 102
法学・日本国憲法 102
音楽論 101
上級英語 8
スペイン語 14
ポルトガル語 5
社会学 113
文化人類学 116
日本文化論 13
遺伝と健康 13
ボランティア活動論 18
赤十字総合セミナー 13
保健医療福祉行政論Ⅱ 22
疫学Ⅱ 22
看護キャリア開発論 4
国際救援看護論 34
国際救援看護論演習 21
国際救援看護論実習 11
国際救援と英語 15
公衆衛生看護学概論Ⅱ 22
保健指導方法論 22
健康教育方法論Ⅰ 22
健康教育方法論Ⅱ 22
家族生活支援論 22
産業看護論 22
学校看護論 22
地区活動論 22
地域診断論 22
公衆衛生看護管理 22
公衆衛生看護学実習 22
心のリハビリテーション 20

8）他大学との単位互換の状況
愛知学長懇話会において締結された「単位互換に関する包括協定」に加盟している。
加盟大学に所属する学生（系列の併設短期大学の学生を含む。）は、 他の大学で開講される様々な科目を履修す
ることができ、かつ、履修した科目が在籍する大学の単位として認められる制度である。
2024 年度は単位認定の実績はなかった。
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2．学生の受け入れ
1）アドミッション・ポリシー
（1）本学の建学の精神に共感できる人
（2）日本語力、英語力、科学的思考力を備えている人
（3）人間や社会に対して広く関心がある人
（4）社会常識を備え責任を持って行動できる人
（5）看護を学ぶ意志を持つ人

2）入学者選抜試験の方法・募集定員一覧
選抜区分 試験区分 募集定員 必須・選択 科目 配点 総点
学校推薦型
選抜

赤十字特別推薦選抜 30名程度
必須

英語 50 点

153 点
高等学校長推薦選抜 30名程度 小論文 50 点

一般選抜 社会人特別選抜 2名
面接 50 点

資格取得者のみ 英語 4技能評価（英語資格・検定試験） 3 点

選抜区分 試験区分 募集定員 必須・選択 教科 科目 配点 総点

一般選抜

大学独自選抜
特待生プラス 40名

必須 外国語 「英語コミュニケーションⅠ」「英語コミュニケーションⅡ」「論理・表現Ⅰ」 100 点

308 点

必須 国語 「現代の国語」「言語文化（古文・漢文を
除く）」 100 点

選択
１つを選択

数学 「数学Ⅰ、数学Ａ　図形の性質、場合の
数と確率」

100 点
理科

「化学基礎」（教科書に記載されている全
範囲とし、参考、発展、コラムなども含
む）
「生物基礎」（教科書に記載されている全
範囲とし、参考、発展、コラムなども含
む）

必須 多面的・総合的な評価 5 点
資格取得者
のみ 英語4技能評価（英語資格・検定試験） 3 点

大学入学共通テスト
利用選抜（前期Ａ） 6名

必須 外国語
「英語コミュニケーションⅠ」「英語コ
ミュニケーションⅡ」「論理・表現Ⅰ」（リ
スニング含む）

100 点

400 点

必須 国語 「現代の国語及び言語文化（近代以降の
文章）」　 100 点

必須 数学 「数学Ⅰ、数学Ａ」 100 点

選択
１つを選択 理科

「化学基礎 / 生物基礎 / 物理基礎 / 地学
基礎」から２出題範囲

100 点
「化学」
「生物」
「物理」
「地学」

大学入学共通テスト
利用選抜（前期B） 6名

必須 外国語 「英語（リスニングを含む）」 200 点

400 点

選択
１つを選択

国語 「現代の国語及び言語文化（近代以降の
文章）」　 100 点

数学 「数学Ⅰ、数学Ａ」

選択
１つを選択 理科

「化学基礎 / 生物基礎 / 物理基礎 / 地学
基礎」から２出題範囲

100 点
「化学」
「生物」
「物理」
「地学」
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選抜区分 試験区分 募集定員 必須・選択 教科 科目 配点 総点

一般選抜

大学入学共通テスト
利用選抜（後期） 6名

必須 外国語
「英語コミュニケーションⅠ」「英語コ
ミュニケーションⅡ」「論理 ･表現Ⅰ」（リ
スニング含む）

100 点

350 点

必須 面接 50 点

選択
１つを選択

国語 「現代の国語及び言語文化（近代以降の
文章）」　 100 点

数学 「数学Ⅰ、数学Ａ」

選択
１つを選択 理科

「化学基礎 / 生物基礎 / 物理基礎 / 地学
基礎」から２出題範囲

100 点
「化学」
「生物」
「物理」
「地学」

大学入学共通テスト
利用選抜
（赤十字6看護大学
連携併願）

若干名

必須 外国語 「英語（リーディング及びリスニング）」　 100 点

300 点

必須 国語 「国語総合（近代以降の文章）」 100 点

選択
１つを選択

数学 「数学Ⅰ、数学Ａ」「数学Ⅱ、数学B、数
学C」

100 点
理科

「化学基礎 / 生物基礎 / 物理基礎 / 地学
基礎」から２出題範囲
「化学」
「生物」
「物理」
「地学」

3）入学者選抜試験別志願者数・受験者数・入学者数一覧

（合計） （単位：名）

年度 定員 志願者数 受験者 入学者数
2025年度 120 455 433 133
2024年度 120 512 512 138
2023年度 120 530 527 132

（赤十字特別推薦選抜）

年度 定員 志願者数 受験者 入学者数
2025年度 30名程度 13 13 13
2024年度 30名程度 15 15 15
2023年度 30名程度 16 16 13

（高等学校長推薦選抜）

年度 定員 志願者数 受験者 入学者数
2025年度 30名程度 58 58 57
2024年度 30名程度 26 26 26
2023年度 30名程度 31 31 29

（社会人特別選抜）

年度 定員 志願者数 受験者 入学者数
2025年度 2 0 0 0
2024年度 2 1 1 1
2023年度 2 1 1 1
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（大学独自選抜特待生プラス）

年度 定員 志願者数 受験者 入学者数
2025年度 40 167 162 58
2024年度 40 231 231 91
2023年度 40 255 252 82

（共通テスト　前期Ａ）

年度 定員 志願者数 受験者 入学者数
2025年度 6 90 90 3
2024年度 6 109 109 1
2023年度 6 123 123 3

（共通テスト　前期Ｂ）

年度 定員 志願者数 受験者 入学者数
2025年度 6 81 81 2
2024年度 6 108 108 3
2023年度 6 96 96 1

（共通テスト　後期）

年度 定員 志願者数 受験者 入学者数
2025年度 6 22 5 0
2024年度 6 3 3 1
2023年度 6 8 8 3

（共通テスト　6看護大学連携併願）
年度 定員 志願者数 受験者 入学者数

2025年度 若干名 24 24 0
2024年度 若干名 19 19 0
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3．学生支援
1）学生支援の基本方針
建学の精神である「人道」に基づき、学生が学修に専念し、安定した学生生活を送ることで豊かな人間性を涵
養し看護専門職として成長できるよう、学生支援に関する方針を以下のとおり定める。

修学支援
（1）修学に関する継続的な相談・指導体制を整備し、修学の継続に困難を抱える学生に対する早期支援に努める。
（2）学習環境・設備・制度を整備し、学生の学びを推進する。
（3）経済的支援と学業奨励を効果的に行うため、制度の整備と周知に努める。

生活支援
（1）指導・相談対応等の支援体制を整備し、学生の心身の健康の保持・増進を図る。
（2）学生の人権を保証し、ハラスメントのないキャンパス環境を保持するための取り組みを行う。
（3）多様性を尊重し、安心・安全かつ円滑に学生生活を送ることができるよう、学内施設・設備の整備に努める。
（4） 社会性・主体性と責任ある行動力を育成するため、ボランティア活動やサークル活動等の課外活動を支援

する。

進路支援
（1） 進路・就職相談及び指導を継続的に実施し、学生が個々に適したキャリアデザインを描き主体的に進路・

就職先を決定できるように支援する。
（2） 学部生については、看護師・保健師国家資格取得のための対策等を充実させ、国家試験に全員が合格でき

るように支援する。

障がい学生支援
（1）障がいのある学生が本学において不利益を受けないための合理的配慮に基づく学内支援体制の確保に努める。

2）在籍学生数
（1）在籍学生数（休学率・退学率・学位取得状況含む） （単位：名）

入学年度 入学者数 在籍者数 退学者数 退学率 累積
退学者数

累積
退学率 休学者数 休学率 学位

取得者数
2024年度入学生 139 139 4 2.9% 4 2.9% 3 2.2% -
2023年度入学生 132 131 2 1.5% 3 2.3% 2 1.5% -
2022年度入学生 139 136 2 1.5% 5 3.6% 6 4.4% -
2021年度入学生 134 133 1 0.8% 2 1.5% 1 0.8% 131
2020年度以前入学生 - 8 0 0.0% - - 0 0.0% 7
合計 - 547 9 1.6% - - 12 2.2% 138
退学率：年度内の退学者数 /在籍者数（退・休学者含む）
休学率：年度内の休学者数 /在籍者数（退・休学者含む）
累積退学者数：入学以降の累積退学者数 /入学者数（退・休学者含む）

（2）卒業年限内の卒業率 （単位：名）

入学年度
標準
修業
年限

①
入学者数

②
①のうち
2024年度
末までに
修了した
学生数

③
①のうち
2024年度
末までに
退学した
学生数

④
①のうち
2025年度
現在在籍して
いる学生数
（留年者数）

④ ’
④のうち
在学中に
休学した者
を除いた
留年者数

⑤ ’
2019年4月
入学者の
「標準修業
年限×1.5」
年内修了率

⑤
標準修業年
限内修了率

⑥
標準修業年
限を通じた
退学率

2021年度入学生 4年 134 131 2 1 0 100.0% 97.8% 1.5%
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（3）学位取得状況（取得者数）
2024 度の学士授与者は 138 名であった。（7名は 2020 年度入学生）

（4）標準修業年限内修了率
2024 年度の標準修業年限内修了率は 97.8％であった。

3）チューター制度
教員と学生とのふれあいを通して学生生活を有意義に過ごすことができるように、また、学生の人格形成を援
助していくことを目的としてチューター制度を設けている。
チューターである教員は、11 ～ 15 人の学生を受け持ち、各学生が勉学活動に意欲的に取り組み、自己の適性や
将来の目標を考慮しながら自己決定できるように支援している。

4）オフィスアワー制度
学生が教員と自発的に交流や相談ができるよう、オフィスアワーを設定している。
オフィスアワーは学務システムポータルサイト（メソフィア）及び教員の研究室前の掲示により学生に周知し
ている。

5）特待生制度
この制度は、本学生に対し、特待生として授業料を免除することにより、勉学を奨励するとともに学習意欲の
高揚及び優秀な学生の確保を図ることを目的とする。なお、制度の種類は以下の通りである。

（1）Ａ特待生
大学独自選抜の成績上位者であり、入学年度の年間授業料の全額が免除される者。
大学独自選抜の成績が上位 5位までの者で、特待生となって入学する意思がある者を選定する。成績順位が同
位の場合は、必須科目の合計点数が高い者を上位とする。
2024 年度の対象者は 1名であった。

（2）Ｂ特待生
入学後の前年度学業成績が上位であり、年間授業料の後期納付額を免除される者。
入学後の学業成績において、前年度に履修した必修及び選択科目の全てが再履修することなく評価「Ｂ」以上
であって、必修科目の評点合計が上位 5位までの者で、特待生となる意思がある者を選定する。成績順位が同位
の場合は、修得単位数の多い者を上位とする。また、選考にあたっては、連続してＢ特待生となることは妨げない。
2024 年度の対象者は 13 名（2年生 4名、3年生 5名、4年生 4名）であった。

6）奨学金制度（2024年度奨学生数）
（1）赤十字病院（支部長推薦者除く） （単位：名）

奨学金名貸与施設（病院名等） 1年生 2年生 3年生 4年生 合計
在籍学生数に
対する合計の
比率

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院 2 5 11 18 3.3%
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院 4 4 11 13 32 5.9%
静岡赤十字病院 2 2 4 0.7%
浜松赤十字病院 2 2 4 0.7%
伊勢赤十字病院 1 1 2 1 5 0.9%

63
横浜市立みなと赤十字病院 1 1 0.2%
高松赤十字病院 2 2 0.4%

3
合計 5 9 22 30 66 12.1%
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（2）支部長推薦（愛知県支部はC特別奨学生を計上） （単位：名）

奨学金名貸与施設（病院名等） 1年生 2年生 3年生 4年生 合計
在籍学生数に
対する合計の
比率

愛知県支部 3 4 6 5 18 3.3%
富山県支部 1 1 2 4 0.7%
石川県支部 0 0.0%
福井県支部 0 0.0%
長野県支部 2 1 5 6 14 2.6%
岐阜県支部 3 1 2 3 9 1.7%
静岡県支部 5 6 5 8 24 4.4%
三重県支部 2 5 1 8 1.5%
合計 16 13 23 25 77 14.1%

（3）日本赤十字社特別奨学金 （単位：名）

奨学金名貸与施設（病院名等） 1年生 2年生 3年生 4年生 合計
在籍学生数に
対する合計の
比率

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院
（B特別奨学生） 0 0.0%

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院
（B特別奨学生） 1 2 3 0.6%

合計 0 0 1 2 3 0.6%

（4）その他病院 （単位：名）

奨学金名貸与施設（病院名等） 1年生 2年生 3年生 4年生 合計
在籍学生数に
対する合計の
比率

刈谷豊田総合病院 3 3 0.6%
豊田厚生病院 2 2 0.4%
小牧市民病院 1 1 0.2%
西尾市民病院 1 1 0.2%
安城厚生病院 1 1 0.2%
静岡がんセンター 2 2 0.4%
松浪総合病院 1 1 0.2%
北医療生活協同組合北病院 1 1 0.2%
合計 0 3 1 8 12 2.2%

（5）病院以外の奨学金 （単位：名）

奨学金名 1年生 2年生 3年生 4年生 合計
在籍学生数に
対する合計の
比率

日本学生支援機構（第一種） 9 12 28 28 77 14.1%
日本学生支援機構（第二種） 18 28 27 24 97 17.8%
日本学生支援機構（給付型） 11 6 12 11 40 7.3%
日本学生支援機構（家計急変） 1 1 0.2%
日本赤十字看護師同方会 2 2 1 5 10 1.8%
岐阜県選奨生 1 1 2 0.4%
長野県看護修学資金 1 1 0.2%
いずみしあわせ奨学金 1 1 0.2%
スルガ奨学財団 1 1 0.2%
合計 42 49 69 70 230 42.2%
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7）自治会活動支援
自治会は学生相互の信頼を基盤とし、会員の自主的な活動によって学生生活の充実と向上を図り、さらに看護
活動への関心を高めることを目的として活動している。
自治会の活動について、総会や選挙等の自治会行事が規約に則って活動できるよう支援を行った。昨年度に引
き続き、いとすぎ祭（大学祭）が開催され運営等の支援を行った。また、六大学交流会が日本赤十字北海道看護
大学で開催され、本学から 5名の学生が参加した。

8）国家試験支援体制・状況
国家試験対策委員会が国家試験模擬試験を計画・実施している。準備および運営は、国家試験対策係の学生が
中心となって行っている。2024 年度は看護師模擬試験を 8回、保健師模擬試験を 3回実施し、看護師国家試験対
策補講を 10 月から 12 月にかけて 22 コマ、保健師国家試験対策補講を 12 月に 4コマ実施した。学生は計画的に
学習を進められるよう「学習計画シート」をチューターと共有し、模擬試験で得点率の低い分野についてチューター
から指導を受けている。

9）国家試験合格状況一覧 （単位：名）

総　　　　　　　数 新　　　　　　　卒

出願者数 受験者数 合格者数 合格率 出願者数 受験者数 合格者数 不合格
者数

合格率
全国合格率

第114回
看護師 117 117 115 98.3% 115 115 113 2

98.3%
93.2%

第 111回
保健師 22 22 22 100.0% 22 22 22 0

100.0%
97.7%

10）キャリア支援体制・状況
2024 年 4 月 1 日に伊藤明子キャリア支援室長が着任し、キャリア支援室が開設された。学生のキャリア（進路）
相談、奨学金申込に関するアドバイス、奨学金・病院採用試験のエントリーシートの記載方法や面接指導等の他、
赤十字病院との連携強化、キャリア形成支援セミナーの開催や学年に応じた就職ガイダンスの実施を行っている。
また、2024 年 5 月には卒業生の早期退職防止を目的とした新卒者交流会を、2024 年 7 月には日本赤十字社中部
ブロック内の 16 病院が参加する赤十字病院説明会を開催した。

2024 年度就職ガイダンス一覧

No 対象 日時 内容 実施方法 実施業者 参加人数
1 3年生 2024年５月 27日（月）３限 就活準備スタートアップ講座 対面 マイナビ 107名

2 2～ 4年生 2024年 9月 27日（金）
15：00～ 16：00 保健師就職説明会 対面 豊田市 18名

3 ３年生 2025年 1月 8日（水）5限 エントリーシート（履歴書）
対策講座 対面 マイナビ 115名

4 ３年生 2025年 1月 15日（水）5限 面接対策講座 対面 マイナビ 109名

5 2年生 2025年 1月 16日（木）5限 社会人基礎力養成・病院研究
講座 対面 ナース専科 59名

6 ３年生 2025年 1月 22日（水）5限 愛知県ナースセンター就職活
動セミナー 対面 愛知県ナース

センター 96名
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11）就職・進路状況一覧（2024年度卒業生）
（1）就職 （単位：名）

中部ブロック赤十字病院 都道府県 市町村 奨学金あり 奨学金なし 計
諏訪赤十字病院 長野県 諏訪市 7 7
富山赤十字病院 富山県 富山市 2 2
静岡赤十字病院 静岡県 静岡市 5 5
伊豆赤十字病院 静岡県 伊豆市 2 2
浜松赤十字病院 静岡県 浜松市 4 4
日本赤十字社愛知医療センター名古
屋第一病院 愛知県 名古屋市 14 14 28

日本赤十字社愛知医療センター名古
屋第二病院 愛知県 名古屋市 17 8 25

岐阜赤十字病院 岐阜県 岐阜市 1 1
高山赤十字病院 岐阜県 高山市 1 1
伊勢赤十字病院 三重県 伊勢市 2 2

その他の赤十字施設 都道府県 市町村 奨学金あり 奨学金なし 計
横浜市立みなと赤十字病院 神奈川県 横浜市 1 1 2
日本赤十字社医療センター 東京都 渋谷区 1 1
武蔵野赤十字病院 東京都 武蔵野市 2 2
大森赤十字病院 東京都 大田区 2 2

その他の病院 都道府県 市町村 奨学金あり 奨学金なし 計
豊田厚生病院 愛知県 豊田市 3 5 8
トヨタ記念病院 愛知県 豊田市 2 2
刈谷豊田総合病院 愛知県 刈谷市 4 5 9
安城厚生病院 愛知県 安城市 3 3
長屋病院　ふくろう 愛知県 豊橋市 1 1
名古屋市立大学医学部付属東部医療
センター 愛知県 名古屋市 4 4

名古屋市立大学病院 愛知県 名古屋市 7 7
名古屋大学医学部附属病院 愛知県 名古屋市 1 1
中部ろうさい病院 愛知県 名古屋市 1 1
愛知県医療療育総合センター 愛知県 名古屋市 1 1
北医療生活協同組合北病院 愛知県 名古屋市 1 1
聖霊病院 愛知県 名古屋市 1 1
西尾市民病院 愛知県 西尾市 1 1
小牧市民病院 愛知県 小牧市 1 1
愛知医科大学病院 愛知県 長久手市 1 1
大垣市民病院 岐阜県 大垣市 1 1
松坂市民病院 三重県 松坂市 1 1
東京医科大学病院 東京都 新宿区 1 1
長野県立病院機構 長野県 長野市 1 1
彩の国東大宮メディカルセンター 埼玉県 さいたま市 1 1
関西医科大学附属病院 大阪府 枚方市 1 1
湘南美容クリニック 愛知県 1 1

看護師　合計 66 67 133
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保健師 都道府県 市町村 就職者数 計
豊田市役所 愛知県 豊田市 2 2

保健師　合計 2 2

養護教諭 都道府県 市町村 就職者数 計
0

（2）進学・その他 （単位：名）

進学・その他 都道府県 市町村 進学者数 計
岐阜医療科学大学（助産学専攻科） 岐阜県 可児市 1 1
人間環境大学 愛知県 大府市 1 1
一般就職 0 0
その他 1 1

進学、その他　合計 3

12）2024年度学生相談利用状況一覧
（1）学年別　来談者数（実人数） （単位：名）

1年生 2年生 3年生 4年生 その他 合計
前期 8 3 3 3 1 18
後期 3 1 3 3 2 12

（2）学生の月別相談回数（累計） （単位：名）

前期
4月 5月 6月 7月 8月 9月 計
13 13 17 20 3 1 67

後期
10月 11月 12月 1月 2月 3月 計
14 13 14 7 8 56

13）学生生活調査結果
自己点検・評価の一環として、年 1回学生生活に関する調査（キャンパスライフアンケート）を実施している。

【調査対象】後期に在籍する学部学生
【調査方法】Microsoft　Forms を使用した自記式アンケート調査（無記名）
【実施期間】令和 7年 2月 28 日（金）～ 3月 14 日（金）
【回 答 率】全体 63.8%（1 年生 94.9％・2年生 79.7％・3年生 78.4％・4年生 4.3％）

（1）アンケート結果の要約
①学部生の結果と課題
今回の調査では 4年生を除き回答率が 75％を超えており、昨年度よりも多くの回答を得ることができた。3年
生以上を対象とした設問も含め計 14 項目中 12 項目で満足度が 3以上の回答であり、残りの 2項目については、
学生の利用そのものがなかった。
全学年を通して、「図書館」「大学からの各種情報提供」「チューター制度」「自習環境」について、利用割合及
び満足度ともに高い評価結果であった。満足度が最も高かったのは「キャリア支援」、次いで「図書館」であり、
全般的に学年による違いは無かったが「オフィスアワー制度」について 3年生の満足度が他学年に比して低かった。
利用しやすさは「図書館」がもっとも高かったが、「オフィスアワー制度」が利用しやすいとの回答割合が最も

低く、利用割合も最も低かった。利用しやすさについては、「クラブ・サークル活動支援」と「奨学金に関する相談」
も他項目と比較して利用しやすいとの回答割合が低かった。
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以上から、「オフィスアワー制度」について実質的な機能の見直しを要すると考える。次年度の検討課題とする。
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【学部】利用満足度
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【学部】利用満足度（就職ガイダンス・国家試験対策セミナー・国家試験模擬試験）

【学部】利用しやすさ
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【学部】利用しやすさ（就職ガイダンス・国家試験対策セミナー・国家試験模擬試験）

14）後援会との連携
後援会は看護学部在学生の保護者を会員とし、大学に在学する学生の福利厚生の充実及び課外教育等の助成等
を行うとともに、会員相互の親睦並びに本学の発展に寄与することを目的としている。
主な事業として、学生自治会の活動に対する支援（いとすぎ祭支援）と大学の教育研究活動に対する支援（実
習用の機器備品購入）を行っている。2024 年度は後援会からの助成により、実習用モバイルルーターおよび SIM
カードを購入し実習環境を整備した。また、2024 年 5 月 25 日（土）に総会が開催された。

15）同窓会との連携
同窓会は卒業生と在学生を会員とし、会員相互の親睦を図り、併せて母校の発展に寄与するとともに赤十字精
神に基づき社会に貢献することを目的とする。主な事業として、卒業生と在学生との交流会（里帰りイベント）
の実施、大学へ看護教育充実に必要な支援を行っている。
2024 年度は同窓会活動委託費として 50 万円、教育環境整備事業として 50 万円の寄附をいただいた。また、
2024 年 10 月 19 日（土）に定期総会および里帰りイベント（講演会：「能登半島地震対応の実際～被災地の赤十字
病院として～」）が開催された。
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1．カリキュラム
1）教育目的・目標
本大学院は、建学の精神である赤十字の理想とする人道的任務の達成を図るため、看護に関する学術の中心と
して、広く看護の実践と教育・研究に関する理論と専門技術を教授研究し、深い学識及び卓越した感性と人間性
を備えた高度な看護専門職の育成を図り、看護学の発展とともに世界の人々の健康と福祉の向上と豊かな生活の
創造に寄与することを目的とする。

【教育目標】
（1）赤十字の基本原則を理解し、看護学の発展に寄与できる看護職者を育成する。
（2）看護学の専門分野における創造的な問題解決能力を有する研究・教育者を育成する。
（3）看護学の専門分野における卓越した実践能力を有する専門看護師・看護管理者を育成する。

2）ディプロマポリシー
修士課程に所定の期間在学し、本研究科の修了要件となる単位数を修得するとともに、論文の審査及び最終試
験に合格し、以下の要件を満たす者に、学位（修士（看護学））を授与する。
（1）研究・教育者コース
①赤十字の基本原則のひとつである人道に基づいた倫理観を有している。
②看護学の発展に寄与できる研究能力を有している。
③看護における人材育成に寄与できる教育能力を有している。
④研究内容を論理的に説明できる能力を有している。

（2）専門看護師・認定看護管理者コース
①赤十字の基本原則のひとつである人道に基づいた倫理観を有している。
②専門領域における卓越した看護実践能力を有している。
③多職種・多機関と協働・調整できる能力を有している。
④看護実践上の課題を解決するための研究能力を有している

Ⅳ　看護学研究科修士課程教育活動
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3）教育課程表

区
分
分
野 領域 授業科目 担当教員

形態：単位数
（時間数） 履修及び

修了要件

履修方法
1年生 2年生

講義 演習 実習 ① ② ③ ④

共
通
科
目

共
通
科
目

必修共通科目
看護理論 村瀬智子 2（30）

各領域
共通 5単位

2
看護倫理 山田聡子 1（15） 1
赤十字と看護 中島佳緒里、大川四郎 2（30） 2

選択共通科目

教育方法・評価論 龍崎忠 1（15） ＜研究・教育者コース＞
「教育方法・評価論」を含む9単位以上
ただし、災害看護学領域は8単位以上
なお、成人看護学領域は「セルフマネ

ジメント論」も必修とする

＜専門看護師コース＞
合計11単位以上

ただし、「看護研究Ⅰ（概論）」「病態
生理学」「臨床薬理学」「ヘルスアセス
メント」の計 7単位を必修とし、「コ
ンサルテーション論」「看護管理論」「看
護政策論」「現任教育論」の中から 4

単位以上

＜認定看護管理者コース＞
「看護研究Ⅰ（概論）」「コンサルテーショ
ン論」「看護管理論」「看護政策論」「現
任教育論」を必修とした6単位以上

1
統計学Ⅰ 森田一三 2（30） 2
統計学Ⅱ 森田一三 2（30） 2
看護研究Ⅰ（概論） 野口眞弓 1（15） 1
看護研究Ⅱ（量的研究法） 野口眞弓、森田一三 2（30） 2
看護研究Ⅲ（質的研究法） 片岡純 2（30） 2
セルフマネジメント論 カルデナス暁東 2（30） 2
感染制御論 下間正隆、東野督子 2（30） 2

病態生理学 巻野雄介、下間正隆、太田喜久夫、
栩川綾子 2（30） 2

臨床薬理学 池田義明、山田浩雅 2（30） 2
ヘルスアセスメント 中島佳緒里、山内豊明 2（30） 2

コンサルテーション論
南谷志野、戸田由美子、井上さ
よ子、田﨑あゆみ、木全美智代、
長尾大地、石川恵己

2（30） 2

看護管理論 南谷志野 1（15） 1
看護政策論 南谷志野、松浦正子 1（15） 1
現任教育論 山田聡子 1（15） 1

専
門
科
目

基
盤
育
成
看
護
学

看護管理学

看護管理学特論 ＊ 南谷志野 2（30）

＜研究・教育者コース＞
必修8単位
＊科目

＜認定看護管理者コース＞
必修17単位

2
人的資源管理論 ＊ 南谷志野、松浦正子、勝原裕美子 2（30） 2
保健医療福祉組織論 ＊ 南谷志野 2（30） 2
看護管理学演習 ＊ 南谷志野 2（60） 2
組織経営・経済論 南谷志野、河合晋、山上潤一 2（30） 2
医療安全論 南谷志野、飛田伊都子 1（15） 1
看護管理学実習Ⅰ 南谷志野 2（90） 2
看護管理学実習Ⅱ 南谷志野 2（90） 2
看護管理学実習Ⅲ 南谷志野 2（90） 2

看護教育・
技術学

看護教育学特論 山田聡子 2（30）
＜研究・教育者コース＞

必修8単位

2
看護技術学特論 巻野雄介 2（30） 2
看護教育方法論 山田聡子 2（30） 2
看護教育・技術学演習 山田聡子、巻野雄介 2（60） 2

ケ
ア
創
生
看
護
学

成人看護学

成人看護学特論 東野督子、カルデナス暁東 2（30）
＜研究・教育者コース＞

必修8単位

2
周術期ケア開発特論 東野督子、栩川綾子 2（30） 2
慢性病ケア開発特論 カルデナス暁東、石黒千映子 2（30） 2
成人看護学演習 東野督子、カルデナス暁東 2（60） 2

母性看護学

母性看護学特論 野口眞弓、岡津愛子 2（30）
＜研究・教育者コース＞

必修8単位

2
ウィメンズヘルス特論 野口眞弓、岡津愛子 2（30） 2
周産期ケア開発特論 野口眞弓、岡津愛子 2（30） 2
母性看護学演習 野口眞弓、岡津愛子 2（60） 2

小児看護学

小児看護学特論 ＊※ 岡田摩理、神道那実 2（30）

＜研究・教育者コース＞
必修8単位
＊科目

＜専門看護師コース＞
必修24単位
※科目

2
小児看護学成長発達論 ＊※ 岡田摩理、神道那実 2（30） 2
小児看護学評価方法論 ＊※ 岡田摩理、神道那実 2（30） 2
小児看護学演習 ＊ 岡田摩理、神道那実 2（60） 2
小児看護支援論 ※ 岡田摩理、神道那実、山崎嘉久 2（30） 2
小児看護ヘルス・アセスメント論 ※ 岡田摩理、神道那実 2（30） 2

小児の病態と治療 ※ 後藤芳充、石井睦夫、犬飼幸子、
山田崇春、側島 健宏 2（30） 2

小児 CNS機能と役割演習 ※
岡田摩理、神道那実、太田有美、
田﨑あゆみ、深谷基裕、加藤美
也子

2（60） 2

小児看護学実習Ⅰ ※ 岡田摩理、神道那実 2（90） 2
小児看護学実習Ⅱ（CNS機能と
役割実習） ※ 岡田摩理、神道那実 2（90） 2

小児看護学実習Ⅲ（小児看護高
度実践実習） ※ 岡田摩理、神道那実 4

（180） 4

小児看護学実習Ⅳ（小児看護高
度実践統合実習） ※ 岡田摩理、神道那実 2（90） 2
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区
分
分
野 領域 授業科目 担当教員

形態：単位数
（時間数） 履修及び

修了要件

履修方法
1年生 2年生

講義 演習 実習 ① ② ③ ④

専
門
科
目

地
域
共
生
看
護
学

老年・
在宅看護学

老年・在宅看護学特論 ＊ 小林尚司、清水みどり、天木伸子、
深谷由美 2（30）

＜研究・教育者コース＞
必修8単位
＊科目

＜専門看護師コース＞
必修24単位
※科目

2

認知症ケア特論 ＊※ 小林尚司、天木伸子、清水みどり、
百瀬由美子 2（30） 2

老年・在宅療養者共生支援論 ＊ 小林尚司、清水みどり、天木伸子、
深谷由美 2（30） 2

老年・在宅看護学演習 ＊ 小林尚司、百瀬由美子、清水み
どり、天木伸子、深谷由美 2（60） 2

老年看護学特論 ※ 小林尚司、清水みどり、天木伸子、
深谷由美 2（30） 2

高齢者ヘルスアセスメント論 ※ 小林尚司、清水みどり、天木伸子、
百瀬由美子 2（30） 2

老年病の病態と治療 ※ 小林尚司、百瀬由美子、森田
一三、近藤敬太、小笠原雅彦 2（30） 2

老年看護支援論 ※ 小林尚司、清水みどり、天木伸子、
深谷由美 2（30） 2

老年保健医療福祉論 ※ 小林尚司、長谷川喜代美 2（30） 2

老年在宅ケア特論 ※ 小林尚司、深谷由美、清水みどり、
天木伸子 2（30） 2

老年看護実践実習Ⅰ ※ 百瀬由美子、小林尚司、清水み
どり、天木伸子

4
（180） 4

老年看護実践実習Ⅱ ※ 小林尚司、百瀬由美子、清水み
どり、天木伸子

3
（135） 3

老年看護実践実習Ⅲ ※ 深谷由美、百瀬由美子、小林尚司、
清水みどり、天木伸子

3
（135） 3

精神看護学

精神保健医療論 ＊※ 原田真澄 2（30）

＜研究・教育者コース＞
必修8単位
＊科目

＜専門看護師コース＞
必修24単位
※科目

2
精神健康行動評価論 ＊※ 原田真澄、服部希恵 2（30） 2
精神看護学地域共生論 ＊ 原田真澄 2（30） 2
精神看護学演習 ＊ 原田真澄 2（60） 2

精神科治療と看護 ※ 原田真澄、石黒千映子、平野千晶、
山田浩雅、加藤明美 2（30） 2

精神健康行動ケア特論 ※ 原田真澄、服部希恵、牛山喜久恵 2（30） 2
リエゾン精神看護論 ※ 原田真澄、服部希恵、平野千晶 2（30） 2
精神科治療と看護演習 ※ 原田真澄、平野千晶 2（60） 2
精神看護援助方法の開発演習 ※ 原田真澄、服部希恵 2（60） 2
精神看護学高度実践実習Ⅰ ※ 原田真澄 2（90） 2
精神看護学高度実践実習Ⅱ ※ 原田真澄 2（90） 2
精神看護学高度実践実習Ⅲ ※ 原田真澄 2（90） 2

精神看護学高度実践実習Ⅳ ※ 原田真澄 4
（180） 4

地域看護学

地域看護学特論 長谷川喜代美、森田一三、小林
尚司、岡田摩理、清水美代子 2（30）

＜研究・教育者コース＞
必修8単位

2

コミュニティアセスメント論 長谷川喜代美、森田一三、清水
美代子 2（30） 2

地域共生ケアシステム論 長谷川喜代美、清水美代子 2（30） 2

地域看護学演習 長谷川喜代美、森田一三、清水
美代子 2（60） 2

災害看護学

災害看護学特論 ＊ 中島佳緒里、花木芳洋 1（15）

＜研究・教育者コース＞
必修9単位以上

＊科目

1
災害と法律・制度 中島佳緒里、岡本正 2（30） 2

災害看護学対象論 ＊ 中島佳緒里、藤井愛海、長尾佳
世子、村瀬智子 2（30） 2

災害看護学援助論Ⅰ ＊ 中島佳緒里、藤井愛海、長尾佳
世子、下間正隆、花木芳洋 2（30） 2

災害看護学援助論Ⅱ ＊ 中島佳緒里、藤井愛海、長尾佳
世子 1（15） 1

災害看護学演習 ＊ 中島佳緒里、藤井愛海、長尾佳
世子 2（60） 2

災害看護学実習 ＊ 中島佳緒里、藤井愛海、長尾佳
世子 1（45） 1

研究

課題研究
南谷志野、岡田摩理、百瀬由美子、
小林尚司、原田真澄、神道那実、
清水みどり、天木伸子深谷由美

2（60） ＜専門看護師・認定看護管理者コース＞
必修2単位 2

特別研究

南谷志野、山田聡子、東野督子、
カルデナス暁東、野口眞弓、岡
田摩理、百瀬由美子、小林尚司、
長谷川喜代美、森田一三、巻野
雄介、石黒千映子、栩川綾子、
岡津愛子、神道那実、清水みどり、
天木伸子深谷由美、原田真澄、
清水美代子、中島佳緒里、藤井
愛海、下間正隆

8
（240）

＜研究・教育者コース＞
必修8単位 8

修了要件
＜研究・教育者コース＞　30単位以上
＜専門看護師コース＞　42単位以上
＜認定看護管理者コース＞　30単位以上
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4）カリキュラムポリシー
教育目的・目標を達成し、ディプロマポリシーに掲げる人材を育成するために、共通科目と専門科目を体系的
に編成し、以下の方針に基づいた教育課程を展開する。

（1）共通科目
共通科目は、必修共通科目と選択共通科目で編成する。
① 必修共通科目は、看護学を探求し卓越した看護実践を展開するための基盤となる「看護理論」と「看護倫理」、
赤十字の基本原則に対する理解を深めるための「赤十字と看護」からなる。
② 選択共通科目は、研究能力を育成するための「看護研究Ⅰ」「看護研究Ⅱ」「看護研究Ⅲ」と「統計学Ⅰ」「統計
学Ⅱ」、教育能力を育成するための「教育方法・評価論」「現任教育論」、卓越した看護実践能力を育成するため
の「病態生理学」「臨床薬理学」「ヘルスアセスメント」と実践の基本となる「セルフマネジメント論」「感染制
御論」、多職種・多機関と協働する能力と組織内外の調整能力を育成するための「コンサルテーション論」「看
護管理論」「看護政策論」からなる。

（2）専門科目
専門科目は 3 分野 9 領域で編成し、学生の目的に合わせた 3 コースを設けている。
①分野・領域
ア　基盤育成看護学分野
看護実践の基盤となる能力の育成と看護技術の開発・評価およびマネジメント能力の育成を目指す分野であり、
看護管理学領域と看護教育・技術学領域から構成されており各領域の専門性を探求するための科目で編成してい
る。
イ　ケア創生看護学分野
根拠に基づきケアを創り出し看護実践の発展を目指す分野であり、成人看護学領域、母性看護学領域、小児看
護学領域から構成されており各領域の専門性を探求するための科目で編成している。
ウ　地域共生看護学分野
地域で暮らす多様な人々との共生を目指したケアを開発する分野であり、老年・在宅看護学領域、精神看護学
領域、地域看護学領域、災害看護学領域から構成されており各領域の専門性を探求するための科目で編成している。
②コース
ア　研究・教育者コース
分野・領域での専門性を高め、研究者・教育者として看護学の発展に寄与できる能力の育成を目指すコースで
ある。すべての領域にコースを設定している。研究・教育者コースは各領域の講義・演習科目により最新の専門
知識を深め、「特別研究」で専門領域における研究能力を育成する。
イ　専門看護師コース
日本看護系大学協議会の認可を受けた高度実践看護師教育課程であり、専門看護師を目指すコースである。小
児看護学領域、精神看護学領域、老年・在宅看護学領域にコースを設定している。各領域の講義・演習・実習科
目により卓越した実践能力を育成し、「課題研究」で看護実践上の課題を解決するための研究能力を育成する。
ウ　認定看護管理者コース
卓越した見識と管理能力をもった認定看護管理者を目指すコースである。看護管理学領域にコースを設定して
いる。講義・演習・実習科目により卓越した管理能力を育成し、「課題研究」で看護管理上の課題を解決するため
の研究能力を育成する。
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5）カリキュラムマップ

ディプロマ・ポリシー

コース共通 研究・教育者コース 専門看護師・認定看護管理者コース
赤十字の基
本原則のひと
つである人
道に基づい
た倫理観を
有している。

看護学の発
展に寄与で
きる研究能
力を有してい
る。

看護における
人材育成に
寄与できる
教育能力を
有している。

研究内容を
論理的に説
明できる能力
を有してい
る。

専門領域に
おける卓越し
た看護実践
能力を有して
いる。

多職 種・多
機関と協働・
調整できる能
力を有してい
る。

看護実践上
の課題を解
決するための
研究能力を
有している。

科目名 開講期 ◎学修成果を高めるために履修を特に求める科目 〇学修成果を高めるために履修が望ましい科目

共
通
科
目

必
修
共
通

科
目

看護理論 1 ◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇
看護倫理 2 ◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇
赤十字と看護 2 ◎

選
択
共
通
科
目

教育方法・評価論 1 ◎
統計学Ⅰ 1 ◎ ◎
統計学Ⅱ 2 ◎ 〇
看護研究Ⅰ（概論） 1 ◎ ◎
看護研究Ⅱ（量的研究法） 1 ◎ 〇
看護研究Ⅲ（質的研究法） 2 ◎ 〇
セルフマネジメント論 2 ◎ ◎
感染制御論 1 ◎
病態生理学 1 ◎
臨床薬理学 1 ◎
ヘルスアセスメント 2 ◎
コンサルテーション論 2 ◎
看護管理論 1 ◎ ◎
看護政策論 2 〇 ◎
現任教育論 2 ◎ ◎

基
盤
育
成
看
護
学

看
護
管
理
学

看護管理学特論 1 ◎ ◎
人的資源管理論 2 ◎ 〇 ◎ 〇
保健医療福祉組織論 1 〇 ◎
看護管理学演習 2 ◎ ◎
組織経営・経済論 2 ◎
医療安全論 1 ◎
看護管理学実習Ⅰ 3-4 ◎
看護管理学実習Ⅱ 3-4 ◎ 〇
看護管理学実習Ⅲ 3-4 ◎ 〇

看
護
教
育
・

技
術
学

看護教育学特論 1 ◎ ◎ 〇
看護技術学特論 2 ◎ 〇
看護教育方法論 2 ◎ ◎ 〇
看護教育・技術学演習 2 〇 ◎

ケ
ア
創
生
看
護
学

成
人
看
護
学

成人看護学特論 1 ◎ 〇
周術期ケア開発特論 2 ◎ 〇
慢性病ケア開発特論 2 ◎ 〇
成人看護学演習 2 〇 ◎

母
性
看
護
学

母性看護学特論 1 ◎ 〇
ウィメンズヘルス特論 2 ◎ 〇
周産期ケア開発特論 1 ◎ 〇
母性看護学演習 2 〇 ◎

小
児
看
護
学

小児看護学特論 1 ◎ 〇 ◎ 〇
小児看護学成長発達論 1 ◎ 〇 ◎ 〇
小児看護学評価方法論 2 ◎ 〇 ◎ 〇
小児看護学演習 2 〇 ◎
小児看護支援論 2 ◎ 〇
小児看護ヘルス・アセスメント論 2 ◎ 〇
小児の病態と治療 2 ◎ 〇
小児 CNS 機能と役割演習 2 ◎ 〇 〇
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ディプロマ・ポリシー

コース共通 研究・教育者コース 専門看護師・認定看護管理者コース
赤十字の基
本原則のひと
つである人
道に基づい
た倫理観を
有している。

看護学の発
展に寄与で
きる研究能
力を有してい
る。

看護における
人材育成に
寄与できる
教育能力を
有している。

研究内容を
論理的に説
明できる能力
を有してい
る。

専門領域に
おける卓越し
た看護実践
能力を有して
いる。

多職 種・多
機関と協働・
調整できる能
力を有してい
る。

看護実践上
の課題を解
決するための
研究能力を
有している。

科目名 開講期 ◎学修成果を高めるために履修を特に求める科目 〇学修成果を高めるために履修が望ましい科目

ケ
ア
創
生
看
護
学

小
児
看
護
学

小児看護学実習Ⅰ 2 ◎ 〇
小児看護学実習Ⅱ
（CNS 機能と役割実習） 3 ◎ ◎ 〇

小児看護学実習Ⅲ
（小児看護高度実践実習） 3 ◎ ◎ 〇

小児看護学実習Ⅳ
（小児看護高度実践統合実習） 3-4 ◎ ◎ 〇

地
域
共
生
看
護
学

老
年
・
在
宅 

看
護
学

老年・在宅看護学特論 1 ◎ 〇
認知症ケア特論 2 ◎ 〇 ◎ 〇
老年・在宅療養者共生支援論 1 ◎ 〇
老年・在宅看護学演習 2 〇 ◎
老年看護学特論 1 ◎ 〇
高齢者ヘルスアセスメント論 1 ◎ 〇
老年病の病態と治療 2 ◎ 〇
老年看護支援論 1 ◎ 〇
老年保健医療福祉論 2 〇 ◎
老年在宅ケア特論 2 ◎ 〇
老年看護実践実習Ⅰ 2-3 ◎ ◎ 〇
老年看護実践実習Ⅱ 3-4 ◎ ◎ 〇
老年看護実践実習Ⅲ 3-4 ◎ ◎ 〇

精
神
看
護
学

精神保健医療論 1 ◎ 〇 ◎ 〇
精神健康行動評価論 1 ◎ 〇 ◎ 〇
精神看護学地域共生論 2 ◎ 〇
精神看護学演習 2 〇 ◎
精神科治療と看護 1 ◎ 〇
精神健康行動ケア特論 2 ◎ 〇
リエゾン精神看護論 2 ◎ 〇
精神科治療と看護演習 2 〇 ◎
精神看護援助方法の開発演習 2-4 〇 ◎
精神看護学高度実践実習Ⅰ 2-3 ◎ ◎ 〇
精神看護学高度実践実習Ⅱ 2-3 ◎ ◎ 〇
精神看護学高度実践実習Ⅲ 2-4 ◎ ◎ 〇
精神看護学高度実践実習Ⅳ 2-4 ◎ ◎ 〇

地
域
看
護
学

地域看護学特論 1 ◎ 〇
コミュニティアセスメント論 2 ◎ 〇
地域共生ケアシステム論 2 ◎ 〇
地域看護学演習 2 〇 ◎

災
害
看
護
学

災害看護学特論 1 ◎ 〇
災害と法律・制度 1 ◎
災害看護学対象論 1 ◎ 〇
災害看護学援助論Ⅰ 1 ◎
災害看護学援助論Ⅱ 2 ◎ 〇
災害看護学演習 2 〇 ◎
災害看護学実習 2-4 ◎ 〇

研究
課題研究 1-4 ◎ 〇 ◎
特別研究 1-4 ◎ ◎
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6）2024年度　実習施設一覧

№ 実習施設名 実習科目名
1 日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院 小児看護学実習Ⅱ（CNS機能と役割実習）

2 あいち小児保健医療総合センター 小児看護学実習Ⅱ（CNS機能と役割実習）
小児看護学実習Ⅲ（小児看護高度実践実習）

3 愛知医科大学病院 小児看護学実習Ⅲ（小児看護高度実践実習）
4 日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院 小児看護学実習Ⅳ（小児看護高度実践統合実習）
5 トヨタ記念病院 小児看護学実習Ⅳ（小児看護高度実践統合実習）
6 社会医療法人宏潤会大同病院 地域周産期センター 災害看護学実習

7）研究指導教員一覧

領域・分野 職　位 氏　名 資格
研究指導
担当学生数

研究計画・論文審査
担当学生数

主指導 副指導 主査 副査
学　長 百　瀬　由美子 主 0名 1名 1名 2名

基
盤
育
成

看
護
学

看護管理学 教　授 南　谷　志　野 主 4名 1名 1名 3名

看護教育・技術学
教　授 山　田　聡　子 主 8名 0名 0名 4名
准教授 巻　野　雄　介 副 - 8名 - -

ケ
ア
創
生
看
護
学

成人看護学

教　授 東　野　督　子 主 1名 0名 0名 3名
教　授 カルデナス暁東 主 0名 1名 1名 4名
准教授 石　黒　千恵子 副 - 0名 - -
准教授 栩　川　綾　子 副 - 0名 - -

母性看護学
教　授 野　口　眞　弓 主 2名 1名 2名 1名
准教授 岡　津　愛　子 副 - 1名 - -

小児看護学
教　授 岡　田　摩　理 主 4名 0名 0名 5名
准教授 神　道　那　実 副 - 4名 - -

地
域
共
生
看
護
学

老年・在宅看護学

教　授 小　林　尚　司 主 1名 1名 1名 0名
准教授 清　水　みどり 主 - 0名 - -
准教授 天　木　伸　子 副 - 1名 - -
准教授 深　谷　由　美 副 - 0名 - -

精神看護学 准教授 原　田　真　澄 副 - 0名 - -

地域看護学
教　授 長谷川　喜代美 主 0名 1名 3名 0名
教　授 森　田　一　三 主 1名 0名 3名 2名
准教授 清　水　美代子 副 - 0名 - -

災害看護学
准教授 中　島　佳織里 副 - 0名 - -
准教授 藤　井　愛　海 副 - 1名 - -
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Ⅳ　看護学研究科修士課程教育活動

8）研究指導関係スケジュール

日程
研究指導活動

M1 M2
4月 4日（木） 論文オリエンテーション

4月 24日（水） 指導教員及び副指導教員の決定

6月 25日（火） 研究計画発表会資料提出期日
10月 4日（金） 仮研究テーマ（仮研究課題）の提出期日

11月 20日（水）
修士論文・課題研究論文 審査申請届提出期日

12月 13日（金） 修士論文・課題研究論文 提出期日
1月 10日（金） 研究計画発表会
1月 29日（水） 研究計画・論文審査委員の決定
1月 10日（金）～
2月 28日（金）

研究計画審査申請

1月 17日（金） 修士論文・課題研究論発表会

12月 16日（月）～
2月 17日（月）

修士論文・課題研究論文審査及び最終試験

2月 26日（水） 学位授与判定
2月 27日（木） 学位授与判定結果の公示
3月 12日（水） 学位記授与式

・ 指導教員・副指導教員：2024 年度入学生の指導教員 1名、副指導教員 1名を決定した。
・ 仮研究テーマ：1年次の在学生 3名から仮研究テーマ（仮研究課題）が提出された。
・ 研究計画発表会：修士課程学位審査規程第 5条に基づき、発表会を実施した。1月の研究計画発表会（発表者 2名）
は、教員 37 名、院生 13 名、職員 2名の計 52 名が参加した。
・ 審査委員会：修士課程学位審査規程第 2条に基づき、研究計画発表会を終えた学生（1月発表者 2名）にかかる
主査 1名及び副査 2名をそれぞれ決定した。
・ 研究計画審査：修士課程学位審査規程第 6条に基づき、研究計画発表会を終えた学生（1月発表者 2名）全員か
ら研究計画審査申請があった。審査委員会による審査を行い、2名は審査委員会による審査を継続中。
・ 研究実施許可：修士課程学位審査規程第 10 条に基づき、研究倫理審査を受審し、年度内に承認を受けた 1名に
対し、審査委員会から研究実施許可を行った。
・ 学位審査：
（3月修了）修士課程学位審査規程第 2条に基づき、審査申請届の提出のあった学生 1名（修士論文 7題、課題
研究論文 2題）より修士論文・課題研究論文提出期日までに論文が提出され、1月に論文発表会を実施した。同規
程第 14 条、第 15 条に基づき審査委員会による審査及び最終試験を行い、学位授与判定研究科委員会において審
査委員会からの結果報告に基づき 9名の学位授与を決定した。
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9）学位論文審査基準
【修士論文】
（1）表題が内容を適切に表現している。
（2）研究動機や意義が明確である。
（3）十分な範囲の関連文献が検討されている。
（4）研究目的が明確である。
（5）研究方法が妥当である。
（6）十分なデータ数が得られている。
（7）倫理的配慮が適切である。
（8）目的に沿った結果が示されている。
（9）客観的にデータが示されている。
（10）目的と結果及び考察に一貫性がある。
（11）得られた結果についての解釈や意味づけが示されている。
（12）関連文献と照合して考察している。
（13）結論が簡潔に述べられている。
（14）抄録が適切である。
（15）論文内容に学術的価値があり、看護学及び看護実践に貢献できる。
（16）論文の形式的条件が整備されている。

【課題研究論文】
（1）表題が内容を適切に表現している。
（2）看護実践上の課題に基づき、課題の背景が明確である。
（3）看護実践上の意義が明確である。
（4）研究目的が明確である。
（5）研究方法が妥当である。
（6）倫理的配慮が適切である。
（7）目的に沿った結果が示されている。
（8）客観的にデータが示されている。
（9）目的と結果及び考察に一貫性がある。
（10）得られた結果についての解釈や意味づけが示されている。
（11）関連文献と照合して考察している。
（12）結論が簡潔に述べられている。
（13）抄録が適切である。
（14）論文内容に看護実践上の価値がある。
（15）論文の形式的条件が整備されている。

10）2024年度　修士論文タイトル
研究・教育者コース

領域・分野 タイトル
看護管理学領域 副看護師長の成長に繋がった看護師長による権限委譲の様相
看護管理学領域 同一部署内における副看護師長間の協働に関する認識

看護管理学領域 希望しない異動の内示を異動前に前向きに受け入れることができた看護師に対する直属の上司である看
護師長が行った支援

看護教育 ･技術学領域 超音波画像診断装置を用いた全身麻酔患者の気管チューブカフ上部分泌物の評価
看護教育 ･技術学領域 現任教育企画担当者の認識からみた研修転移の現状と課題
成人看護学領域 ベトナム人介護職員が行う口腔ケア実施時の誤嚥のリスクを低減する実践と関連要因
小児看護学領域 NICUにおける End-of-life ケア経験豊富な看護者の End-of-life ケア実践の可視化
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専門看護師・認定看護管理者コース

領域・分野 タイトル
小児看護学領域 NICUから小児病棟を経て在宅移行する医療的ケア児と家族に対する小児病棟看護師の支援の現状と課題
小児看護学領域 地域で家族支援を行っている看護師による医療的ケア児のきょうだい支援
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2．学生の受け入れ
1）アドミッション・ポリシー
（1）本学の建学の精神に共感できる人
（2）専門分野における基礎知識を有している人
（3）科学論文を理解するための基礎的な英語力を有している人
（4）論文作成の基盤となる文章の読解力と論述力を有している人
（5）基礎的な看護実践能力を有している人
（6）将来的に看護研究者・実践者として貢献する意志のある人

2）入学者選抜試験の方法・募集定員一覧

試験種別 募集定員 必須・選択 科目

一般入学試験
10名 必須

外国語（英語）
専門科目（小論文）

推薦入学試験　※ 面接

※　 学校法人日本赤十字学園が設置する大学卒業者、または、赤十字施設へ勤務しており、かつ看護部長等からの推薦のある方が対象となる。試験科目
のうち外国語（英語）が免除される。

3）入学者選抜試験別志願者数・受験者数・入学者数一覧 （単位：名）

年度 定員 志願者数 受験者 入学者数

2025年度
第 1回

10
4 4 4

第 2回 0 0 0

2024年度
第 1回

10
4 4 4

第 2回 3 3 3

2023年度
第 1回

10
1 1 1

第 2回 3 3 3

4）科目等履修生
・出願資格認定審査申請期間
前期科目：2024 年 1 月  4 日（木）～ 2024 年 1 月 17 日（水）
後期科目：2024 年 7 月 10 日（水）～ 2024 年 7 月 24 日（水）

・出願期間
前期科目：2024 年 1 月 18 日（木）～ 2024 年 2 月 1 日（木）
後期科目：2024 年 7 月 24 日（水）～ 2024 年 8 月 9 日（金）

・選考方法：書類審査

・出願者数及び入学者数（過去 3年） （単位：名）

2022年度 2023年度 2024年度
出願者数 6 5 3
入学者数 6 4 3
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5）履修証明プログラム
・出願資格認定審査申請期間
2024 年 1 月  4 日（木）～ 2024 年 1 月 17 日（水）

・出願期間
2024 年 1 月 18 日（木）～ 2024 年 2 月  1 日（木）

・選考方法：書類審査

・出願者数及び入学者数（過去 3年） （単位：名）

2022年度 2023年度 2024年度
出願者数 2 1 0
入学者数 2 1 0
在学者数 3 3 1

6）研究生
・出願期間：2024 年 2 月 1 日（木）～ 2024 年 2 月 29 日（木）

・選考方法：書類審査

・出願者数及び入学者数（過去 3年） （単位：名）

2022年度 2023年度 2024年度
出願者数 0 3 1
入学者数 0 3 1
在学者数 0 3 1
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3．学生支援
平日夜間・土曜、また一部科目ではオンラインを活用した開講に加えて、2年分の学費で 3年での履修を可能と
する長期履修制度、自習スペースとしても活用できる日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院敷地内に立
地するサテライトキャンパスの整備、学外からの文献検索を可能とするVPNライセンスの付与など、様々な方面
から院生の働きながらの学びを支援した。

1）在籍学生数（休学率・退学率・学位取得状況含む） （単位：名）

入学年度 入学者数 在籍者数 退学者数 退学率 累積
退学者数

累積
退学率 休学者数 休学率 学位

取得者数
2024年度入学生 7 7 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% -
2023年度入学生 4 4 1 25.0% 1 25.0% 0 0.0% 0
2022年度入学生 9 9 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 8
2021年度以前入学生 - 1 0 0.0% - - 0 0.0% 1
合計 - 21 1 4.8% - - 0 0.0% 9
退学率：年度内の退学者数 /在籍者数（退・休学者含む）
休学率：年度内の休学者数 /在籍者数（退・休学者含む）
累積退学者数：入学以降の累積退学者数 /入学者数（退・休学者含む）

2）修業年限内の修了率 （単位：名）

入学年度 標準修業年限 ①
入学者数

②
①のうち
2024年度末
までに修了
した学生数

③
①のうち
2024年度末
までに退学
した学生数

④
①のうち
2025年度
現在在籍して
いる学生数
（留年者数）

④ ’
④のうち在学
中に休学した
者を除いた
留年者数

⑤
標準修業年
限内修了率

⑥
標準修業年
限を通じた
退学率

2023年度入学生
（長期履修者除く） 2年 0 0 0 1 0 - -

2022 年度入学生
（長期履修者のみ） 2→ 3年 9 8 0 1 0 88.9% 0.0%

3）研究費助成制度・獲得状況
2024 年度「学校法人日本赤十字学園教育・研究及び奨学費基金」による教育・研究事業（学長裁量事業）

（単位：円）

研究テーマ 領域 研究者 交付金額
1 同一部署内における副看護師長間の協働に関する認識 看護管理学領域 元岡　久代  37,000 

2 希望しない異動の内示を異動前に前向きに受け入れることができた看
護師に対する直属の上司である看護師長が行った支援 看護管理学領域 山本　明美  72,000 

3 現任教育企画担当者の認識からみた研修転移の現状と課題 看護教育技術学領域 山吹　美貴  44,580 

4）就職・進路状況
2024 年度修了生はすべて有職学生であった。2024 年度修了生のうち進学者はいなかった。

5）専門看護師（CNS）、認定看護管理者　資格取得状況一覧

資格 分野 課程（単位数） 2024年度
取得者数

累計取得者数
（2024年度取得者数再掲）

専門看護師（CNS） 母性看護 26単位 ※ 0名 4名
専門看護師（CNS） 小児看護 26単位 ※ 0名 4名
専門看護師（CNS） 小児看護 38単位 0名 1名
専門看護師（CNS） 精神看護 26単位 ※ 0名 2名
認定看護管理者 2名 8名
※　26 単位課程の修了による審査申請は 2023 年度まで
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6）修士論文投稿状況一覧

修了年度 領域・分野 論文の投稿状況

2021年度
（2022.3. 修了）

臨床実践看護学領域精神看護学分野 準備中
臨床実践看護学領域母性看護学分野 準備中
ケア創生看護学分野成人看護学領域 準備中（学会発表済み）
基盤育成看護学分野看護管理学領域 準備中（第26回日本看護管理学術集会（2022年）で発表済み）
ケア創生看護学分野小児看護学領域 準備中（日本小児看護学会（2022年）で発表済み）
ケア創生看護学分野小児看護学領域 日本赤十字豊田看護大学紀要　第19巻第 1号　2024-3
地域共生看護学分野老年 ･在宅看護学領域 日本赤十字豊田看護大学紀要　第19巻第 1号　2024-3

2022年度
（2023.3 修了）

看護管理学領域看護管理学分野 準備中（第26回日本看護管理学会学術集会（2022年）で発表済み）
ケア創生看護学分野小児看護学領域 日本小児看護学会誌　Vol.33　150-158　2024
基盤育成看護学分野看護管理学領域 準備中（第27回日本看護管理学会学術集会（2023年）で発表済み）
基盤育成看護学分野看護管理学領域 準備中（第27回日本看護管理学会学術集会（2023年）で発表済み）
基盤育成看護学分野看護教育 ･技術学領域 準備中（第26回日本看護管理学会学術集会（2022年）で発表済み）

2023年度
（2023.9 修了）

基盤育成看護学分野看護管理学領域 準備中（第28回日本看護管理学会学術集会（2024年）で発表済み）
基盤育成看護学分野看護管理学領域 準備中（第28回日本看護管理学会学術集会（2024年）で発表済み）

2023年度
（2024.3 修了） 基盤育成看護学分野看護教育 ･技術学領域 準備中（第 25回日本赤十字看護学会（2024 年）及び第 44回日

本看護科学学会学術集会（2024年）で発表済み）

7）学生生活調査結果
自己点検・評価の一環として、年 1回学生生活に関する調査（キャンパスライフアンケート）を実施している。

【調査対象】後期に在籍する大学院生
【調査方法】Microsoft　Forms を使用した自記式アンケート調査（無記名）
【実施期間】令和 7年 2月 28 日（金）～ 3月 14 日（金）
【回 答 率】大学院生 32.0%（修士課程 35.0％・博士課程 20.0％）

（1）アンケート結果の要約
①大学院生の結果と課題
今回の調査では回答率が 2～ 3 割にとどまっており、一部学生の意見であることは否めない。満足度 3以上を
目指した項目について、修士において達成することができた。博士は利用そのものがなかった。全体的に、「大学
からの情報提供」「自習環境」「図書館」の利用割合が高く、概ね満足度と利用しやすさも高い結果となった。一方、
修士課程学生について「奨学金に関する相談」「キャリア支援」「健康相談」「メンタルヘルス相談」「ハラスメン
ト相談」は約 3割がとても利用しづらい回答した。「オフィスアワー制度」は大学院生においても利用割合、満足度、
利用しやすさすべてにおいて課題となった。
以上から、調査回答率の向上ならびに各種相談に関する大学院生の利便性の検討と大学院生向けの「オフィス
アワー制度」を次年度の検討課題とする。
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Ⅴ　看護学研究科博士後期課程教育活動

1．カリキュラム
1）教育目的・目標
赤十字の理念である「人道（humanity）」の実現を目指し、いかなる場合でも一人ひとりの尊厳を守り、人々
が有する平和と健康に生きる権利について看護を通して実現することを共通の理念としている。さらに、高度な
実践知を基盤として、自立した研究活動と研究指導ができる研究者、質の高い看護学の教育ができる教育者、知
的複眼思考・論理的思考に基づき発展的に看護を実践できる人材の育成を目指す。

【教育目標】
（1）研究者として、自立して研究活動を行うために必要な高度の研究能力を養う。
（2） 知的な教養と柔軟性、先見性を兼ね備え、質の高い看護学の教育を行うための教育開発能力、教育能力、

課題解決能力を養う。
（3）臨床看護実践や教育の場において、リーダーとして活動するための俯瞰力と指導・調整力を養う。
（4）国内外の保健・医療・福祉の分野で広く活躍できる能力を養う。

2）ディプロマポリシー
修了要件となる単位を取得するとともに、博士論文の審査及び最終試験に合格し、次の条件を満たすものに博
士（看護学）の学位を授与する。
（1） 看護学において、高度な専門的業務に従事する上で必要な学識・技術・応用力に基づいて、自立的な研究活

動を担える能力を有している。
（2） 高度な専門性と倫理観を有した、実践者、指導者、管理者、教育者、研究者として、多角的なリーダーシッ

プを発揮できる資質と力量を有している。

Ⅴ　看護学研究科博士後期課程教育活動

94



Ⅴ　看護学研究科博士後期課程教育活動

3）教育課程表

区
分 授業科目 担当教員 配当年次

単位数 授業形態
必修 選択 講義 演習

共
通
科
目

看護理論 村瀬智子 1･2前 1 〇
赤十字人道援助論 井上忠男 1･2後 1 〇
科学的研究方法論Ⅰ（実験研究） 根本昌宏、村林宏、姫野稔子 1･2前 1 〇
科学的研究方法論Ⅱ（臨床介入研究） 伊藤善也、百田武司 1･2後 1 〇
科学的研究方法論Ⅲ（尺度開発） 西片久美子、河口てる子 1･2前 1 〇
科学的研究方法論Ⅳ（質的研究） 新田純子、谷津裕子 1･2後 1 〇
科学的研究方法論Ⅴ（文化人類学的研究）2024年度は開講なし 1･2前 1 〇
科学的研究方法論Ⅵ（理論構築） 河口てる子 1･2後 1 〇
臨床倫理論 柳井圭子、戸村道子 1･2後 1 〇

小計（9科目） 9

専
門
科
目

看護人材開発特論 山田聡子、原玲子、本田多美枝、柳井圭子 1･2前 2 〇
療養生活看護学特論 高田由美、東野督子、高橋清美 1･2前 2 〇

生涯発達看護学特論 野口眞弓、志賀くに子、永松美雪、岡田摩里、
志賀加奈子 1･2前 2 〇

実践看護学特論 百田武司、櫻本秀明、池松裕子 1･2前 2 〇
広域連携看護学特論 2024年度は開講なし 1･2前 2 〇
災害救護特論 中信利恵子、田村由美、小川里美 1･2前 2 〇
健康科学特論 山本憲志、森田一三、長谷川喜代美 1･2前 2 〇

小計（7科目） 14

演
習

看護学演習

安酸史子、志賀加奈子、西片久美子、喜多歳子、
定廣和香子、相馬深輝、原玲子、新田純子、
阿部範子、志賀くに子、高田由美、百瀬由美子、
長谷川喜代美、山田聡子、野口眞弓、東野督子、
カルデナス暁東、岡田摩理、小林尚司、南谷志野、
森田一三、田村由美、百田武司、戸村道子、
中信利恵子、今井多樹子、池松裕子、姫野稔子、
小川里美、櫻本秀明、髙橋清美、永松美雪、
本田多美枝、柳井圭子

1通 2 〇

小計（1科目） 2

合
同
研
究

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

合同研究ゼミナール

安酸史子、志賀加奈子、西片久美子、喜多歳子、
定廣和香子、相馬深輝、原玲子、新田純子、
阿部範子、志賀くに子、高田由美、百瀬由美子、
長谷川喜代美、山田聡子、野口眞弓、東野督子、
カルデナス暁東、岡田摩理、小林尚司、南谷志野、
森田一三、田村由美、百田武司、戸村道子、
中信利恵子、今井多樹子、池松裕子、姫野稔子、
小川里美、櫻本秀明、髙橋清美、永松美雪、
本田多美、柳井圭子

1後 1 〇

小計（1科目） 1

特
別
研
究

特別研究

安酸史子、志賀加奈子、西片久美子、喜多歳子、
定廣和香子、相馬深輝、河口てる子、石﨑智子、
原玲子、新田純子、阿部範子、志賀くに子、
高田由美、百瀬由美子、長谷川喜代美、山田聡子、
野口眞弓、東野督子、カルデナス暁東、岡田摩理、
小林尚司、南谷志野、森田一三、鎌倉やよい、
大西文子、田村由美、百田武司、戸村道子、
中信利恵子、今井多樹子、池松裕子、姫野稔子、
小川里美、櫻本秀明、髙橋清美、永松美雪、
本田多美枝、柳井圭子

2～ 2通 8 〇

小計（1科目） 8
合計（19科目） 11 23

修了要件：　15 単位以上（共通科目から 2単位以上、専門科目から 2単位以上、必修科目 11 単位）を修得していること。
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4）カリキュラムポリシー
共同看護学専攻の設置の趣旨及び教育目標を達成するため、科目区分を設け必要な授業科目を配置するととも
に、当該科目区分ごとに履修要件単位数を定め、体系的なコースワークによる教育課程を編成している。
（1） 看護学を導く理論を探求するとともに、高度な実践知を基盤とした理論を構築するための方法及び研究方法

を学修し、博士学位論文の作成に結びつけるために共通科目をおく。
（2） 看護における知識や技術の検証、新たな理論や方法論の創設等、より高度な研究能力を身につけ、広範な健

康問題や看護課題について実践的な研究を行うために専門科目をおく。
（3） 自らの研究テーマに関わる事例や先行研究を分析し、課題解決のための理論と方法論、技法について実証的

に研究する手法を探究するために演習をおく。
（4） 博士学位論文作成に向け、専門領域の垣根を越え異なる専門性の観点から、実現可能な研究に向けての方向

性を明確化するために合同研究ゼミナールをおく。
（5） 保健・医療・福祉の場で科学的視点を持ち教育・研究能力が発揮できる高度専門職業人に必要な研究能力の

修得を目指すために特別研究をおく。

5）大学院博士課程 研究指導教員一覧

職位 氏名 資格
研究指導 研究計画・論文審査

主指導 副指導 主査 副査
学長 百　瀬　由美子 主 5名 1名 0名 1名
教授 山　田　聡　子 主 4名 1名 0名 2名
教授 長谷川　喜代美 主 - 0名 0名 2名
教授 野　口　眞　弓 主 3名 1名 0名 5名
教授 東　野　督　子 主 0名 0名 0名 0名
教授 カルデナス暁東 主 1名 1名 0名 4名
教授 森　田　一　三 副 - 3名 - -
教授 岡　田　摩　理 副 - 1名 - -
教授 小　林　尚　司 副 - 0名 - -
教授 南　谷　志　野 副 - 0名 - -

96



Ⅴ　看護学研究科博士後期課程教育活動

6）研究指導関係スケジュール

日程 D1 D2、3
4月 4日（木）
4月 6日（土）

オリエンテーション（研究指導体制、看護学演習、
研究倫理審査、特別研究報告書について）

オリエンテーション（研究計画書の提出、研究倫理審査、
博士論文・審査願の提出について）

4月 11日（木） 研究計画書提出①
4月 18日（木） 主指導教員の決定（連絡協議会） 研究計画審査員の決定（連絡協議会）①
4月 19日（金） 合同ガイダンス
5月 8日（水） 博士論文・審査願提出①
5月 18日（土）～
19日（日）

研究計画審査①

5月 25日（土）～
26日（日）

博士論文審査①

6月 13日（木） 研究計画書提出②
6月 20日（木） 研究計画審査員の決定（連絡協議会）②
7月 12日（金）～
13日（土）

研究計画審査②

9月 12日（木） 研究計画書提出③
9月 19日（木） 研究計画審査員の決定（連絡協議会）③
10月 18日（金）～
20日（日）

研究計画審査③

10月 25日（金）～
26日（土）

合同研究ゼミナール

11月 1日（金） 博士論文・審査願提出②
11月 21日（木） 第 1副指導教員の決定（連絡協議会）
11月 15日（金）～
16日（土）

博士論文審査②

12月 19日（木） 第 2副指導教員の決定（連絡協議会）
1月 9日（木） 研究計画書提出④
1月 16日（木） 研究計画審査員の決定（連絡協議会）④
2月 6日（木） 特別研究報告書提出
2月 15日（土）～
16日（日）

研究計画審査④

2月 20日（木） 修了判定（連絡協議会）
3月 3日（月） 博士論文発表会

＜以下には本学在籍学生に係る事項を記載＞
① 指導教員・副指導教員：4月に 2024 年度入学生の主指導教員を決定した。11 月に 2024 年度入学生の第 1副指
導教員を決定した。2月に年度末の教員の退職に伴う新年度の研究指導体制の変更について決定した。
②研究計画審査：1名の審査を実施した。
③博士論文審査：3名の審査を実施し、学位授与を決定した。

7）学位論文審査基準
（1）審査体制
審査は論文ごとに、共同看護学専攻を構成する 5大学院博士学位審査委員会が提案し、連絡協議会が承認した 5
名の○合教員から成る専門委員会が行う。その構成は、主・副研究指導教員各 1名を含む計 5名とし、主査は、主・
副研究指導教員以外の教員が担う。
専門委員会による審査結果は、博士学位審査委員会において博士学位論文の合否を判定し、最終的に連絡協議
会が合否を決定する。
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（2）博士学位論文審査基準
審査の観点は、博士論文としての学術的価値、実践的な有用性、論理的な観点、完成度から、論文の水準を客
観性、厳密性をもって判定する。
① 看護学研究として学術的な貢献や社会的な意義を有している。
② 研究方法ならびに成果が、独創性、論理性、体系性、実証性、新規性などの観点においてすぐれている。
③ 課題設定と問題意識の対応、課題解明と研究方法の対応、先行研究の整理・評価と結論の整合性などの論理的
一貫性が保たれている。
④ 章や節の組み立て、脚注や引用方法、著作権の配慮など、学術論文としての体裁が保たれている。
⑤ 学術雑誌における査読付研究論文 1編以上の掲載などの研究業績がある。

8）2024年度　博士学位論文タイトル

タイトル
ICUにおける人工呼吸患者の現実認識を促す看護ケアの構築：アルゴリズムの開発
保育所における0歳～ 2歳の食物アレルギー児に対するアナフィラキシー予防プログラムの構築
要介護高齢者の嚥下後誤嚥を予防する咽頭残留除去ケアプログラムの開発

2．学生の受け入れ
1）アドミッション・ポリシー
日本赤十字豊田看護大学大学院　共同看護学専攻では、赤十字の理念である「人道（humanity）」のもとに、

学際的な視野から独創的な学術研究により看護学の発展に寄与できる能力を備えた人材の育成を目指します。次
のような資質と能力、意欲をもった人材を幅広く求めています。

（1） 赤十字の「人道（humanity）」の理念に共感し、高い倫理性を備え、多職種と協働しながら、看護を発展
させる意欲のある人

（2）修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力を有し、保健・医療・福祉の専門知識を持つ人
（3）独創的な研究に取り組むための基礎的な力を有している人
（4）研究を遂行するための基礎的な英語の読解力を有する人

2）入学者選抜試験の方法・募集定員一覧

試験種別 募集定員 必須・選択 科目

一般入学試験 2名 必須

外国語（英語）
専門科目（小論文）
面接
書類審査

3）入学者選抜試験別志願者数・受験者数・入学者数一覧 （単位：名）

年度 定員 志願者数 受験者 入学者数

2025年度
第 1回

2
0 0 0

第 2回 1 1 1

2024年度
第 1回

2
0 0 0

第 2回 3 3 3

2023年度
第 1回

2
0 0 0

第 2回 1 1 1
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3．学生支援
平日夜間を中心としたオンライン開講に加えて、3年分の学費で 4年での履修を可能とする長期履修制度、自習
スペースとしても活用できる日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院敷地内に立地するサテライトキャン
パスの整備、学外からの文献検索を可能とするVPNライセンスの付与など、様々な方面から院生の働きながらの
学びを支援した。

1）在籍学生数 （単位：名）

入学年度 入学者数 在籍者数 退学者数 退学率 累積
退学者数

累積
退学率 休学者数 休学率 学位

取得者数
2024年度入学生 3 3 0 0.0% 0 0.0% 1 33.3% -
2023年度入学生 1 1 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% -
2022年度入学生 1 1 0 0.0% 0 0.0% 1 0.0% -
2021年度入学生 3 2 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1
2020年度以前入学生 - 6 0 0.0% - - 2 33.3% 2
合計 - 13 0 0.0% - - 4 30.8% 3
退学率：年度内の退学者数 /在籍者数（退・休学者含む）
休学率：年度内の休学者数 /在籍者数（退・休学者含む）
累積退学者数：入学以降の累積退学者数 /入学者数（退・休学者含む）

2）修業年限内の修了率 （単位：名）

入学年度 標準修業年限 ①
入学者数

②
①のうち
2023年度末
までに修了
した学生数

③
①のうち
2023年度末
までに退学
した学生数

④
①のうち
2024年度
現在在籍して
いる学生数
（留年者数）

④ ’
④のうち在学
中に休学した
者を除いた
留年者数

⑤
標準修業年
限内修了率

⑥
標準修業年
限を通じた
退学率

2022年度入学生
（長期履修者除く） 3年 0 0 0 0 0 0.0% 0.0%

2021年度入学生
（長期履修者のみ） 3→ 4年 2 1 0 0 0 50.0% 0.0%

3）研究費助成制度・獲得状況
2024 年度「学校法人日本赤十字学園教育・研究及び奨学費基金」による教育・研究事業（学長裁量事業）

（単位：円）

研究テーマ 研究者 交付金額
1 看護学士課程におけるプロフェッショナリズム教育の課題と学習者のニーズ 大西　幸恵  96,000 
2 訪問看護導入による心不全療養者の体験と訪問看護師の看護実践 大林　実菜  227,000 

4）就職・進路状況
2024 年度修了生はすべて有職学生であった。

5）博士論文等投稿状況一覧 

修了年度 論文の投稿状況

2023 年度
（2024.3　修了）

準備中
準備中
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Ⅵ　ヘルスプロモーションセンター

1．組織
ヘルスプロモーションセンター長：東野督子

2．地域連携委員会活動報告

目的

1）地域の保健・医療・福祉の向上に関すること
2）公開講座の企画及び実施に関すること
3）地域医療従事者を対象とした研修会の企画及び実施に関すること
4）その他ヘルスプロモーションに関すること

構成員
委員長：東野督子
委　員：カルデナス暁東、松崎久美、清水美代子、深谷由美、千葉朝子、谷口純平、田口栄子、中島伸一
事務局：企画・地域交流課　中根春波、寺本庄吾

開催回数 14回

活動実績

1）地域の保健・医療・福祉の向上に関すること
（1）大学の近隣地域
大学の近隣地域において、ヘルスプロモーション活動を以下のとおり実施した。（表 1）

表1　大学の近隣地域での講座一覧 （単位：名）

テーマ 日時 来場者 開催場所

豊田西高等学校豊田・みよし地区探究活動発表会 2024年 7月 30日（火） 142 愛知県立豊田西高等学校

豊田市高等教育活性化推進プラットフォーム
事業「社会人防災マイスター養成講座」（共同）

2024年 6月 18日（火）
2024年 10月 15日（火）

6
13 ※講師として参加

宮口一色健康測定会 2024年 11月 9日（土） 36 宮口一色区民会館

逢妻地区ふれあい駅伝大会 2024年 12月 7日（土） 225 ※救護として参加

（2）特定地域
大学の近隣以外の特定地域において、全9回開催した。（表 2）

表2　特定地域での講座一覧 （単位：名）

テーマ 日時 来場者 開催場所

彩り生活を楽しむカラー講座 2025年 2月 20日（木） 8 UR日進香久山花の街
集会所

尾張旭市総合事業一般介護予防
摂食嚥下予防教室「つばめ教室」 2025年 2月 25日（火） 61 尾張旭市

保健福祉センター

EAS（ブラジル人学校）での身体測定会 2025年 2月 28日（金） 38 EAS

豊根村生涯学習講座 2025年 3月 10日（月） 13 豊根村役場
保健福祉センター

Slow  A r t  Cen te r 
Nagoya
との連携事業

SLOW ART MARKET 2024年 11月 16日（土） -
Slow Art Center 
Nagoya

※ SLOW ART MARKET
は出入り自由のため来場
者数の特定不可

SLOW ART MARKET 2024年 12月 21日（土） -
特別講演 2024年 12月 28日（土） 8
SLOW ART LABO 2025年 1月 27日（月） 8

SLOW ART LABO 2025年 2月 17日（月） 7

Ⅵ　ヘルスプロモーションセンター
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Ⅵ　ヘルスプロモーションセンター

活動実績

2）公開講座の企画及び実施に関すること
公開講座を2回開催した。（表 3）

表3　公開講座一覧 （単位：名）

テーマ 日時 来場者 担当領域 開催場所
歩くことは百薬の長☆無料で
歩行スピードや握力を測定し
ます

2024年 9月 10日（土） 23 在宅 井郷交流館

飲み込む力でおいしく長生き 2025年 3月 10日（月） 21 老年 中講義室 1

3）地域医療従事者を対象とした研修会の企画及び実施に関すること
医療従事者及び専門職者を対象とした研修会を全5回開催した。（表 4）

表4　専門職向け研修会一覧 （単位：名）

テーマ 日時 参加者 担当者 開催場所
臨床倫理の実践
～倫理的課題への対応力を身
につけよう～

2024年 7月 20日（土）
10：00～ 11：30 103 宮坂道夫

（新潟大学） ZOOM開催

看護に役立つポケットエコー
を使ってみよう

2024年 10月 5日（土）
9：30～ 14：30 11 巻野雄介 実習室1

心理的安全性を高めて、
最強の看護チームをつくろう

2024年 11月 7日（土）
10：30～ 12：00 94 南谷志野 ZOOM開催

データを取りまとめるために
必要な統計学を学ぼう

2024年 12月 14日（土）
10：00～ 11：30 52 室谷健太

（久留米大学） ZOOM開催

研究成果の実践への活用
（質的研究）

2025年 3月 8日（土）
10：40～ 12：10 31 小林尚司 小講義室3

3．プラットフォーム
高等教育機関と豊田市・産業界の連携強化により、人と地域が共に育ち合い、自立した地域社会を実現するため、
豊田市に所在する私立大学（愛知工業大学・中京大学・日本赤十字豊田看護大学）、国立高等専門学校（豊田工業
高等専門学校）、地方自治体（豊田市）で「豊田市高等教育活性化推進プラットフォーム」を形成した。2018 年 9
月には、地元産業界より「一般社団法人ツーリズムとよた」が新たに参画することになり、観光をはじめとする
地域振興の活性化がより強化されることが期待できる。2019 年 9 月には、豊田 PF形成大学等と共同研究を行う
宮田電工株式会社が新規参画し、2023 年 9 月には豊田 PF形成大学等と共同研究を行う公益財団法人豊田地域医
療センターが新規参画した。2025 年 4 月に豊田市地域スポーツ好循環コンソーシアムを統合することが決定され
た。
本プラットフォームの特徴は、「ものづくり」をはじめとする地域の特性を踏まえ、大学、高等専門学校、地方
自治体、産業界等がそれぞれの得意分野を活かして連携・協力して様々な取組を通して、有能な人材の育成と地
域社会での活躍を促し、地域社会の発展に寄与するとともに、高等教育の活性化に繋がると考える。現状分析、
課題・目標、具体的な実行計画を中長期計画にまとめ、取り組んでいるところである。
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Ⅵ　ヘルスプロモーションセンター

1）プラットフォーム活動概要

課題 達成目標 課題を解決する取組概要 活動指標 実績

地元就職
の促進

各大学等の強
みを活かした
就職支援の
他、インター
ンシップ等を
通じた豊田市
への就職等、
地元就職を促
進する

（取組２）豊田市の医療施設への就職を促進するため
に就職説明会を開催

〇 取組方針・具体的内容・目標等：就職説明会を開催
することにより、本学学生が豊田市の医療施設へ少
しでも多く就職を希望するよう推進する。
〇 実施時期・期間等：毎年 4月の入学式終了後実施
予定
〇目標等：年間1回以上の開催
〇実施体制（主担当）：日本赤十字豊田看護大学

（取組２の活動指標）
１回以上／年

（取組２の活動実績） ４回
2024 年 5月 16 日（木）豊
田地域医療センターからの就
職情報資料を学生向けに発信
した。
2024 年 8月 20 日（火）猿
投の楽園からの就職情報資料
を学生向けに発信した。
2024 年 9月 27 日（金）に
2、3、4 年生を対象に保健
師就職説明会を実施した。
2024 年 10 月 18 日（ 金 ）
豊田厚生病院からの就職情報
資料を学生向けに発信した。

健康意識
の醸成

地域住民の健
康意識を高め
る

（取組１）ブラジル人学校における身体測定の実施

〇 取組方針・具体的内容等：ブラジル人学校に通う児
童の身体測定（身長・体重等）を行う。身体計測値
を経年的に記録できる用紙（冊子）の作成。
〇 実施時期・期間等：毎年 7月～ 9月、ブラジル人
学校にて実施予定。
〇実施体制（主担当）：日本赤十字豊田看護大学

（取組１の活動指標）
１回以上／年

（取組１の活動実績）１回
2025 年 2月 28 日（金）に
実施し、38 名の身体計測を
行った。

（取組２）体育館、運動場等の施設利用の促進による、
地域住民の健康意識の向上

〇 取組方針・具体的内容・目標等：体育館・運動場等
の施設利用を地域住民に促すことで、積極的に運動
等を行っていただき、健康の促進及び健康に対する
意識を高める。
〇実施時期・期間等：長期休暇以外施設の利用可。
〇目標等：年間100件以上の利用促進。
〇実施体制（主担当）：日本赤十字豊田看護大学

（取組２の活動指標）
100 件以上利用促
進／年

（取組２の活動実績）140件
地域住民に施設利用の促進を
行い、140 件の運動施設の
利用があった。
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課題 達成目標 課題を解決する取組概要 活動指標 実績

防災意識
の醸成

学生・地域住
民の防災意識
を高め、災害
発生時に備え
る

（取組２）共同の防災教育プログラムを実施

〇 具体的内容等：キャリアマネジメントを目的とする
「防災マイスター養成講座」（履修証明プログラム）
を共同で実施する。
〇 実施主体（主担当）：愛知工業大学、日本赤十字豊
田看護大学､ ツーリズムとよた

（取組２の活動指標）
１回以上／年

（取組２の活動実績）２回
2024 年 6月 18 日（火）に
愛知工業大学本山キャンパス
において、「社会人防災マイ
スター養成講座　演習」を実
施した。
2024 年 10 月 15 日（ 火 ）
に愛知工業大学本山キャンパ
スにおいて、「社会人防災マ
イスター養成講座　講義」を
実施した。

地域学習
支援の推進
（学校教育活
動の支援）

学生・教員・
初等中等教育
機関が一体と
なり、初等中
等教育に対す
る教育活動支
援を行う

（取組３）高校生対象の職業意識を醸成するための進
学情報交換会等を実施

〇 取組方針・具体的内容・目標等：看護をよく知って
もらい、将来、看護師として就職を希望する者を増
やしたいため、進学情報交換会等を実施する。
〇実施時期・期間等：毎年7 月中に実施予定。
〇実施体制（主担当）：日本赤十字豊田看護大学

（取組３の活動指標）
1 回以上／年

（取組３の活動実績）１回／年
2024 年 6月 21 日（金）に
Zoom によるオンラインで
の進学情報交換会を実施し
た。参加校は6校であった。

模擬授業
①豊田東高等学校
日時：2024年 7月 8日（月）
内容：看護師としてのキャリ
アを考える

生涯学習
の推進

高等教育機関
と地域が一体
となり生涯学
習を推進する

（取組１）地域住民に対する公開講座等の実施

〇 取組方針・具体的内容等：地域の保健・医療・福祉
の向上及び地域医療の質の向上に寄与することを目
的に地域住民を対象とした公開講座を実施する。
〇実施時期・期間等：1年を通し、約5回の実施予定。
〇 実施体制（主担当）：豊田市、中京大学、日本赤十
字豊田看護大学

（取組１の活動指標）
５回以上／年

（取組１の活動実績）７回 /年
公開講座
①歩くことは百薬の長☆無料
で歩行スピードや握力を測定
します
日時：2025年9月10日（火）
開催方法：対面
参加者：23名
②飲み込む力でおいしく長生き
日時：2025年3月10日（月）
開催方法：対面
参加者：21名
専門職向け研修会
①臨床倫理の実践　～倫理的
課題への対応力を身につけよ
う～
日時：2024年7月20日（土）
開催方法：オンライン
参加者：103名
②看護に役立つポケットエ
コーを使ってみよう
日時：2024年10月5日（土）
開催方法：対面
参加者：11名
③心理的安全性を高めて、最
強の看護チームをつくろう
日時：2024年11月7日（土）
開催方法：オンライン
参加者：94名
④データを取りまとめるため
に必要な統計学を学ぼう
日時：2024年12月14日（土）
開催方法：オンライン
参加者：52名
⑤研究成果の実践への活用
（質的研究）
日時：2025年 3月 8日（土）
開催方法：対面・オンライン
参加者：29名
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Ⅵ　ヘルスプロモーションセンター

4．愛知県立豊田高等学校との高大連携
愛知県立豊田高等学校との高大連携協定により、同校普通科「医療・看護コース」において以下のとおり実施
した。

愛知県立豊田高等学校との高大連携事業

内容 日時 開催場所

［3年生］授業 14項目の学習（2コマを 22回実施） 2024年 4月 17日（水）
～ 12月 18日（水） 愛知県立豊田高等学校

［2年生］健康生活支援演習 2024年 8月 5日（月）
～ 7日（水） 日本赤十字豊田看護大学
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Ⅶ　学術情報センター・図書館

1．組織
学術情報センター・図書館長：下間正隆

1）図書館課
課長：古田昌明
課員：村瀬悠香代　（司書）
　　　水野真理子　（司書：常勤嘱託）
　　　高橋美帆　　（司書補：契約）
　　　柿崎直美　　（一般：契約）
　　　池上健二　　（一般：非常勤嘱託）

2．情報管理・図書委員会活動報告

活動目的

1）学内ネットワークシステム管理運営に関する事項
2）情報環境の整備に関する事項
3）情報化の推進に関する事項
4）その他情報管理に関して必要な事項
5）図書の選定に関する事項
6）視聴覚資料の選定に関する事項
7）図書目録の作成及び図書管理に関する事項
8）その他図書館の利用及び管理に関して必要な事項

構成員
委員長：下間正隆
委　員：森田一三、武田智美、高見精一郎、加藤信子、古田昌明、村瀬悠香代
事務局：図書館課　村瀬悠香代、水野真理子

委員会
開催回数

9回

活動概要

1）学内ネットワークシステム管理運営に関する事項
2）情報環境の整備に関する事項
3）情報化の推進に関する事項
4）その他情報管理に関して必要な事項
5）図書の選定に関する事項
学生の要望に応じて「かんテキ」シリーズや「エビデンスに基づく関連図」シリーズ等看護分野の人気資料をはじめと
した電子ブック115タイトルを整備し、図書館外からも図書館資料にアクセスできる環境づくりに努めた。
6）視聴覚資料の選定に関する事項
画質・音質の劣化が懸念されるVHS資料の中から新版がDVDで発売されている資料 2本を新たに購入し、最新かつ良
質な映像資料の確保を心がけた。
7）図書目録の作成及び図書管理に関する事項
2024年度に図書 927冊（購入および寄贈）を新たに整備・受入れするとともに、新版がでたり、内容が古くなったり
した図書605冊を除籍し、最新の資料の充実に努めた。
8）その他図書館の利用及び管理に関して必要な事項
・新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、定時の換気を2020年度から継続している。
・図書の企画展示について、委員の教員からの具体的なアドバイスをもとに学生のスケジュールに合った企画展示を 6回
行った。

次年度の
課題

電子ブック・電子ジャーナルといった電子資料を学内外で活用してもらえるよう、より学習活動に則した資料の拡充と広
報を行い場に捉われない図書館サービスを構築することを目指す。

3．研究推進・紀要委員会

活動目的
1）教育研究活動の推進に関する事項
2）紀要の発行に関する事項
3）その他、紀要に関して必要な事項

構成員
委員長：野口眞弓
委　員：石黒千映子、岡津愛子、夏目美和、古田昌明
事務局：図書館課　水野真理子、高橋美帆

委員会
開催回数

2024年度は 6回開催した。

Ⅶ　学術情報センター・図書館
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Ⅶ　学術情報センター・図書館

活動概要

1）教育研究活動の推進に関する事項
2024年 8月 9日（金）13：00～ 14：30まで、主に若手教員を対象として科学研究費および学校法人日本赤十字学
園赤十字と看護・介護に関する研究助成の応募を増やす一助として、グループワークの研修を行った。ワークショップで
は実践に役立つシステマティックレビューを集めたデータベースであるCochrane Library の講義と実際に執筆中である
研究計画書をフィードバックする個別指導の2構成で行い、講師1名、助手 2名が参加した。
2）紀要の発行に関する事項
（1）紀要の特集
2024 年度の特集は「救援活動を支える、準備する」とし、災害看護学領域とオーストラリアの語学研修について一般
教養の教員に執筆依頼をし、本学における災害看護と国際救援の活動報告を掲載した。
（2）投稿論文
2024年度は研究報告1編、実践報告1編、資料 3編、を掲載した。

（3）編集委員会
編集委員会を6回開催した。

次年度の
課題

1）教育研究活動の活性化　研究活動に係る研修会の開催と参加者の増加
2）紀要の発行　日本赤十字豊田看護大学紀要21巻の発行

4．学術情報センター・図書館主催活動実績
・CINAHL検索講習会　実施日：2024 年 7 月 5 日（金）

（単位：人）

※ 2024 年度は希望者はアーカイブ視聴が可能とした
（公開期間 2024 年 7 月 8 日～ 2025 年 3 月 31 日）

アーカイブ視聴希望　教員 6人

院生 8
教員 6
計 14

・助成金募集リスト  58 件
・学術情報リポジトリ公開 10 件

5．図書・製本雑誌・視聴覚資料
和（数） 金　額（円） 洋（数） 金　額（円） 計（数） 金　額　計（円）

2023年度
累　積

図　　書 47,679 163,951,628 3,186 29,167,831 50,865 193,119,459
製本雑誌 4,701 9,135,882 604 1,194,134 5,305 10,330,016
視聴覚資料 2,326 47,326,916 4 32,808 2,330 47,359,724

2024年度
（購　入）

図　　書 871 3,704,106 36 448,299 907 4,152,405
製本雑誌 65 190,200 4 12,000 69 202,200
視聴覚資料 29 860,761 0 0 29 860,761

2024年度
（寄　贈）

図　　書 19 28,950 1 500 20 29,450
製本雑誌 0 0 0 0 0 0
視聴覚資料 0 0 0 0 0 0

2024年度
除　籍

図　　書 605 1,838,928 0 0 605 1,838,928
製本雑誌 0 0 0 0 0 0
視聴覚資料 14 343,831 0 0 14 343,831

2024年度
累　積

図　　書 47,964 165,845,756 3,223 29,616,630 51,187 195,462,386
製本雑誌 4,766 9,326,082 608 1,206,134 5,374 10,532,216
視聴覚資料 2,341 47,843,846 4 32,808 2,345 47,876,654

合　　計 ¥253,871,256

〈2024 年度受入〉図　　　書：927 冊　（含洋図書：37 冊、含電子ブック 115 タイトル） 
　　　　　　　　製 本 雑 誌： 69 冊　（含洋製本雑誌：4冊） 
　　　　　　　　視聴覚資料： 29 タイトル（すべてDVD） 
　＊他に新書・文庫・問題集：100 冊　（消耗品として購入 ￥204,009） 
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6．年間購読新聞
朝日新聞、中日新聞、毎日新聞、日本経済新聞、Asahi Weekly
        計 5 紙　　¥210,000

7．年間購読雑誌
購読数（種）

和雑誌 62

洋雑誌 13 ※電子ジャーナル 8種含む

計 75

8．電子ジャーナル
【電子ジャーナル一覧】

購読数（種）

メディカルオンライン 1,623
最新看護索引Web 18
CINAHL with FullText/MEDLINE with Full Text 1,702
Cochrane Library 1
洋雑誌（個別契約） 8

計 3,352 うち洋雑誌 1,711 種

9．利用者数
【開館日】

日数（日）

22時閉館 198
20時閉館 19
17時閉館 55
12時閉館 1

【入館者数】
人数（人）

入館者延べ数 30,152
平日平均 127
土曜平均 17 ※ 9月 24 日～ 10 月 15 日は入館者カウンター故障のため計測できず

【利用者・資料別年間貸出統計】

図書 雑誌 視聴覚資料
貸出数（冊） 人数（人） 貸出数（冊） 人数（人） 貸出数（本） 人数（人）

1年生 237 142 7 5 3 3
2年生 296 187 9 9 1 1
3年生 1,816 891 11 7 2 2
4年生 1,370 674 16 13 0 0
大学院生 243 90 3 3 0 0

卒業生・修了生 21 8 ─ ─ ─ ─
聴講生等 3 1 0 0 0 0
教職員 993 428 28 17 109 82
合　計 4,979 2421 74 54 115 88

※「─」は貸出対象外
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Ⅶ　学術情報センター・図書館

【資料予約件数】 件数（件） 【購入希望図書申込】

1年生 0 申込件数（件） 0
2年生 1
3年生 5

【電子ブック閲覧数】4年生 2
大学院生 0 閲覧回数（回） 1,365
聴講生等 0
教職員 4
合　計 12

【施設・備品利用件数】
回数（回） 人数（人）

AVルーム /共同学習室 539 1818
Surface 貸出 95 66

【学外利用者数】 人数（人）

来館者 18
うち利用カード作成 5

10．相互利用件数
件数（件）

複写 現物貸借 計
他館へ申込 361 3 364
他館より受付 346 11 357
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Ⅷ　IR室

1．活動目的
（1）経営戦略に関する情報の収集・分析・提言
（2）教育の質保証に関する情報の収集・分析・提言
（3）本学の研究の成果に関する情報の収集・分析・提言
（4）国内外の教育研究・大学運営等にかかる情報の収集・分析・提言
（5）その他学長が必要と認めたこと

2．構成員
室　長：森田一三
室　員：野口眞弓、松崎久美、渡邉直美、高見精一郎、加藤信子
事務局：総務課　佐藤遼

3．活動概要
（1）経営戦略に関する情報の収集・分析・提言
昨年度、受験者数の増加、教員の教育力の向上、事務職員の能力向上の具体的方策を示すことを目的とし、収
集した情報を基に提言した中から、今年度は、大学の経営に関わる入学者の確保策について重点的に情報収集を
行い、総合型入試選抜の導入について学長に提言を行った。

（2）教育の質保証に関する情報の収集・分析・提言
学修成果の調査結果、授業評価の調査結果、学習時間に関する調査結果を分析しHPにて公表した。
また、卒業生（学部生及び修士生）アンケートと、就職先アンケートデータの調査結果を分析しHPにて公表
した。

（3）本学の研究の成果に関する情報の収集・分析・提言
情報収集者と分析・提言者を定め、主に文部科学省・厚生労働省から発信される情報の収集および分析をした。

（4）国内外の教育研究・大学運営等にかかる情報の収集・分析・提言
IR事例の動向を把握するために、IRに関するオンライン講座を受講した。また、情報収集者と分析・提言者を
定め、主に文部科学省・厚生労働省から発信される情報の収集および分析をした。

Ⅷ　IR室
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Ⅸ　キャリア支援室

1．活動目的
（1）学生等の看護職としてのキャリア形成支援に関すること。
（2）学生等の就職支援に関すること。
（3）学生等のインターンシップに関すること。
（4）その他、学生等のキャリア支援に関すること。

2．構成員
室　長：伊藤明子
室　員：夏目美和、鳥居貴代
事務局：学務課

3．活動概要
（1）学生等の看護職としてのキャリア形成支援に関すること。
「自分のキャリア・デザインを考えてみよう！」というテーマでランチョンセミナーを以下のとおり 3回開催し
た。先輩看護師、本学の教員等のキャリア形成について知り、自身のキャリアを考える機会になっているようで
ある。

No 日時 内容 講師 実施方法 参加人数

1

2024年10月23日（水）
昼休み～3限

自分のキャリア・デザインについ
て考えてみよう～国際活動編～

日本赤十字社愛知医療センター名古屋
第二病院　看護師
宮川陽子様
独立行政法法人国際協力機構（JICA）　
派遣要員
竹内理様

対面 21名

2
2024年12月26日（木）
昼休み

卒業生のキャリアを聴いてみよ
う！～ The Serendipity の活動か
らのキャリア～

本学卒業生
釼持崇様

オンライン 22名

3

2025年 1月 9日（木）
昼休み

卒業生のキャリアを聴いてみよ
う！～本学教員への道のり～

本学卒業生
福岡友理恵様
石原佳代子様
山中大輔様

対面 40人

（2）学生等の就職支援に関すること。
学生のキャリア（進路）相談、奨学金申込に関するアドバイス、奨学金・病院採用試験のエントリーシートの
記載方法や面接指導等の他、赤十字病院との連携強化、キャリア形成支援セミナーの開催や学年に応じた就職ガ
イダンスの実施を行っている。
学生の支援は、チューターと協力し対応し、キャリ支援室として学生への個別指導件数は延べ 202 名（2025 年

3 月 21 日現在）であり、4年生 95 名、3年生 60 名、2年生 25 名、1年生 22 名である。

（3）学生等のインターンシップに関すること。
学生の自己の適性に応じた就職進路選択ができるように低学年次から病院説明会や体験型病院説明会（インター
ンシップ）等に参加するように情報提供を行っている。
各施設から採用者募集の説明を受ける際には、低学年次の参加の可否を確認し、低学年次の学生も受け入れて

いただけるように依頼・調整した。今年度は約10名の低学年次の学生が体験型病院説明会に参加することができた。

（4）その他、学生等のキャリア支援に関すること。
卒業生の早期退職防止を目的として 2024 年 5 月に新卒者交流会を開催した。2023 年度の卒業生 115 名のうち
33 名が参加し、教職員や同級生と交流することにより、就業に伴う不安や悩みを解消し、前向きな気持ちを取り

Ⅸ　キャリア支援室
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戻すことができた様子であった。
2024 年 7 月には日本赤十字社第 3ブロック内の 18 病院（内訳：対面 10 施設、オンライン 4施設、動画放映参
加 2施設、資料配布 2病院）が参加し、赤十字病院説明会を開催した。約 100 名の 1 年生～ 3年生が病院採用担
当者から直接各病院の特徴等を聴くことができ、自身のキャリア・プランを考える機会となった。
愛知県内の赤十字病院の副院長兼看護部長と前期・後期と情報共有と意見交換の場を持ち、学生の就職及びキャ
リア支援体制を強化しつつある。

4．キャリア支援室運営委員会

構成員
委員長：伊藤明子
委　員：山田聡子、岡田摩理、夏目美和、鳥居貴代
事務局：学務課

開催回数 7回

活動概要

以下の事項を審議した。
第１回　学生委員会規程、キャリア支援室規程の確認

学生の就職状況について
現在行っているキャリア支援について
今後のキャリア支援について

第２回　今後のキャリア支援について
赤十字病院との連携（ネットワーク作り）について

第３回　赤十字病院説明会について
赤十字病院との連携（ネットワーク作り）について
今後のキャリア支援について

第４回　令和7年度開催のキャリア形成支援関係の新規事項および予算要求について
令和7年度開催のその他の事業について

第５回　令和7年度の病院見学について
令和7年度新卒者交流会について
令和7年度のキャリア支援セミナーの実施について

第６回　ナース専科模擬面接の実施について
令和7年度新卒者交流会の開催について
令和7年度情報交換会および病院説明会の開催について
令和7年度新年度オリエンテーションについて
令和6年度年報について

第７回　令和7年度当初の就職活動セミナーについて
令和6年度年報について
キャリア支援室の評価および次年度の計画について

次年度の
課題

・各キャリア形成支援イベントへの学生参加率の向上
・低学年のうちからキャリア・デザインを考えることを学生に浸透させる。
・卒後のキャリア形成支援を卒後キャリア形成支援プロジェクトとともに検討する。
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Ⅹ　国際交流

1．MOU に基づく交流
本学は、昨年度に引き続き、2017 年から国際交流協定（MOU: Memorandum of Understanding）を締結して
いる、タイ赤十字看護大学（STIN）との交流プログラムを実施した。2024 年 6 月には STIN から 5名の学生を受
け入れ、近隣の赤十字関連施設の見学を行い、学生たちに貴重な学びの機会を提供した。STIN の学生は、日本の
医療システムや赤十字活動について深く学び、本学の学生や教職員と交流を深めた。
また、2024 年 8 月には本学から 5名の学生を STIN に派遣し、現地での授業に参加し、タイの文化や医療現場
を直接体験することで、国際的な視野を広げた。学生たちはタイの看護教育や宗教にまつわる医療現場を学び、
異文化理解を深めた。
さらに、2024 年 10 月 31 日には、韓国中央大学校赤十字看護大学との間でMOUを締結し、次年度から学生の
交流プログラムや共同研究が実施されることが決まった。
これらの活動を通じて、グローバルな視野を持つ看護師を育成するため、今後も国際交流を推進し、より多く
の学生に国際的な学びの場を提供していく。

2．語学研修
本学では赤十字事業の一つである国際救援事業へ繋げる学びの機会として、希望する学生に海外での語学研修
を実施している。
昨年度に引き続き、オーストラリア・ウーロンゴンに訪問した。学生は、現地の家庭でホームステイをしながら、
ウーロンゴン大学付属カレッジの英語コースで学び、近隣施設やオーストラリア赤十字社等の見学をした。この
研修を通じて、異なる文化や生活習慣を理解し、医療の現場を実際に観察することで、今後の学びに役立つ貴重
な機会を得た。
帰国後には報告会を実施し、研修で得た自身の経験を共有しながら、学生自身の学修・行動目標を振り返り、
今後の目標設定に繋げる機会となった。
今後もこのような海外での語学研修を通し、学生が医療分野で活躍するために必要な広い視野と多文化理解を
深める手助けをしていく。

3．国際交流推進功労者表彰の受賞
2024 年 11 月 13 日、愛知県国際交流協会から「令和 6年度国際交流推進功労者表彰」を受賞した。愛知県国際
交流協会では、毎年度、県内で国際交流の推進に尽力しその功績の顕著な個人又は団体に対して表彰を行っており、
学校として受賞したのは本学のみであった。
受賞理由は「国際的に活躍できる看護師の育成をめざし、海外で国際的救援活動や保健活動を体験する実習や、
タイ赤十字看護大学と相互に学術・文化交流を行った。また、カンボジアの小学校で保健教育活動を行う学生サー
クルへの支援や、地域貢献として豊田市内のブラジル人学校で児童生徒の身体測定を実施するなど、国際協力や
地域の地域の多文化共生の推進に貢献した」という点が認められた。
今後も国際交流に積極的に取り組んでいく。

Ⅹ　国際交流
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Ⅰ．研究業績
1．著書
1） 水谷信子，水野敏子，高山成子監修，天木伸

子：最新老年看護学第 4 版 2025 年版，110-
115，195-199，日本看護協会出版会，東京，
2025.2.1

2） 奥野茂代，大西和子監修，百瀬由美子編集，天
木伸子：老年看護学　概論と看護の実践　第 6
版，173-177，185-187，210-220，238-244，373-
378，ヌーヴェルヒロカワ，東京，2025.1.20

3） 下間正隆：カラーイラストで学ぶ新人オペ
ナースが知っておきたい病気と治療，金芳堂，
2024.11

4） 鈴木孝太，柿崎真沙子，菊池宏幸，梅村朋弘，
金子典代，菊地正悟，清原康介，黒谷佳代，後
藤あや，駒田陽子，佐藤美理，宋龍平，龍田
希，成定明彦，長谷田真帆，町田宗仁，松本
俊彦，宮村季浩，森田一三，横川博英（分担
執筆）：保健・医療・福祉における行動科学入
門　―生活習慣の評価から行動変容の実践ま
で，17-21，大修館書店，東京，2024.9

2．学術論文
1） カルデナス暁東，森脇真一：外見変化のある

SLE 女性患者に対するメイクセラピーによる
ベネフィット・ファインディング獲得と生活の
質の向上における効果，日本美容皮膚科学会雑
誌，34（4），514-520，2024.12

2） 深田順子，鎌倉やよい，山口真澄，渡邉直美，
西岡裕子，宮谷美智子，高津淳，前田明弘，南
谷志野，安部哲也：食道がん患者における術前
補助化学療法と手術療法に伴うサルコペニア関
連指標の推移：単一施設の前向き観察研究，日
本看護科学学会誌，44，504-515，2024.5

3） 深田順子，鎌倉やよい，山口真澄，渡邉直美，
西岡裕子，宮谷美智子，髙津淳，前田明弘，南
谷志野，安部哲也：食道がん患者における術前
補助化学療法と手術療法に伴うサルコペニア関
連指標の推移：単一施設の前向き観察研究，日
本看護科学学会誌，44，504-515，2024.11

4） 深谷由美，田島真智子，山幡朗子，藤原奈佳
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子：通所介護の管理者が考える医療的ケアを必
要とする要介護高齢者の受け入れに関する課
題と要望―アンケート調査の自由記載からの
分析ー，日本看護福祉学会誌，30（2）93-100，
2025.3

5） 原田真澄，市江和子：わが国における成人期か
ら老年期の患者の家族の危機に対する看護職の
捉え方についての文献検討，せいれい看護学会
誌，15（1），10-19，2024.9

6） 長谷部七重，百瀬由美子：高齢者サロンに参加
する高齢者のアドバンス・ケア・プランニング
に関するプロセス，日本看護福祉学会誌，30
（2），75-82，2025.3

7） 飯田万梨英，岡津愛子，片岡弥恵子：宿泊型産
後ケア施設利用者への助産ケア評価質問紙の作
成　内容・表面妥当性の検討，聖路加国際大学
紀要，11，43-52，2025.3

8） 石黒千映子，谷口純平，石田咲，田口栄子，
石原佳代子，河村諒，栩川綾子，カルデナス
暁東，東野督子：地域住民を対象とした「味
覚」と「食行動」に関する健康教育の効果，日
本赤十字豊田看護大学紀要，20（1），39-47，
2025.03

9） 石田咲・東野督子・小山順子：全国の訪問看護
師が在宅要介護高齢者に実施している口腔ケア
の実態と影響要因，日本口腔ケア学会雑誌，19
（2），26-35，2024.12

10） 石川さくら子，森田一三：会保障制度や時代
背景から見た自宅死亡割合の分割時系列解析，
日本赤十字豊田看護大学紀要，20（1），47-56，
2025.3

11） 近野由美，木村知子，南谷志野：訪問看護師が
認識する心不全の後期高齢者のセルフケアを支
える在宅ケアチームの関わり，日本看護管理学
会誌，28（1），174-182，2024.8

12） 松田優子，石田咲，森田一三，東野督子，下間
正隆：介護施設職員の感染対策力向上のための
「イラストを中心とした動画」の視聴効果に関
する基礎的研究，日本赤十字看護学会雑誌，25
（1），66-76，2024.11

13） 宮田淳，南谷志野，木村知子：回復期リハビリ
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テーション病棟に勤務する看護師がセラピスト
に感じるコンフリクトとその対処，聖泉看護学
研究，2025.3

14） Morita I，Sakuma S，Kondo K：Changes 
in the Frequency of Dental Clinic Visits, 
Expenses, and Treatment Type during the 
COVID-19 Pandemic in Japan，COVID，4，
1139-1146，2024.7

15） 本嶋真依，森田一三：新型コロナウイルス感染
症拡大前後におけるHbA1c 検査実施件数およ
び生活習慣の変化の分割時系列解析，日本赤十
字豊田看護大学紀要，20（1），57-68，2025.3

16） 南谷志野，藤原奈佳子，柳澤理子，深田順子：
フルタイム勤務看護師の「短時間勤務看護師と
の協働意識」に関連する要因の検討，愛知県立
大学看護学部紀要，30，73-81，2024.12

17） 岡田摩理，飯田大輔：場面緘黙の子と幼少期か
ら成人期までをともに歩んできた母親の体験，
家族看護研究，30，37-49，2024.12.16

18） Qiao N，Li L，Cardenas X，Qin Y，Qin 
X，Zhang B，Wang X：Research progress 
on application of emollients in children and 
infants with atopic dermatitis，CHINESE 
NURSING RESEARCH，38（9），1610-1613，
2024.5

19） 澤田有香，下村淳子，森田一三，渡邉智之，前
田美穂，大澤功：小学校における歯髄への影響
がある歯牙破折発生の危険要因，日本歯科医療
管理学会雑誌，59（3），148-155，2024.11

20） 清水なつ美，近藤絵美，伊東真理，永田文子：
認知機能の低下のない地域住民に対する認知症
の理解や予防を促す介入研究に関する文献レ
ビュー，老年看護学，29（2），80-89，2025.1

21） 田島真智子，深谷由美，山幡朗子，藤原奈佳
子：通所介護における医療的ケアを必要とする
要介護高齢者の受け入れ上の課題～通所介護の
看護職へのインタビューから～，日本看護福祉
学会誌，30（2）109-118，2025.3

22） 高見精一郎，森田一三，佐久間重光：畳み込み
ニューラルネットワークにおける前歯部画像の
回転不変性に関する予備的研究，日本歯科医療
管理学会雑誌，59（2），115-122，2024.8

23） 武田智美，瀧田咲枝，李秀訂，奥野友紀，高植
幸子，井野恭子，寺西美佐絵，前田節子：全日
程学内で実施した基礎看護学実習の試み　自作
の映像教材を用いた看護過程の展開，看護教育
研究学会誌，16（2），31-42，2024.12

24） 竹内貴子，山田聡子：初めて模擬電子カルテを
使用する看護学生による情報収集方法の実際，
日本赤十字豊田看護大学紀要，20（1），71-77，
2025.3

25） 瀧田咲枝，武田智美，李秀訂，前田節子：
CoVID-19 感染拡大による代替学内実習を通し
て看護過程を展開した学生の体験　～フォーカ
スグループインタビューによる分析～フォーカ
スグループインタビューによる分析～，椙山女
学園大学看護学研究，17，19 ‐ 29，2025.3

26） 谷川摩里子，南谷志野，木村知子：一般病院の
外来で勤務する非正規看護職員が現職場で職務
継続できる要因，聖泉看護学研究，2025.3

27） 谷口純平，白鳥さつき，西村美帆，山幡朗子，
伊藤眞由美：輸液ボトルへのビン針の穿刺時
に生じる薬液漏出の検証 - 第 2 報　看護師を対
象とした実験より -，日本健康医学会雑誌，33
（1），141-147，2024.4

28） 外山さゆり，岡田摩理，大西文子：病院におけ
る医療的ケア児と家族に配慮したレスパイト
ケアの看護の実態，日本小児看護学会誌，33，
150-158，2024.7.31（公開日）

29） Wansheng L，Li L，Linbo L，Cardenas 
X，Mudiao C，Hongye L，Peorao L：
Competencies of nures to participate in 
safe medication management practices for 
biologics: A scoping review，PLOS ONE，
https://doi.org/10.1371/journal.pone.0317750，
2025.1

30） Watanabe N，Kamakura Y，Fukada 
Junko：Esophageal speech training system 
and needs for esophageal speech training 
in a laryngectomy patient association in 
Japan，Japanese Journal of Comprehensive 
Rehabilitation Science，15，17-26，2024.5

31） 山幡朗子，巽あさみ，深谷由美：外来看護師の
在宅療養支援におけるコンピテンシーの検討，
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医学と生物学，165（1）：il_ojo2，2025.2
32） 山中大輔，山田聡子：シラバス分析による看護

系大学のキャリア教育科目の現状，日本赤十字
豊田看護大学紀要，20（1），31-38，2025.3

33） 山根友絵，百瀬由美子：近距離から通う別居介
護者への訪問看護師による支援の特徴，日本看
護研究学会雑誌，47（1），97-106，2024.4

3．学会発表
1） 天木伸子，鎌倉やよい，百瀬由美子：特別養護

老人ホームにおける咽頭残留除去ケア実践のた
めの教育プログラムの作成，第 44 回日本看護
科学学会学術集会，熊本，2024.12.7-8

2） Amaki N，Kamakura Y，Momose Y，
Miura Y：Pharyngeal Residue Among Older 
Adults in Special Nursing Homes Before and 
After Meals，he 28th East Asian Forum of 
Nursing Scholars，韓国 . ソウル，2025.2.13-14

3） 天木伸子，鎌倉やよい，百瀬由美子：特別養護
老人ホームにおける咽頭残留除去ケア実践のた
めの教育プログラムの作成，第 44 回日本看護
科学学会学術集会，熊本，2024.12.7-8

4） Amaki N，Kamakura Y，Momose Y，
Miura Y：Pharyngeal Residue Among Older 
Adults in Special Nursing Homes Before and 
After Meals，15th International Nursing 
Conference & 28th East Asian Forum of 
Nursing Scholars，韓国（ソウル），2025.2.13-
14

5） 青木茂乃，カルデナス暁東：絶食中の誤嚥性肺
炎患者が嚥下機能を維持するための看護援助の
現状調査，第 12 回大阪府看護学会，大阪府，
2024.12.7

6） 青山明美，カルデナス暁東：SSI 予防の視点か
ら術前臍処置の実態調査，第 56 回日本看護学
会学術集会，熊本県，2024.9.27-29

7） 段暁楠，黒田久美子，正木治恵：病院における
高齢者のエンドオブライフケア質向上ツールの
実行可能性と有用性の検証，日本老年看護学会 
第 29 回学術集会，高知，2024.6.30

8） 段暁楠，黒田久美子，石橋みゆき，正木治恵：
病院における高齢者のエンドオブライフケア質

向上ツールの作成，千葉看護学会 第 30 回学術
集会，東京，2024.9.7

9） 江㞍晴美，山本司，鈴木紀子，大野晶子，道
重文子，水谷聖子，近藤彰，東野督子：看護
系大学教員の認識する看護学生が卒業時まで
に習得する必要がある口腔ケアの知識と技術，
第 21 回日本口腔ケア学会学術集会，東京都，
2024.4.27-28

10） Ejiri H，Yamamoto T，Suzuki N，Oono 
A，Michishige F，Mizutani S，Kondo A，
Higashino T：Nursing students should 
learn the purpose of oral care inclusion 
and observation in the standard care of 
older adults.，The 4th Anuual Meeting of 
International Society of Oral Care，Tokyo，
2024.4.27-28

11） 遠藤幸子，大西文子：保育所における 0歳から
2歳の食物アレルギー児への誤配誤食によるア
ナフィラキシー予防を意識した実践，第 71 回
日本小児保健協会学術集会，札幌，2024.6.21-
23

12） 遠藤幸子，大西文子：保育所における 0 歳か
ら 2 歳の食物アレルギー児への誤配誤食によ
るアナフィラキシー予防対応の困難と課題，
第 71 回日本小児保健協会学術集会，札幌，
2024.6.21-23

13） Fujii M，Tanaka K，Kobayashi K，Matsuda 
T，Kanbara S：Initiatives of the Japan 
Society of Disaster Nursing Young Academy 
Committee，The 8th International Research 
Conference of World Society of Disaster 
Nursing，Kobe，2025.11.30

14） Fujii M，Miyamae S，Sakai A，Nakazawa 
H：A Literature Review of the Past Efforts 
and Future Challenges in the Field of Disaster 
Nursing in Japan，The 8th International 
Research Conference of World Society of 
Disaster Nursing，Kobe，2025.11.30

15） 深谷由美，山幡朗子，田島真智子，土屋とも
え，前野美紀，武田智美：通所介護の看護実
践とその課題について考えよう，日本老年看
護学会第 29 回学術集会交流集会，高知県，
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2024.6.29
16） Hasebe N，Momose Y：Examining the 

perspectives of people with elderly parents 
on the status of advance care planning and 
influencing factors，he 28th East Asian 
Forum of Nursing Scholars， 韓国 . ソウル，
2025.2.13-14

17） 細田武伸，森田一三：刑務所及び少年院での歯
科保健医療に関する文献検討，第 83 回日本公
衆衛生学会総会，北海道，2024.10.30

18） 細野知子，齋藤貴子，栩川綾子，守田美奈子：
糖尿病者における東日本大震災後の生活経験 
―被災後 10 年以上を経た福島県相馬・南相馬
地区での調査より，第 43 回日本看護科学学会
学術集会，熊本県，2024.12.7-8

19） 石田咲，東野督子，河村諒，鈴木聡，小山順
子：口腔ケアに関する支援の有無による在宅で
過ごす高齢者と通所事業所を利用する高齢者の
行動の変化，第 21 回日本口腔ケア学会学術集
会，東京都，2024.4.27-28

20） 市川百香里，岡田摩理，泊祐子：医療職と福祉
職が協働している医療的ケア児支援センターが
感じる活動上の課題，第 13 回日本小児在宅医
療支援研究会，熊本，2024.9.21

21） 生田美智子，石黒千映子：がんと糖尿病を併せ
持つ患者への看護・支援についての専門看護師
および認定看護師の認識 - 糖尿病看護領域の看
護師の視点についての分析 -，日本看護研究学
会第 29 回東海地方会，愛知県，2025.3.15

22） 入野晴菜，笹川智子，横山知加，岡津愛子，蟹
江絢子，久保田智香，大塚公美子，三田村康
衣，青山さやか，牧野みゆき，中嶋愛一郎，片
岡弥恵子，堀越勝，久我弘典，伊藤正哉：産
前・産後における持続的うつ症状の関連要因
の検討：大規模縦断データにおける EPDS の
経過による分類，第 20 回日本周産期メンタ
ルヘルス学会学術集会，東京（WEB 開催），
2024.10.26-27

23） Ishida E，Higashino T，Kawamura 
R，Suzuki S，Koyama J：Changes in the 
behavior of older adults who stay at home 
and those who use daycare services based on 

oral care support，The 4th Anuual Meeting 
of International Society of Oral Care，東京都，
2024.4.27-28

24） 石田咲，東野督子，森田一三，下間正隆：イラ
スト動画を用いた介護施設の感染対策支援につ
いて，第 25 回　日本赤十字看護学会学術集会，
広島県，2024.7.20-21

25） 石田咲，東野督子，河村諒，小山順子：通所事
業所を利用する高齢者の口腔ケア指導前後の口
腔家に関する行動の変化，日本看護研究学会第
29 回東海地方会，愛知県，2025.3.15

26） 石黒千映子，生田美智子：がんと糖尿病を併せ
持つ患者への看護・支援についての専門看護師
および認定看護師の認識　- がん看護領域の看
護師の視点についての分析 -，日本看護研究学
会第 29 回東海地方会，愛知県，2025.3.15

27） 石原佳代子，東野督子：介護保険施設職員の口
腔ケアに関する文献検討，第 25 回日本赤十字
看護学会学術集会，広島，2024.7.20-21

28） 石原佳代子，東野督子：ベトナム人介護職員が
行う要介護高齢者への口腔ケアの実態調査，日
本看護研究学会第 29 回東海地方会，愛知県，
2025.3.15

29） 伊藤澄愛，カルデナス暁東：東海地方私立看護
大学における国際看護学教育の現状に関するシ
ラバス分析，第 29 回日本看護研究学会東海地
方会学術集会，愛知県，2025.3

30） 岩元雅都，カルデナス暁東：緩和ケア病棟にお
ける研修会後の看護師のエンゼルメイクへの自
信の変化，日本緩和医療学会第 6回関西支部学
術大会，滋賀県，2024.9.28

31） 神道那実，泊祐子：がんの子どもが外来通院
中に体験する病気による影響に関する文献検
討，第 39 回日本がん看護学会学術集会，札幌，
2025.2.22

32） 河村諒，東野督子，小山順子，鈴木聡，石田
咲：在宅で過ごす高齢者への口腔ケアに関する
支援前後の口腔内環境の変化，第 21 回日本口
腔ケア学会学術集会，東京都，2024.4.27-28

33） Kawamura R，Higashino T，Koyama 
J，Suzuki S，Ishida E：Changes in the 
oral environment before and after oral care 
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support in older adults living at home，The 
4th Anuual Meeting of International Society 
of Oral Care，東京都，2024.4.27-28

34） 岸本匠，木村知子，南谷志野：副看護師長が実
践する看護師長と看護スタッフをつなぐ役割の
認識と行動，第 28 回日本看護管理学会学術集
会，愛知，2024.8.23

35） 近藤絵美，清水なつ美，伊東真理，永田文子：
認知症の人を含む共生社会の実現に向けた地域
で活動する高齢者の認識と取り組み，第 44 回
日本看護科学学会学術集会，熊本，2024.12.7-8

36） 小園利加，山田聡子：看護師の学習に対する
ニーズと看護師が認識する組織文化の関連，
第 28 回日本看護管理学会学術集会，愛知，
2024.8.23-24

37） 黒田直美，松浦正子，長谷川喜代美，南谷志
野：在宅において特定行為を実践している看護
師からみた主治医との連携，第 28 回日本看護
管理学会学術集会，愛知，2024.8.24

38） 草深真菜，長尾佳世子，小林洋子，野口真弓：
全国産科病棟における災害対策の現状と集合的
防護動機モデルを用いた関連要因の検討，第
25 回日本赤十字看護学会，広島県，2024.7.21

39） 巻野雄介，竹内貴子，近藤絵美，福岡友理恵，
高下翔，大西幸恵，山中大輔，山田聡子：基礎
看護学実習における実習記録の電子化導入前の
実態調査，第 44 回日本看護科学学会学術集会，
熊本，2024.12.7-8

40） 松崎久美：非英語圏英語プログラムへの留学－
医学部進学に着目して－，日本国際教育学会，
広島大学，2024.10.5-6

41） 三浦翔子，岡田摩理：小児病棟の熟練看護師が
行う医療的ケア児のレスパイトケアにおける看
護実践，日本小児看護学会第 34 回学術集会，
大阪，2024.7.6-7

42） 森田一三，佐久間重光，近藤香苗，村上弘，橋
本和佳，尾関創，中川昌好，高藤恭子，山口賀
大，髙木信哉，近藤尚知：新型コロナウイル
ス感染症の流行が補綴歯科治療に与えた影響，
日本補綴歯科学会第 133 回学術大会，千葉，
2024.7.7

43） 森田一三，高見精一郎，佐久間重光：ニュー

ラルネットワークによる前歯部上下反転円形
画像の分類に関する予備的研究，第 65 回日本
歯科医療管理学会総会・学術大会，北海道，
2024.7.13

44） Morita I，Sakuma S，Nishida Y，Inamoto 
K，Takami S：Artif ic ia l  Intel l igence 
Classifi es Ceramic Crown and Natural Teeth，
Continental European Division - International 
Association For Dental Research 2024 Oral 
Health Congress，Geneva, Switzerland，
2024.9.12

45） 師田依里，早野博志，岡村文煕，飯田久之，野
崎謙治，伊藤隆敏，近藤祐平，河合秀樹，青木
祐介，酒井文雄，伊藤裕一郎，森田一三：コロ
ナ前後で変わった 12 〇運動の内容，第 88 回全
国学校歯科保健研究大会，長崎，2024.10.17

46） 武藤光玖，栩川綾子：浅い鎮静中の人工呼吸器
装着患者に対する精神機能障害への ICU 看護
師の実践，日本看護研究学会第 29 回東海地方
会，愛知県，2025.3.15

47） 長尾佳世子，中島佳緒里，藤井愛海：看護基礎
教育課程における災害看護技術教育の実践と課
題，第 30 回日本災害医学会総会・学術集会記
念大会，愛知県，2025.3.8

48） 中島佳緒里，長尾佳世子，藤井愛海：初年次よ
り継続した災害看護カリキュラムにおける課
題，第 30 回日本災害医学会総会・学術集会記
念大会，愛知県，2025.3.8

49） 南谷志野，三枝克磨，原田博子，小森久美子，
田中春美：認定看護管理者である看護師長の
資格認定を受けたことによる影響に対する認
識，第 28 回日本看護管理学会学術集会，愛知，
2024.8.23

50） 南谷志野，津島準子，前原陽子，谷口孝江，野
村仁美，田中春美：（インフォメーションエク
スチェンジ 39）認定看護管理者の実践／評価
の均衡と求められる役割～認定看護管理者会に
よる「看護管理者処遇アンケート」結果から～，
第 28 回日本看護管理学会学術集会，愛知，
2024.8.24

51） 西田善紀，森田一三，高見精一郎，山口賀大，
髙木信哉，加藤芳章，足立充，大黒英莉，稲本
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京子，近藤尚知，佐久間重光：オールセラミッ
ククラウンと天然歯の畳み込みニューラルネッ
トワークによる識別の試案，日本補綴歯科学会
第 133 回学術大会，千葉，2024.7.6

52） 岡田摩理，市川百香里，泊祐子：個別支援から
地域づくりにつなぐ医療的ケア児支援センター
の活動の様相，第 13 回日本小児在宅医療支援
研究会，熊本，2024.9.21

53） 大森美保，河野啓子，杉崎一美，後藤由紀，一
尾麻美，畑中純子，加藤睦美，武澤千尋，澤木
美貴：治療と仕事の両立支援における産業看護
職と臨床看護職との連携方策の妥当性の検討，
第 34 回日本産業衛生学会協議会，東京都豊島
区，2024.11.30-12.1

54） 大西幸恵，本多利枝：教員・実習指導者による
看護学生へのフィードバックに関する文献検
討，第 44 回日本看護科学学会学術集会，熊本，
2024.12.7-8

55） Osawa Y，Shimizu N，Nagata A，Ito M，
Saito T，Kondo E：Realization of the 
inclusive society for people with young-onset 
dementia :Focus on experiences of YOD，
15th International Nursing Conference & 
28th East Asian Forum of Nursing Scholars，
Seoul, Korea，2025.2.13-14

56） 小山内志津子，小貫恵理佳，大元雅代，カルデ
ナス暁東，大平智祉緒，新田マリア：我が国に
おける看護職の外見ケアに関する認識と援助の
実態，第 44 回日本看護科学学会学術集会，熊
本県，2024.12

57） 尾﨑琴乃，梶木繁之，坂本礼子，緒方美幸，近
藤弘久，大森美保，藤野善久：職場のウォーキ
ングイベントの参加形態による歩数と行動変容
ステージの変化，第 21 回日本ヘススプロモー
ション学会第 13 回日本産業看護学会合同学術
大会 /集会，千葉県木更津市，2024.10.4-5

58） 坂井志織，細野知子，榊原哲也，小林道太郎，
栩川綾子：現象学的研究の知見は慢性看護の実
践にどのように実装化できるのか，第 18 回慢
性看護学会，兵庫県，2024.8.10-11

59） 坂井志織，家髙洋，細野知子，栩川綾子，北尾
良太，小林道太郎：現象学的研究で明らかにで

きること ―一人ひとりの経験の記述を通して
個を超える知見を生み出す，第 43 回日本看護
科学学会学術集会，熊本県，2024.12.7-8

60） 坂井田綾子，森田一三，野口眞弓：産褥早期に
授乳をする母親の睡眠および疲労の調査，第
25 回日本赤十字看護学会学術集会，広島県，
2024.7.21

61） Sakuma S，Morita I，Takami S，Inamoto 
K：Robustness Evaluat ion on Rotated 
Anterior Tooth Image of CNN Model，
Continental European Division - International 
Association For Dental Research 2024 Oral 
Health Congress，Geneva, Switzerland，
2024.9.12

62） 清水なつ美，近藤絵美，伊東真理，永田文子：
認知機能の低下のない地域住民に対する認知症
の理解や予防を促す介入研究に関する文献レ
ビュー，第 44 回日本看護科学学会学術集会，
熊本，2024.12.7-8

63） 清水美代子，百田武司，野口眞弓，鎌倉やよ
い：就労介護者の仕事と介護の役割遂行におけ
る葛藤のアセスメント指標の開発，第 44 回日
本看護科学学会学術集会，熊本県，2024.12.8

64） 鈴木寿摩，松崎久美：動画視聴が看護学生の共
感力に与える影響，2024 年度ATEM中部支部
大会，名古屋大学，2024.9.29

65） 鈴木寿摩，松崎久美：動画視聴が看護学生の共
感力に与える影響，2024 年度ATEM中部支部
大会，愛知県（Web 開催），2024.9.29

66） 竹内貴子，山田聡子：初学者の模擬電子カルテ
の情報収集方法の実際，第 25 回日本赤十字看
護学会学術集会，広島，2024.7.20-21

67） Tamamoto M，Okatsu A，Kataoka Y：
Providing continuous care that responds 
immediately to women’s reactions during 
delivery，East Asian Forum of Nursing 
Scholars，韓国，2025.2.13-14

68） 寺澤陽美，関口美緒，鈴木寿摩：アメリカ大統
領就任演説における修辞的特徴―人称代名詞に
焦点を当てて，第 29 回映像メディア英語教育
学会全国大会，京都府，2024.11.09

69） 徳永唯良々，石黒千映子：ALS 療養者のスピ
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リチュアリティに音楽聴取が及ぼす影響，日
本看護研究学会第 29 回東海地方会，愛知県，
2025.3.15

70） 和田珠実，鈴木寿摩：話し合い学習法（LTD）
が及ぼす英語リーディングへの学習意識の変
容，全国英語教育学会第 49 回福岡研究大会，
福岡県，2024.8.24-25

71） 渡邉直美，鎌倉やよい，三浦由佳，真田弘美：
喉頭摘出者の食道発声における音生成部位のエ
コーによる可視化，第 12 回看護理工学会学術
集会，石川県，2024.11.2

72） 渡邉直美，栩川綾子，谷口純平，石田咲，河村
諒，東野督子：成人急性期看護学実習前のシ
ミュレーション演習の効果～講義内容を変更し
たことによる術後観察技術の達成度の変化～，
日本看護研究学会第 29 回東海地方会，愛知県，
2025.3.15

73） 山田聡子，竹内貴子，大西幸恵，巻野雄介，高
下翔，福岡友理恵，山中大輔：看護技術教育に
おけるポケットエコーの活用‐採血演習‐，
日本看護研究学会第 29 回東海地方会学術集会，
名古屋，2025.3.15

74） 山田和泉，栩川綾子：家族と医療者との意見対
立場面に遭遇した ICU看護師の経験 ―ICU入
室患者の終末期治療の意思決定を焦点にして―，
日本看護研究学会第 29 回東海地方会，愛知県，
2025.3.15

75） 山本司，江㞍晴美，鈴木紀子，大野晶子，道重
文子，水谷聖子，近藤彰，東野督子：看護系大
学生が卒業時までに習得すべき口腔ケアの知識
と技術 - 看護師及び看護系大学教員における重
要性の認識 -，第 21 回日本口腔ケア学会学術集
会，東京都，2024.4.27-28

76） Yamamoto T，Ejiri H，Suzuki N，Oono 
A，Michishige F，Mizutani S，Kondo A，
Higashino T：Difference in recognition 
between nurses and university faculty: 
Importance of oral care education in bachelor 
of nursing，The 4th Anuual Meeting of 
International Society of Oral Care，Tokyo，
2024.4.27-28

77） 山中大輔，山田聡子：看護学大学における

キャリア教育科目に関するシラバス分析，第
25 回日本赤十字看護学会学術集会，広島，
2024.7.20-21

78） 山中大輔，山田聡子：看護系大学における
キャリア教育科目の課題　―科目責任教員への
インタビュー調査―，第 44 回日本看護科学学
会学術集会，熊本，2024.12.7-8

79） 横山知加，岡津愛子：周産期の認知行動療法，
日本認知・行動療法学会　第 50 回記念大会，
神奈川（WEB開催），2024.9.22-24

4．その他刊行物
1） （編集協力）大山寧寧，小松果歩，友近勇貴，

長尾佳世子，宮本教子：災害時の心理社会的支
援の因数分解～活動分類と実災害における支援
の実際～，1-45，日本赤十字看護大学付属災害
救護研究所，東京都，2025.3

2） 橋本亜弓，小林尚司，清水みどり，近藤香苗：
老年看護学実習における遠隔カンファレンスを
経験した教員の振り返り，日本赤十字豊田看護
大学紀要，19（1），89-92

3） 巻野雄介：「考えさせる」ことを中心に置いた
授業展開，看護展望，50（4），80-83，2025.3

4） 松崎久美，深谷由美，鈴木寿摩：多様性の理解
を目指した短期海外研修の試み―国際的視野を
備えた看護師育成のために―，日本赤十字豊田
看護大学紀要，20（1），21-29，2025.3

5） 松崎久美，深谷由美，鈴木寿摩：多様性の理解
を目指した短期海外研修の試み―国際的視野を
備えた看護師育成のために―，日本赤十字豊田
看護大学紀要，20（1），21-29，2025.3

6） 百瀬由美子：グループホームの大地震災害初期
対応手順，DVD

7） （著者）中井茉里，森光玲雄，（執筆協力）宮
本教子，大山寧寧，長尾佳世子，友近勇貴：
COVID-19 パンデミック下で行われた医療従事
者への精神保健・心理社会的支援の記録～ここ
ろのケア活動の分類と活動事例～，1-98，日本
赤十字看護大学付属災害救護研究所，東京都，
2025.2

8） 岡津愛子，青山さやか，横山知加，大塚公美
子，片岡弥恵子：周産期領域における助産師に
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よる認知行動療法の実装にむけたオンライン
ラーニンググループの評価，近畿周産期精神保
健研究会会誌，7，115-122，2024.10

9） 栩川綾子：現象学的研究の成果を伝えるため
の論文投稿【査読対応編】─採択に向けた
Tips，看護研究，57（5），484-493，2024.12

Ⅱ．社会活動
1．学会理事等役員・委員会委員
1） 愛知県看護協会
 学会委員会委員：南谷志野
2） 映像メディア英語教育学会
 中部支部副支部長：鈴木寿摩
3） 学校保健研究
 副編集委員長：森田一三
4） 看護理工学会
 エコー活用ワーキングメンバー：巻野雄介
5） 国際口腔ケア学会
 理事：東野督子
6） 産業・組織心理学会
 理事：南谷志野
7） 東海学校保健学会
 評議委員：森田一三
8） 東海学校保健研究
 編集委員長：森田一三
9） 東海病院管理学研究会
 世話人：高見精一郎
10） 東海保育保健研究会
 理事：遠藤幸子
11） 日本医療・病院管理学会
 研究倫理委員会委員：南谷志野
12） 日本学校保健学会
 代議員：森田一三
13） 日本看護科学学会
 代議員：百瀬由美子，山田聡子，岡田摩理，野

口眞弓
 看護倫理検討委員：近藤絵美
 英文誌編集委員会委員：野口眞弓
14） 日本看護学教育学会
 評議員：山田聡子
 専任査読者：山田聡子
15） 日本看護学教育評価機構

 評価基準検討委員会委員：百瀬由美子
 評価委員会委員：山田聡子
16） 日本看護管理学会
 学術活動推進委員会委員：南谷志野
17） 日本看護系大学協議会
 社員：百瀬由美子，山田聡子
 「看護学教育における倫理指針」改訂ワーキン

グメンバー：山田聡子
18） 日本看護研究学会
 理事：野口眞弓
 評議員：山田聡子，東野督子，野口眞弓
 看護保険連合ワーキング：岡田摩理
 診療報酬あり方検討委員会委員：岡田摩理
19） 日本看護人間工学会
 評議員：中島佳緒里
20） 日本看護福祉学会
 監事：百瀬由美子
21） 日本看護倫理学会
 理事：山田聡子
 編集委員会委員長：山田聡子
 代議員：百瀬由美子
22） 日本口腔ケア学会
 常務理事：東野督子
23） 日本公衆衛生学会
 代議員：森田一三
24） 日本災害看護学会
 若手アカデミー委員会委員：藤井愛海
25） 日本在宅ケア学会
 代議員：百瀬由美子
26） 日本産業衛生学会
 評議員：大森美保
27） 日本歯科医療管理学会
 編集委員：森田一三
28） 日本小児保健協会
 代議員：岡田摩理
29） 日本赤十字看護学会
 評議員：中島佳緒里
 広報委員：竹内貴子
 専任査読者：山田聡子
 編集委員：小林尚司
30） 日本摂食嚥下リハビリテーション学会
 国際委員：渡邉直美
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31） 日本場面緘黙研究会
 理事：岡田摩理
32） 日本慢性看護学会
 評議員：カルデナス暁東
33） 日本老年医学会
 倫理委員会：百瀬由美子
 用語検討委員会：百瀬由美子
34） 日本老年看護学会
 代議員：百瀬由美子
 研究推進委員会委員：百瀬由美子
35） 認定看護管理者会
 常務理事：南谷志野
 研究プロジェクトメンバー：南谷志野
36） 臨床実践現象学会
 編集委員：栩川綾子

2．学術集会の企画・実行委員等
1） 第 40 回愛知県看護学会
 学会委員：南谷志野
2） 第 13 回日本公衆衛生看護学会学術集会
 運営委員：清水美代子
3） 日本看護研究学会第 50 回学術集会
 実行委員：カルデナス暁東，岡田摩理，深谷由

美，神道那実，武田智美，宝木百代，鳥居賀乃
子，山本壮則

4） 国際教育夏季研究大会 2024
 実行委員：松崎久美
5） NAFSA:  Assoc iat ion o f  Internat iona l 

Educators JAPAN-SIG
 Co-chair：松崎久美
6） 日本看護研究学会第 29 回東海地方会学術集会
 大会長：東野督子
 実行委員：石黒千映子，栩川綾子，渡邉直美，

武田智美，宝木百代，鳥居賀乃子
 企画・実行委員：カルデナス暁東
 企画・運営委員：田口栄子，谷口純平，石田

咲，石原佳代子
7） 第 8 回臨床実践現象学会学学術集会
 実行委員：栩川綾子
8） 2024 年度ATEM中部支部大会
 大会副会長：鈴木寿摩
 実行委員：鈴木寿摩

9） 2025 年 ATEM中部支部春季大会
 大会副会長：鈴木寿摩
 実行委員：鈴木寿摩
10） 第 38 回日本看護福祉学会学術大会
 企画委員：天木伸子

3．省庁・地方自治体の委員会委員
1） 愛知県立豊田高等学校
 学校評議員：野口眞弓
2） 刈谷市医療的ケア運営協議会
 委員：岡田摩理
3） 高浜市母子保健ネットワーク会議
 アドバイザー：野口眞弓
4） 豊田市感染症審査協議会
 委員：下間正隆
5） 豊田市こどもにやさしいまちづくり推進会議
 会長：野口眞弓
6） 豊田市地域保健審議会
 委員：長谷川喜代美
7） 豊田市不良な生活環境を解消するための審議会
 委員：原田真澄
8） 豊田市慢性疾病児童等地域支援協議会
 委員・議長：岡田摩理
9） 日進市介護認定審査会
 介護認定委員：清水美代子
10） 福祉局福祉部
 愛知県障害者差別解消調査委員会委員：百瀬由

美子
11） みよし市介護保険運営審議会
 委員：長谷川喜代美
12） みよし市地域包括支援センター運営協議会
 委員：長谷川喜代美
13） みよし市地域密着型サービス運営審議会
 委員：長谷川喜代美
14） みよし市保健対策推進協議会
 委員：清水美代子

4．研修会・講演会の講師
1） 天木伸子，小林尚司，清水みどり，近藤香苗，

段暁楠：一般向け公開講座，飲み込む力でおい
しく長生き，2025.3.10

2） 飯田大輔：日本赤十字社愛知医療センター名古
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屋第一病院看護部研修会令和 6年度「事例で学
ぶ対象理解」，患者・家族と良い人間関係を成
立するために，2024.8.17

3） 遠藤幸子：東海保育保健研究会　研修会，子ど
ものアレルギー疾患の特徴と保育園での対応，
2024.9.3

4） 遠藤幸子：東海保育保健研究会　研修会，いざ
という時、小さな子どもをどう守る？（講演・
ワークショップ），2025. 3. 9

5） 大森美保：日本産業衛生学会東海地方会勧募
部会研修会講師，学会で発表しようセミナー，
2024.5.18・7.20・9.21

6） 岡田摩理：岐阜県看護協会　重症心身障がい者
看護人材育成研修，重症心身障がい児者の看
護：倫理について，2024.12.24

7） 小林尚司：豊田市地域医療人材育成センター，
在宅における認知症の人の看護，2024.10.10

8） 小林尚司：豊田地域医療センター，看護研究研
修会

9） 清水美代子：長久手市講演会，居酒屋健康管理
室，2024.7.28

10） 清水美代子：愛知陸運永年勤続者慰労会研修，
健康に勝る宝なし，2024.10.19

11） 清水美代子：若手産業保健師勉強会　実務に
役立つスキル講習 1，健康診断項目の選定，
2024.10.26

12） 清水美代子：若手産業保健師勉強会　実務に
役立つスキル講習 2，健康診断結果の分析，
2024.12.1

13） 清水美代子：若手産業保健師勉強会　実務に
役立つスキル講習 3，健康診断の評価と報告，
2025.2.15

14） 千葉朝子：令和 6 年名古屋市臨地実習指導
者講習会，実習指導方法論演習母性看護学，
2024.9.24

15） 栩川綾子：第 8回臨床実践現象学会学学術集会　
ポストセミナー，論文執筆・投稿に向けて～採
択に近づくコツ～ 論文投稿の実際　査読を通
して，2024.8.18

16） 長尾佳世子：第 16 回防災マイスター養成講座，
災害医療　－演習－，2024.6.18

17） 長尾佳世子：愛知県看護協会，災害発生時にお

ける受援体制を整えよう，2024.7.12
18） 長尾佳世子：愛知県看護連盟，看護の視点で考

えるBCP，2024.9.14
19） 長尾佳世子：東海・北陸・近畿地区学生指導研

究会　東海地区愛知県支部　月例懇談会，サー
クル活動への教員の関わり，2024.9.24

20） 長尾佳世子：令和 6年度　第 1回愛知工業大学
防災士養成研修講座，第 12 講「災害医療とこ
ころのケア」　補講 1「近年の主な自然災害」，
2024.9.29

21） 長尾佳世子：愛知県看護協会，地域災害応援
ナース育成研修 - 派遣中・派遣後のストレス対
応 -，2024.10.5

22） 長尾佳世子：第 17 回防災マイスター養成講座，
災害医療，2024.10.15

23） 長尾佳世子：令和 6年度　第 2回愛知工業大学
防災士養成研修講座，第 12 講「災害医療とこ
ころのケア」　補講 1「近年の主な自然災害」，
2024.12.1

24） Nagao K：The 8th International Research 
Conference of World Society of Disaster 
Nursing　Workshop on Pall iative Care 
under Emaergensies，Palliative care under 
emergencies from my experience，2024.12.1

25） 長尾佳世子：愛知県看護協会，災害支援ナース
養成研修　講師，2024.12.10

26） 長尾佳世子，中島佳緒里，藤井愛海：愛知県
学校保健会県立学校部西三河支部　保健主事・
養護教諭合同研究会，避難所運営を考える，
2024.12.13

27） 長尾佳世子：地震に強いものづくり地域の会　
あいぼう会，災害関連死を予防するために，
2024.12.16

28） 中島佳緒里：大学進学説明会　大学ガイダン
ス，看護系の学び，2024.6.15

29） 中島佳緒里：名古屋掖済会病院看護研究，文献
クリティーク，2024.7.25

30） 中島佳緒里，長尾佳世子，田口栄子：豊根村生
涯学習講座，リラクセーションのための軽擦法
（手），2025.3.10

31） 南谷志野：令和 6年度滋賀県病院事業庁看護管
理Ⅰ研修，組織分析と問題解決への取り組み，
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2024.6.15
32） 南谷志野：愛知県立豊田東高等学校　進路ガイ

ダンス分野別説明会，看護師としてのキャリア
を考える，2024.7.8

33） 南谷志野：豊田地域医療センター　看護職員研
修，シェアド・リーダーシップ，2024.7.25

34） 南谷志野：愛知県立病院師長・副師長研修，
キャリアステージに応じた人材育成と活用方法
について，2024.9.8

35） 南谷志野：日本赤十字豊田看護大学専門職向け
研修会，心理的安全性を高めて最強の看護チー
ムをつくろう！，2024.11.9

36） 南谷志野：長野県伊那弥生ヶ丘高等学校　模擬
授業，看護師としてのキャリア～看護に “なる
まで ”と “ なってから ”～，2024.12.5

37） 南谷志野：第 40 回愛知県看護学会　研究支援
講座，研究ビギナーのための支援講座～研究
テーマの見つけ方～，2024.12.17

38） 南谷志野：トヨタ記念病院　看護職員研修，看
護職としてのキャリア形成～自分のキャリアに
ついて考える～，2024.12.19

39） 南谷志野：北海道看護協会室蘭支部　令和 6年
度医療に関する研修会，心理的安全性を高めて
最強の看護チームをつくろう！，2025.2.15

40） 南谷志野：CandY Link（メディカ出版の e
ラーニング），（看護補助者向け講義動画）医
療制度の概要及び病院の機能と組織の理解，
2025.3 ～

41） 南谷志野：CandY Link（メディカ出版の e
ラーニング），（看護補助者向け講義動画）医療
チーム及び看護チームの一員としての看護補助
者業務の理解，2025.3 ～

42） 南谷志野：CandY Link（メディカ出版の e
ラーニング），（看護補助者向け講義動画）守秘
義務、個人情報の保護，2025.3 ～

43） 原田真澄：令和 6年度日本精神科看護協会愛知
県支部研修会，研究における文献検討　－クリ
ティークに焦点をあてて－，2024.7.29

44） 原田真澄：令和 6年度日本精神科看護協会愛知
県支部看護研究発表会，2024.9.25

45） 深谷由美，武田智美，宝木百代：公開講座，公
開講座「歩くことは百薬の長」，2024.9.10

46） 深谷由美：第 29 回日本看護研究学会　東海地
方会学術集会・体験型セミナー，高齢者の身
体・心理機能の評価を研究につなぐ―評価項目
の体験―，2025.3.15

47） 巻野雄介：日本赤十字豊田看護大学　専門職向
け研修会，看護に役立つポケットエコーを使っ
てみよう，2024.10.5

48） 水谷聖子，大野晶子，石原佳代子，宇佐美康
子，山本司：第 21 回日本口腔ケア学会総会・
学術大会，看護部会ハンズオンセミナー　オー
ラルフレイル予防へつなぐ～開口困難事例への
アプローチ～，2024.4.28

49） 森田一三：令和 6年度春日井保健所地域歯科保
健課題対策事業研修会（小牧市），『う蝕とフッ
化物』幼稚園保育園こども園や学校で子どもた
ちがフッ化物応用を学ぶ意義，2024.7.30

50） 森田一三：数理・データサイエンス・AI 教育
強化拠点コンソーシアム　第 2回東海ブロック
会議　MDASH 認定校講演，看護のデータサ
イエンス」によるMDASH リテラシーレベル
認定，2024.11.25

51） 森田一三：小牧市歯科医師会研修会，ライフ
コースアプローチの視点で考える口腔の健康 -
フッ化物および高齢者の口腔機能に関して -，
2025.1.26

52） 森田一三：令和 6年度春日井保健所地域歯科保
健課題対応事業研修会（春日井市），『う蝕と
フッ化物』幼稚園保育園こども園や学校で子ど
もたちがフッ化物応用を学ぶ意義，2025.2.27

53） 山田聡子：岐阜県看護協会　保健師助産師看護
師実習指導者講習会，実習指導方法論（実習指
導の原理）① - ③，2024.7.29-30

54） 山田聡子：トヨタ記念病院　管理者研修，現任
教育における看護管理者の役割，2024.8.6

55） 山田聡子：一宮市立市民病院　キャリアラダー
研修，研究①③，2024.11.29・2025.3.10

5．災害関連の活動
1） 遠藤幸子：刈谷防災推進委員会，定例活動・防

災訓練・要支援者支援体制の検討，市民館会議
室、総合運動公園など，2024.4 ～ 2025.3

2） 中島佳緒里，伊藤明子，武田智美，加藤信子：
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日本赤十字社石川県支部，仮設住宅コミュニ
ティ支援ボランティア，石川県能登町柳田地
区，2024.10.26

3） 中島佳緒里，長尾佳世子，松崎久美：SLOW 
ART CENTER NAGOYA，能登支援活動ブー
ス，名古屋市栄，2024.11.16

4） 中島佳緒里，松崎久美：SLOW ART CENTER 
NAGOYA，能登半島地震募金活動，名古屋市
栄，2024.12.21
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